
一般講演

口頭発表プログラム

● 口頭発表は質疑応答と交代の時間を含めて 15分です．時間に沿った進行のため，

12分の発表と 2分30秒の質疑応答でお願いします．

●発表者ツールは画面共有失敗の原因になりやすいので極力使用をお控えください．

どうしても使用したい場合はセッション前の試写で必ずご確認ください．

オンライン発表の方

●本年会では接続確認は行いません．

● 発表の順番になりましたら，Zoomの「画面共有」で発表用ファイルを選択し，

ミュートを解除して発表を行ってください．ビデオは ONでお願いします．

座 長 の 方

●座長を担当する方々で，あらかじめ連絡をとって分担する演題を決めておいてくだ

さい．

●座長一覧は，口頭発表プログラムの後にあります．
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09:30 1aA-01
緑藻の光合成アンテナに結合したシフォネイ
ンによる効率的な光保護三重項消光機構
藤井律子1,2，アゴスティーニ アレッサンドロ3，
関荘一郎2,4，カルチノーニ アンドレア3，ポール
ロパ3，ミリオーレ アゴスティーノ3，カルボネ
ラ ドナテッラ3（1阪公大・人工光合成研究セ，2阪
公大・理学研究科，3パドバ大・イタリア，4阪大・
蛋白研）

1aB-01
光強度や明暗周期が高シュウ酸植物の葉のシュ
ウ酸合成経路に及ぼす影響
宮城敦子1，佐久間若菜2，村山秀樹1（1山形大・
農，2山形大・院農）

1aC-01
Raphanus 属植物が産生するフェニルアシル化
フラボノイドの探索
金陽喜，安川小百合，Yuting Liu，小牧伸一郎，渡
邉むつみ，峠隆之（奈良先端大・先端科学技術）

1aD-01
シロイヌナズナにおける汎用的な DNAメチル
化編集技術の開発に向けた取り組み
平田峻也1，池田陽子2，小林括平3，西村泰介4，賀
屋秀隆3（1愛媛大・連合農学，2岡山大・資源植物
科学研究所，3愛媛大・院農，4長岡技科大・院工）

1aE-01
シロイヌナズナの雑種強勢に関連する
候補遺伝子の機能の検証
前田龍舞1，和田七夕子1，Wijayanti
Putri1，宇津木一陽1，高山誠司2，伊藤寿
朗1（1奈良先端大‧バイオ‧花発生分子遺
伝学，2東大院‧農学生命科学研究科）

1aF-01
異種発現系を用いたシロイヌナズナ
GLRの機能解析基盤の構築
辰巳智秋1，佐藤-海老根映美1，須田啓1，
豊田正嗣1,2,3（1埼大・院・理工，2SunRiSE・
サントリー生命科学財団，3華中農業大・
植物科学技術学院）

1aG-01
穀物のフィチン酸含量を低減させる
INO1標的ヒットフラグメントの探索と
構造展開
赤羽根健生1,2，神野智司3，岡村幸輝2，池
田和由1,4，米澤朋起4,5，清水祐吾1，長坂征
治2，加藤悦子6，廣津直樹2（1理研・計算科
学研究センター，2東洋大・院・生命科学，
3株式会社CRYO SHIP，4慶應大・薬学，5ラ
イフマティックス株式会社，6東洋大・
院・食環境科学）

1aH-01
B4-RAFキナーゼはヒメツリガネゴケに
おける SnRK2非依存的な浸透圧ストレ
ス応答に関与している
水野真歩，四井いずみ，太治輝昭，坂田洋
一（東京農大・バイオ）
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09:30

09:45 1aA-02
シアノバクテリアの多様な光環境への適応に
関わるフィコビリソームリンカー CpeCの解析
小川敬子1，河合繁2，広瀬侑2，日原由香子1（1埼玉
大・院理工，2豊橋技科大・院工）

1aB-02
新規に単離された単細胞シアノバクテリア
Synechocystis sp. LKSZ1は窒素固定を行う
奥村レオナルド研1，馬場真里2，上坂一馬2，藤田
祐一2，増田真二1（1科学大・生命理工，2名古屋
大・大学院生命農学研究科）

1aC-02
オルガネラの種類で異なるヘム代謝産物ビリ
ベルジンの排出制御
柴田百音1,2，吉田佳司1,2，児玉豊1,2（1宇都宮大・
バイオセンター，2宇都宮大院・地域創生）

1aD-02
ATAC-seeによるイネ茎頂メリステムのエピゲ
ノム状態遷移の解析
森下友梨香1，髙田崚輔2，吉田綾2，肥後あすか2，
宮成悠介3，原田哲仁4，辻寛之2,5（1名大院・生命
農学，2横浜市大・木原生研，3金沢大・ナノ生命
研，4九大院・医学，5名大・生物センター）

1aE-02 仝
Molecular landscape of wound-induced
callus: Illuminating stem cell reformation
and function through spatial omics
Akira Iwase1, Minne Max1, Kotaro Torii1,2,
Hatsune Morinaka1, Tetsuya Mori1,
Ayako Kawamura1, Arika Takebayashi1,
Masami Y. Hirai1, Keiko Sugimoto1

(1RIKEN CSRS, 2RIKEN TRIP-AGRIS)

1aF-02
根圏電顕イメージング法の開発：生物断
面研磨 SEM法で根圏微生物を捉える
豊岡公徳，齋藤夕子，小島聡美，後藤友
美，佐藤繭子（理研CSRS）

1aG-02
環境ストレスに呼応するペプチドの分
子の新たな役割
下遠野明恵，Yujuan Du（名古屋大学）

1aH-02
シロイヌナズナ野生系統間に認められ
る浸透圧耐性多様性メカニズムの解析
村越祐介1，番場康介1，平野貴大1，増田悟
郎3，有賀裕剛2，田中啓介3，四井いずみ1，
坂田洋一1，太治輝昭1（1東京農大・バイ
オ，2農研機構・遺伝資源，3東京農大・ゲノ
ムセンター）

09:45

10:00 1aA-03 仝
A peripheral antenna required for non-
photochemical quenching and Lhcx1 abundance
in the diatom Chaetoceros gracilis
Jian Xing1, Minoru Kumazawa1,2, Kentaro Ifuku1

(1Grad. Sch. Agri., Kyoto Univ., 2Inst. Low Temp.
Sci., Hokkaido Univ.)

1aB-03
Drosera 3種の出芽に対する無機窒素栄養の影響
岡本樹世1，石川剛翔2，伊藤新一郎1，稲吉舞優2，
佐藤元紀2，長谷川皓一2，𠮷𠮷岡有咲2，高谷信之2，
小俣達男2，愛知真木子2（1中部大・院・応用生物，
2中部大・応用生物）

1aC-03
植物におけるフラビンモノヌクレオチドの細
胞内分布と恒常性の解析
市川晋太郎1,2，児玉豊1,2（1宇都宮大・バイオセン
ター，2宇都宮大院・地域創生）

1aD-03
イネ茎頂メリステムの相転換時に起こるクロ
マチンアクセシビリティの変化
舟山枝里1,2，保坂碧3，赤司裕子2，森下友梨香1，
山口佳穂2，吉田綾2，木田晴菜2，吉田英樹2，伊藤
純2，川勝泰二4，辻寛之5（1名大院・生命農学，2横
浜市大・木原生研，3株式会社日本バイオデー
タ，4理研・バイオリソース研究センター，5名大・
生物センター）

1aE-03 仝
Morphological and Phenological
Characterization of Flowering Traits in
French Marigold (Tagetes patula L.)
Dewi Sukma1, Muhamad Aksan Raditya1,
Syarifah Iis Aisyah1, Krisantini
Krisantini1, Muhamad Syukur1, Ming-
Tsair Chan2 (1Department of Agronomy
and Horticulture, Faculty of Agriculture,
IPB University, Indonesia, 2Academia
Sinica Biotechnology Center in Southern
Taiwan, Agricultural Biotechnology
Research Center, Taiwan)

1aF-03 仝
Block-face serial fluorescence
microscopy for plant tissue imaging at a
cellular level
Dongbo Shi (RIKEN CSRS)

1aG-03
キレート戦略による鉄吸収が，小麦・ブ
ラキポディウムの持続的高温ストレス
適応をもたらす
南杏鶴1,2，恩田義彦1，清水みなみ1，山口
（上原）由紀子1，野副朋子3,4，鈴木基史5，
田野井慶太朗4，持田恵一1,2,6（1理研・
CSRS，2横浜市立大学・木原生物学研究
所，3明治学院大学・教養教育センター，
4東京大学・農学生命科学研究科，5愛知
製鋼，6長崎大学・情報データ科学部）

1aH-03
シロイヌナズナ acqos背景における塩馴
化後浸透圧耐性欠損変異株の単離
玉木健太1，増田悟郎2，四井いずみ1，坂田
洋一1，太治輝昭1（1東京農大・バイオ，2東
京農大・ゲノムセンター）

10:00

10:15 1aA-04
5種類の I型反応中心が持つ励起エネルギー
地形
木村明洋1，鬼頭宏任2，伊藤繁1（1名大院理，2近大
理工）

1aB-04
窒素同化酵素 GS1;2が制御するイネの相対成
長可塑性と群落生態反応
高山あまね，小島創一（東北大学大学院農学研
究科）

1aC-04 仝
Identification of a novel vacuolar transporter
involving indole glucosinolates accumulation in
Arabidopsis
Kaichiro Endo1, Anna Piasecka2, Pawel
Bednarek2, Kenji Yamada1 (1Malopolska Centre of
Biotechnology, Jagiellonian University, Krakow,
Poland, 2Institute of Bioorganic Chemistry, Polish
Academy of Sciences, Poznan, Poland)

1aD-04
苔類ゼニゴケにおける生殖細胞系列決定遺伝
子MpBONOBOの発現レギュローム
吉竹良洋1，田中健太1，岡本晴喜1，西浜竜一2，山
岡尚平1，河内孝之1（1京大・院・生命科学，2東京
理科大・ 創域理工・生命生物）

1aE-04
オオムギの葉鞘基部に「窓」を開け，花序
メリステムを外科的にカットするとど
うなるか
田中真理1，赤司裕子1，辻寛之1,2（1横浜市
大・木原生研，2名大・生物センター）

1aF-04
TiD-Xを用いた正確かつ高効率なイネ
遺伝子改変技術の確立
室本翔太1，加藤むうむ1，浅利海優1，和田
直樹2，刑部敬史2，刑部祐里子1（1東京科
学大，2徳島大院）

1aG-04 仝
L-DOPA promotes cadmium tolerance
and triggers iron deficiency genes in
Arabidopsis thaliana
Ching-Yuan Chang, En-Jung Hsieh, Louis
Grillet (National Taiwan University,
Department of Agricultural Chemistry)

1aH-04
シロイヌナズナ膜交通因子 PEN1は，浸
透圧ストレス応答における根の伸長を
制御する
菊地美帆1，吉田浩人2，大谷晴香2，高橋史
憲1,2（1東京理科大・先進工，2東京理科大・
院先進工）

10:15

10:30 1aA-05
多様な I, II型反応中心へのキノン/Chl結合の
理論解析：PSIはユニークである！
高木歩夢1，立岡晃太郎1，樫田夏弥2，木村明洋3，
伊藤繁3，鬼頭宏任1,2（1近畿大院・総理研，2近畿
大・理工，3名大院・理・物理）

1aB-05
シロイヌナズナ根の窒素欠乏応答におけるホ
メオボックス型転写因子 HB52の機能解析
赤池ひな子，秋岡恵理菜，櫻庭康仁，柳澤修一（東
大院，農学生命，アグテック）

1aC-05
シロイヌナズナを用いた揮発性有機物のリア
ルタイム検出プラットフォーム
関本奏子1,2，杉山龍介1,3，福山大輔2，呂行子3，野
元美佳1,4，多田安臣4，相原悠介1,5（1JSTさきが
け，2横市大・院理，3千葉大・院薬，4名大・遺伝子
実験施設，5神戸大・院理）

1aD-05 仝
Essential Contributions of GmDDM1 to
Epigenetic Stability and Seed Development in
Soybean
Ahsen Gers1, Kana Shiraishi1, Kaoru Tonosaki2,
Satoru Okamoto1, Akito Kaga3, Ryota Kuroda1,
Jun-ichi Matsuoka1,4, Atsushi Toyoda5, Taiji
Kawakatsu6, Chiho Maruko1, Kazuki Takahashi1,
Keiichi Okazaki1, Moeko Okada1, Eigo Fukai1

(1Grad. Sch. Sci. Tech., Niigata Univ., 2Kihara Inst.
Biol. Res., Yokohama City Univ., 3Inst. Crop Sci.
(NICS), NARO, 4Cent. Reg. Agr. Res. Cent.,
NARO, 5Adv. Gen. Cent., NIG, 6Exp. Plant Div.,
RIKEN BRC)

1aE-05
イネの茎頂メリステムにおける
PHYTOMap実験系の開発
岩間考紀1，森下友梨香1，辻寛之2,3（1名大
院・生命農学，2横浜市大・木原生研，3名
大・生物センター）

1aF-05
シロイヌナズナ葉緑体ゲノム petA遺伝
子を標的とした効率的なランダム変異
導入
中里一星，矢守航，田村美子，増田麗子，
有村慎一（東大・院農生）

1aG-05
マグネシウムは酸化型グルタチオンの
成長調節機能を強化する
望月智史，小川健一（岡山生物研）

1aH-05
ヒメツリガネゴケの環境ストレス応答
における二成分制御系の機能解析
和久亮太，佐々木健人，四井いずみ，太治
輝昭，坂田洋一（東京農大・バイオ）

10:30

10:45 1aA-06 仝
Roles of carotenoid glycosides in the protection of
photosystem II from photoinhibition in the
cyanobacterium Synechocystis sp. PCC 6803
Rattanaporn Songserm1, Shinichi Takaichi2,
Haruhiko Jimbo1, Yoshitaka Nishiyama1 (1Grad.
Sch. Sci. Eng., Saitama Univ., 2Dept. Mol.
Microbiol., Tokyo Univ. Agr.)

1aB-06
栄養欠乏時に起こるmiRNAダイナミクスにお
ける HASTYタンパク質の役割
鳥居あすか，楊麥倫，櫻庭康仁，柳澤修一（東大
院，農学生命，アグテック）

1aC-06
環境ストレス下におけるダイズ栽培土壌の統
合オミックス解析
松木涼夏1，小林祐2，能勢結衣3，市橋泰範3，中谷
大地4，樺島文恵4，草野都3,5,6（1筑波大・院生命地
球科学，2筑波大・生命環境，3理化学研究所環境
資源科学研究センター，4LECOジャパン合同会
社，5筑波大・生命環境系，6筑波大・つくば植物機
能イノベーション研究センター）

1aD-06 仝
Epigenetic defense priming by Lr24 modulates
post-transcriptional regulation in wheat during
leaf rust pathogenesis
Uzma Afreen, Kunal Mukhopadhyay, Manish
Kumar (Department of Bioengineering and
Biotechnology, Birla Institute of Technology,
Mesra, Ranchi-835215, Jharkhand, India)

1aE-06
Expansion microscopyによるイネ茎頂
メリステムの細胞内イメージング系の
開発
石田由吉1，森下友梨香2，岩間考紀2，辻寛
之3,4（1名大・農，2名大院・生命農学，3名
大・生物センター，4横浜市大・木原生研）

1aF-06
ストレス応答シス配列のノックインは
植物の環境ストレス耐性を上昇させる
三木大介（深圳理工大学）

1aG-06
GSSG施用によるリン吸収効率の向上
と成長促進
小川健一，望月智史，逸見健司（岡山県農
林水産総合センター生物科学研究所）

1aH-06
植物体地上部に塩が付着する潮害スト
レス応答の解析
千葉陽一1，村越祐介1，細井昂人2，四井い
ずみ1，坂田洋一1，太治輝昭1（1東京農大・
バイオ，2東京農大・ゲノムセンター）

10:45
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09:30 1aA-01
緑藻の光合成アンテナに結合したシフォネイ
ンによる効率的な光保護三重項消光機構
藤井律子1,2，アゴスティーニ アレッサンドロ3，
関荘一郎2,4，カルチノーニ アンドレア3，ポール
ロパ3，ミリオーレ アゴスティーノ3，カルボネ
ラ ドナテッラ3（1阪公大・人工光合成研究セ，2阪
公大・理学研究科，3パドバ大・イタリア，4阪大・
蛋白研）

1aB-01
光強度や明暗周期が高シュウ酸植物の葉のシュ
ウ酸合成経路に及ぼす影響
宮城敦子1，佐久間若菜2，村山秀樹1（1山形大・
農，2山形大・院農）

1aC-01
Raphanus 属植物が産生するフェニルアシル化
フラボノイドの探索
金陽喜，安川小百合，Yuting Liu，小牧伸一郎，渡
邉むつみ，峠隆之（奈良先端大・先端科学技術）

1aD-01
シロイヌナズナにおける汎用的な DNAメチル
化編集技術の開発に向けた取り組み
平田峻也1，池田陽子2，小林括平3，西村泰介4，賀
屋秀隆3（1愛媛大・連合農学，2岡山大・資源植物
科学研究所，3愛媛大・院農，4長岡技科大・院工）

1aE-01
シロイヌナズナの雑種強勢に関連する
候補遺伝子の機能の検証
前田龍舞1，和田七夕子1，Wijayanti
Putri1，宇津木一陽1，高山誠司2，伊藤寿
朗1（1奈良先端大‧バイオ‧花発生分子遺
伝学，2東大院‧農学生命科学研究科）

1aF-01
異種発現系を用いたシロイヌナズナ
GLRの機能解析基盤の構築
辰巳智秋1，佐藤-海老根映美1，須田啓1，
豊田正嗣1,2,3（1埼大・院・理工，2SunRiSE・
サントリー生命科学財団，3華中農業大・
植物科学技術学院）

1aG-01
穀物のフィチン酸含量を低減させる
INO1標的ヒットフラグメントの探索と
構造展開
赤羽根健生1,2，神野智司3，岡村幸輝2，池
田和由1,4，米澤朋起4,5，清水祐吾1，長坂征
治2，加藤悦子6，廣津直樹2（1理研・計算科
学研究センター，2東洋大・院・生命科学，
3株式会社CRYO SHIP，4慶應大・薬学，5ラ
イフマティックス株式会社，6東洋大・
院・食環境科学）

1aH-01
B4-RAFキナーゼはヒメツリガネゴケに
おける SnRK2非依存的な浸透圧ストレ
ス応答に関与している
水野真歩，四井いずみ，太治輝昭，坂田洋
一（東京農大・バイオ）
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09:30

09:45 1aA-02
シアノバクテリアの多様な光環境への適応に
関わるフィコビリソームリンカー CpeCの解析
小川敬子1，河合繁2，広瀬侑2，日原由香子1（1埼玉
大・院理工，2豊橋技科大・院工）

1aB-02
新規に単離された単細胞シアノバクテリア
Synechocystis sp. LKSZ1は窒素固定を行う
奥村レオナルド研1，馬場真里2，上坂一馬2，藤田
祐一2，増田真二1（1科学大・生命理工，2名古屋
大・大学院生命農学研究科）

1aC-02
オルガネラの種類で異なるヘム代謝産物ビリ
ベルジンの排出制御
柴田百音1,2，吉田佳司1,2，児玉豊1,2（1宇都宮大・
バイオセンター，2宇都宮大院・地域創生）

1aD-02
ATAC-seeによるイネ茎頂メリステムのエピゲ
ノム状態遷移の解析
森下友梨香1，髙田崚輔2，吉田綾2，肥後あすか2，
宮成悠介3，原田哲仁4，辻寛之2,5（1名大院・生命
農学，2横浜市大・木原生研，3金沢大・ナノ生命
研，4九大院・医学，5名大・生物センター）

1aE-02 仝
Molecular landscape of wound-induced
callus: Illuminating stem cell reformation
and function through spatial omics
Akira Iwase1, Minne Max1, Kotaro Torii1,2,
Hatsune Morinaka1, Tetsuya Mori1,
Ayako Kawamura1, Arika Takebayashi1,
Masami Y. Hirai1, Keiko Sugimoto1

(1RIKEN CSRS, 2RIKEN TRIP-AGRIS)

1aF-02
根圏電顕イメージング法の開発：生物断
面研磨 SEM法で根圏微生物を捉える
豊岡公徳，齋藤夕子，小島聡美，後藤友
美，佐藤繭子（理研CSRS）

1aG-02
環境ストレスに呼応するペプチドの分
子の新たな役割
下遠野明恵，Yujuan Du（名古屋大学）

1aH-02
シロイヌナズナ野生系統間に認められ
る浸透圧耐性多様性メカニズムの解析
村越祐介1，番場康介1，平野貴大1，増田悟
郎3，有賀裕剛2，田中啓介3，四井いずみ1，
坂田洋一1，太治輝昭1（1東京農大・バイ
オ，2農研機構・遺伝資源，3東京農大・ゲノ
ムセンター）

09:45

10:00 1aA-03 仝
A peripheral antenna required for non-
photochemical quenching and Lhcx1 abundance
in the diatom Chaetoceros gracilis
Jian Xing1, Minoru Kumazawa1,2, Kentaro Ifuku1

(1Grad. Sch. Agri., Kyoto Univ., 2Inst. Low Temp.
Sci., Hokkaido Univ.)

1aB-03
Drosera 3種の出芽に対する無機窒素栄養の影響
岡本樹世1，石川剛翔2，伊藤新一郎1，稲吉舞優2，
佐藤元紀2，長谷川皓一2，𠮷𠮷岡有咲2，高谷信之2，
小俣達男2，愛知真木子2（1中部大・院・応用生物，
2中部大・応用生物）

1aC-03
植物におけるフラビンモノヌクレオチドの細
胞内分布と恒常性の解析
市川晋太郎1,2，児玉豊1,2（1宇都宮大・バイオセン
ター，2宇都宮大院・地域創生）

1aD-03
イネ茎頂メリステムの相転換時に起こるクロ
マチンアクセシビリティの変化
舟山枝里1,2，保坂碧3，赤司裕子2，森下友梨香1，
山口佳穂2，吉田綾2，木田晴菜2，吉田英樹2，伊藤
純2，川勝泰二4，辻寛之5（1名大院・生命農学，2横
浜市大・木原生研，3株式会社日本バイオデー
タ，4理研・バイオリソース研究センター，5名大・
生物センター）

1aE-03 仝
Morphological and Phenological
Characterization of Flowering Traits in
French Marigold (Tagetes patula L.)
Dewi Sukma1, Muhamad Aksan Raditya1,
Syarifah Iis Aisyah1, Krisantini
Krisantini1, Muhamad Syukur1, Ming-
Tsair Chan2 (1Department of Agronomy
and Horticulture, Faculty of Agriculture,
IPB University, Indonesia, 2Academia
Sinica Biotechnology Center in Southern
Taiwan, Agricultural Biotechnology
Research Center, Taiwan)

1aF-03 仝
Block-face serial fluorescence
microscopy for plant tissue imaging at a
cellular level
Dongbo Shi (RIKEN CSRS)

1aG-03
キレート戦略による鉄吸収が，小麦・ブ
ラキポディウムの持続的高温ストレス
適応をもたらす
南杏鶴1,2，恩田義彦1，清水みなみ1，山口
（上原）由紀子1，野副朋子3,4，鈴木基史5，
田野井慶太朗4，持田恵一1,2,6（1理研・
CSRS，2横浜市立大学・木原生物学研究
所，3明治学院大学・教養教育センター，
4東京大学・農学生命科学研究科，5愛知
製鋼，6長崎大学・情報データ科学部）

1aH-03
シロイヌナズナ acqos背景における塩馴
化後浸透圧耐性欠損変異株の単離
玉木健太1，増田悟郎2，四井いずみ1，坂田
洋一1，太治輝昭1（1東京農大・バイオ，2東
京農大・ゲノムセンター）

10:00

10:15 1aA-04
5種類の I型反応中心が持つ励起エネルギー
地形
木村明洋1，鬼頭宏任2，伊藤繁1（1名大院理，2近大
理工）

1aB-04
窒素同化酵素 GS1;2が制御するイネの相対成
長可塑性と群落生態反応
高山あまね，小島創一（東北大学大学院農学研
究科）

1aC-04 仝
Identification of a novel vacuolar transporter
involving indole glucosinolates accumulation in
Arabidopsis
Kaichiro Endo1, Anna Piasecka2, Pawel
Bednarek2, Kenji Yamada1 (1Malopolska Centre of
Biotechnology, Jagiellonian University, Krakow,
Poland, 2Institute of Bioorganic Chemistry, Polish
Academy of Sciences, Poznan, Poland)

1aD-04
苔類ゼニゴケにおける生殖細胞系列決定遺伝
子MpBONOBOの発現レギュローム
吉竹良洋1，田中健太1，岡本晴喜1，西浜竜一2，山
岡尚平1，河内孝之1（1京大・院・生命科学，2東京
理科大・ 創域理工・生命生物）

1aE-04
オオムギの葉鞘基部に「窓」を開け，花序
メリステムを外科的にカットするとど
うなるか
田中真理1，赤司裕子1，辻寛之1,2（1横浜市
大・木原生研，2名大・生物センター）

1aF-04
TiD-Xを用いた正確かつ高効率なイネ
遺伝子改変技術の確立
室本翔太1，加藤むうむ1，浅利海優1，和田
直樹2，刑部敬史2，刑部祐里子1（1東京科
学大，2徳島大院）

1aG-04 仝
L-DOPA promotes cadmium tolerance
and triggers iron deficiency genes in
Arabidopsis thaliana
Ching-Yuan Chang, En-Jung Hsieh, Louis
Grillet (National Taiwan University,
Department of Agricultural Chemistry)

1aH-04
シロイヌナズナ膜交通因子 PEN1は，浸
透圧ストレス応答における根の伸長を
制御する
菊地美帆1，吉田浩人2，大谷晴香2，高橋史
憲1,2（1東京理科大・先進工，2東京理科大・
院先進工）

10:15

10:30 1aA-05
多様な I, II型反応中心へのキノン/Chl結合の
理論解析：PSIはユニークである！
高木歩夢1，立岡晃太郎1，樫田夏弥2，木村明洋3，
伊藤繁3，鬼頭宏任1,2（1近畿大院・総理研，2近畿
大・理工，3名大院・理・物理）

1aB-05
シロイヌナズナ根の窒素欠乏応答におけるホ
メオボックス型転写因子 HB52の機能解析
赤池ひな子，秋岡恵理菜，櫻庭康仁，柳澤修一（東
大院，農学生命，アグテック）

1aC-05
シロイヌナズナを用いた揮発性有機物のリア
ルタイム検出プラットフォーム
関本奏子1,2，杉山龍介1,3，福山大輔2，呂行子3，野
元美佳1,4，多田安臣4，相原悠介1,5（1JSTさきが
け，2横市大・院理，3千葉大・院薬，4名大・遺伝子
実験施設，5神戸大・院理）

1aD-05 仝
Essential Contributions of GmDDM1 to
Epigenetic Stability and Seed Development in
Soybean
Ahsen Gers1, Kana Shiraishi1, Kaoru Tonosaki2,
Satoru Okamoto1, Akito Kaga3, Ryota Kuroda1,
Jun-ichi Matsuoka1,4, Atsushi Toyoda5, Taiji
Kawakatsu6, Chiho Maruko1, Kazuki Takahashi1,
Keiichi Okazaki1, Moeko Okada1, Eigo Fukai1

(1Grad. Sch. Sci. Tech., Niigata Univ., 2Kihara Inst.
Biol. Res., Yokohama City Univ., 3Inst. Crop Sci.
(NICS), NARO, 4Cent. Reg. Agr. Res. Cent.,
NARO, 5Adv. Gen. Cent., NIG, 6Exp. Plant Div.,
RIKEN BRC)

1aE-05
イネの茎頂メリステムにおける
PHYTOMap実験系の開発
岩間考紀1，森下友梨香1，辻寛之2,3（1名大
院・生命農学，2横浜市大・木原生研，3名
大・生物センター）

1aF-05
シロイヌナズナ葉緑体ゲノム petA遺伝
子を標的とした効率的なランダム変異
導入
中里一星，矢守航，田村美子，増田麗子，
有村慎一（東大・院農生）

1aG-05
マグネシウムは酸化型グルタチオンの
成長調節機能を強化する
望月智史，小川健一（岡山生物研）

1aH-05
ヒメツリガネゴケの環境ストレス応答
における二成分制御系の機能解析
和久亮太，佐々木健人，四井いずみ，太治
輝昭，坂田洋一（東京農大・バイオ）

10:30

10:45 1aA-06 仝
Roles of carotenoid glycosides in the protection of
photosystem II from photoinhibition in the
cyanobacterium Synechocystis sp. PCC 6803
Rattanaporn Songserm1, Shinichi Takaichi2,
Haruhiko Jimbo1, Yoshitaka Nishiyama1 (1Grad.
Sch. Sci. Eng., Saitama Univ., 2Dept. Mol.
Microbiol., Tokyo Univ. Agr.)

1aB-06
栄養欠乏時に起こるmiRNAダイナミクスにお
ける HASTYタンパク質の役割
鳥居あすか，楊麥倫，櫻庭康仁，柳澤修一（東大
院，農学生命，アグテック）

1aC-06
環境ストレス下におけるダイズ栽培土壌の統
合オミックス解析
松木涼夏1，小林祐2，能勢結衣3，市橋泰範3，中谷
大地4，樺島文恵4，草野都3,5,6（1筑波大・院生命地
球科学，2筑波大・生命環境，3理化学研究所環境
資源科学研究センター，4LECOジャパン合同会
社，5筑波大・生命環境系，6筑波大・つくば植物機
能イノベーション研究センター）

1aD-06 仝
Epigenetic defense priming by Lr24 modulates
post-transcriptional regulation in wheat during
leaf rust pathogenesis
Uzma Afreen, Kunal Mukhopadhyay, Manish
Kumar (Department of Bioengineering and
Biotechnology, Birla Institute of Technology,
Mesra, Ranchi-835215, Jharkhand, India)

1aE-06
Expansion microscopyによるイネ茎頂
メリステムの細胞内イメージング系の
開発
石田由吉1，森下友梨香2，岩間考紀2，辻寛
之3,4（1名大・農，2名大院・生命農学，3名
大・生物センター，4横浜市大・木原生研）

1aF-06
ストレス応答シス配列のノックインは
植物の環境ストレス耐性を上昇させる
三木大介（深圳理工大学）

1aG-06
GSSG施用によるリン吸収効率の向上
と成長促進
小川健一，望月智史，逸見健司（岡山県農
林水産総合センター生物科学研究所）

1aH-06
植物体地上部に塩が付着する潮害スト
レス応答の解析
千葉陽一1，村越祐介1，細井昂人2，四井い
ずみ1，坂田洋一1，太治輝昭1（1東京農大・
バイオ，2東京農大・ゲノムセンター）

10:45
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11:00 1aA-07
始原紅藻 Cyanidioschyzon merolaeからみたフィ
コビリソームの構造的進化における考察
藤田雄也1,2，関荘一郎1，川本晃大1,2，河合繁3，広
瀬侑3，栗栖源嗣1,2（1大阪大学蛋白質研究所，2大
阪大学大学院工学研究科，3豊橋技術科学大学
大学院工学研究科）

1aB-07
野生シロイヌナズナの低窒素環境克服形質に
関わる主働遺伝子の探索
門田慧奈1，井内聖2，小林正智2，松永浩子3，竹山
春子3,4,5，祢冝淳太郎1，櫻庭康仁6，柳澤修一6，射
場厚1（1九州大・院・理，2理研BRC，3早大・ナノラ
イフ創新研，4早大・院・先進理工，5早大・生命動
態研，6東京大・院・農学生命科学）

1aD-07
シロイヌナズナアクチン脱重合因子によるヒ
ストン修飾の制御を介した遺伝子発現制御機
構の解析
中野史弥1，乾弥生2，東晃大3，吉原静恵3，松永幸
大2，稲田のりこ1（1大公大・院農，2東大・院新領
域，3大公大・院理）

1aE-07
成長相転換の最初期にイネの茎頂メリ
ステムで生じる発生学的変化
本多萌恵1，田中真理1，田中若奈2，辻寛
之1,3（1横浜市大・木原生研，2広島大院・統
合生命，3名大・生物センター）

1aF-07
ペプチド修飾カーボンナノチューブを
利用したミトコンドリアへの効率的な
遺伝子送達
小田原真樹1，Simon Law2，森真愛2，沼田
圭司1,2（1京大・院工，2理研・環境資源）

1aG-07 仝
Molecular mechanisms underlying foliar
urea uptake in Arabidopsis: Insights from
transporter mutants and GWAS
Raj Kishan Agrahari, Toru Fujiwara,
Takehiro Kamiya (Graduate School of
Agricultural and Life Sciences, The
University of Tokyo)

1aH-07
ヒメツリガネゴケにおける SAL1-PAP
レトログレードシグナル経路の機能解析
大塲瑶介，宮部マルコス 武志，大谷知希，
川田絋次郎，伊藤晋作，四井いずみ，太治
輝昭，坂田洋一（東京農大・バイオ）
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11:00

11:15 1aA-08
貝池ケロジェン中に残存する光合成タンパク
質の顕微分光解析
小島理沙1，石川朋宏2，齊藤諒介3，近藤徹1,4（1基
生研，2科学大・生命理工，3山口大・地球科学，4生
命創成探究センター）

1aB-08
LBD型転写因子による個体レベルでの窒素吸
収・代謝最適化のしくみ
木羽隆敏1，高橋花2，Yukino Sada2，門田宏太3，榊
原均2（1岡大・植物研，2名大・院生命農，3島根大・
院自然科学）

1aD-08
浸透圧ストレス誘導性液液相分離を介した新
規 ABA合成制御転写因子の機能解析
佐藤輝1,2，藤本聡3，藤田美紀2，高橋史憲2，桑田
啓子4，松永幸大1,3，篠崎和子5,6，篠崎一雄2（1東
大・新領域，2理研・環境資源科学研究セ，3東理
大・理工，4名大・ITbM，5東大・農学生命科学，6東
京農大・農生命科学研）

1aE-08
花成制御機構における CLAVATA2の機
能解析
桶谷知里，岡本龍史，木下温子（都立大・
院・理）

1aF-08 仝
Automated plant genetic engineering
Matthew Hudson (University of Illinois at
Urbana-Champaign)

1aG-08
果実離層部におけるカルシウム分布と
果実成熟の相関解析
野田祐作，尹永根，榎本一之，山田尚人，
河地有木（QST・高崎量子技術基盤研究
所）

1aH-08
キヌアの塩ストレスへの適応を支える
ゲノムおよび分子生理機構の解析
小林安文1，藤田泰成1,2（1国際農研，2筑波
大・生命環境）

11:15

11:30 1aA-09
極限環境に生息するシアノバクテリアにおけ
る光合成装置の強光順応
河合繁1，高宗奎介1，村上匠2，瀬川高弘3，竹内
望4，広瀬侑1（1豊橋技科大・院工，2東科大・生命，
3山梨大・医，4千葉大・理）

1aB-09
シロイヌナズナの窒素欠乏応答性遺伝子発現
に関わる転写因子 FBH4と新規標的遺伝子の
機能解析
眞木美帆1，小椋円花2，橘朋花2，稲垣宗一3，高木
純平1，佐藤長緒1（1北大院・理，2北大院・生命，3東
大院・理）

1aD-09 仝
H3K9 acetylation dynamics orchestrate early
anti-herbivore defence in Arabidopsis
Ahmed Yusuf1,2, Kota Wakaya2, Takuya
Sakamoto3, Takuya Uemura2, Koudai Okamura2,
Abdelaziz Ramadan2, Akira Nozawa4, Takamasa
Suzuki5, Yayoi Inui6, Sachihiro Matsunaga6,
Tatsuya Sawasaki4, Gen-ichiro Arimura2

(1RIKEN - CSRS - Cambial Stem Cell System
ECL Research Unit, 2Department of Biological
Science and Technology, Faculty of Advanced
Engineering, Tokyo University of Science, Tokyo,
Japan, 3Department of Science, Faculty of
Science, Kanagawa University, Yokohama, Japan,
4Proteo‐ Science Center, Ehime University,
Matsuyama, Japan, 5College of Bioscience and
Biotechnology, Chubu University, Kasugai, Japan,
6Department of Integrated Biosciences, Graduate
School of Frontier Sciences, The University of
Tokyo, Kashiwa, Japan)

1aE-09
シロイヌナズナ花成制御遺伝子 FTの
転写調節に関わる CCAAT1 cis-element
の accession間の機能の違いについて
三木葵葉1，大野奈津美1，原田悟2，根岸克
弥3，遠藤真咲4，小林括平1，土岐精
一4,5,6,7，阿部光知8，賀屋秀隆1（1愛媛大・
院農，2愛媛大・農，3農研機構・果茶研，4農
研機構・生物機能利用，5龍谷大学・農学
部・植物生命，6横浜市大・生命ナノ，7横
浜市大・木原生研，8東京大学・大学院総
合文化）

1aF-09
カーボニュートラルへの貢献に向けた
キャッサバ分子育種の推進
武田智之1，内海好規1,2，田中真帆1，内海
稚佳子1，岩瀬哲3，竹林有理佳3，岡本芳
恵1，三浦謙治4，杉本慶子3，関原明1,5,6（1理
化学研究所CSRS植物ゲノム発現研究
チーム，2福山大学生命工学部 健康栄養
科学科，3理化学研究所CSRS細胞機能研
究チーム，4つくば機能植物イノベーショ
ン研究センター，5横浜市立大学木原生
物学研究所，6埼玉大学理工学研究科）

1aG-09
シロイヌナズナの屈曲誘導性側根形成
におけるカルシウムシグナルとオーキ
シン極大確立
赤荻羽純1，吉田空冬1，高野勇太1，御友
淳2，海老根一生1，豊田正嗣1,3,4（1埼玉大・
院・理工，2埼玉大・理，3SunRiSE・サント
リー生命科学財団，4華中農業大・植物科
学技術学院）

1aH-09
シロイヌナズナ耐塩性における CCX遺
伝子群の機能解析
小山珠実1，長島由布子1，有賀裕剛2，西村
浩二3，堀江智明4，四井いずみ1，坂田洋
一1，太治輝昭1（1東京農大・バイオ，2農研
機構・遺伝資源，3島根大学・生物資源科
学部，4信大・繊維）

11:30

11:45 1aA-10
ユースティグマト藻 Trachydiscus minutus の
LHCにおける赤色励起子の構造的・機能的解析
関荘一郎1，Lorenzo Cupellini2，David Bina3,4，
Elena Betti2，Petra Urajová5，田中秀明1，宮田知
子6,7，難波啓一6,7，栗栖源嗣1,7,8，Tomáš Polívka3，
Radek Litvin3,4，藤井律子9,10（1阪大・蛋白研，
2Dipartimento di Chimica e Chimica Industriale,
Univ. of Pisa，3Faculty of Science, Univ. of South
Bohemia in České Budějovice，4Czech Academy
of Sciences, Biology Centre, Institute of Plant
Molecular Biology，5Centre Algatech, Institute of
Microbiology, Czech Academy of Sciences，6阪
大・生命機能，7阪大・YOKOGUSHI協働研，8阪
大・OTRI，9阪公大・理，10阪公大・ReCAP）

1aB-10
糖欠乏による植物免疫活性の低下に関わる分
子機構の解析
江島早紀1，Linnan Jie2,3，眞木美帆2，安田盛貴4，
山田晃嗣5，杉崎歩美1，高木純平2，野元美佳6，Xiu-
Fung Xin3，多田安臣6，西條雄介4，佐藤長緒2（1北
大院・生命，2北大院・理，3中国科学院植物生理生
態研究所，4奈良先端大・バイオ，5徳大院・理工，
6名大・遺伝子）

1aD-10
ゼニゴケにおける DNAメチル化とヒストン修
飾のクロストーク
久能理子1，Olivier Mathieu2，池田陽子1（1岡山
大・資源植物科学研究所，2クレルモンオーベル
ニュ大学・フランス）

1aE-10
変異型 FTを用いた FT輸送機構の解明
行方安希1，小坂井南実2，阿部光知1（1東
大・院総合文化，2東大・院理）

1aF-10 仝
A tightly regulated copper-inducible
transient gene expression system in
Nicotiana benthamiana incorporating a
suicide exon and Cre recombinase
Bing-Jen Chiang (Institute of Plant and
Microbial Biology, Academia Sinica)

1aG-10
シロイヌナズナにおけるカルシウム依
存的な接触感知応答機構の解析
福井大良1，上村卓矢2，浅川裕紀1，海老根
一生1，豊田正嗣1,3,4（1埼玉大・院・理工，
2東京理科大・生命システム工，
3SunRiSE・サントリー生命科学財団，4華
中農業大・植物科学技術学院）

1aH-10
SALT遺伝子の欠損により高い耐塩性を
獲得したシロイヌナズナ野生系統 Lch-0
の解析
梶野拓磨1，内山佳織1，野田祐作2，西村浩
二3，小西範幸4，長谷純宏2，堀江智明5，山
田尚人2，有賀裕剛6，馬建鋒4，四井いず
み1，坂田洋一1，太治輝明1（1東京農大・バ
イオ，2量子科学技術研究開発機構・高崎
量子技術基盤研究所・量子バイオ基盤研
究部，3島根大学・生物資源科学部・生命
科学科，4岡山大学・資源植物科学研究
所，5信州大学・繊維学部・応用生物科，6農
研機構・遺伝資源研究センター）

11:45

12:00 1aA-11 仝
Exploring Chlorophyll-Dependent Thylakoid
Membrane Biogenesis and Remodeling in The
Cyanobacterium Leptolyngbya Boryana
Ji Won Kim, Kentaro Usui, Haruki Yamamoto,
Yuichi Fujita (Graduate School of Bioagricultural
Sciences, Nagoya University)

1aB-11
C/Nストレスに応じた膜交通制御における
ARF-GEF MIN7/BEN1/BIG5と相互作用因子
HLB1の役割
遠藤海斗1，松井博輝2，江田樹那2，眞木美帆3，高
木純平3，佐藤長緒3（1北大・院生命，2北大・理，3北
大・院理）

1aD-11 仝
Genome-wide R-loop redistribution in response
to pre-mRNA splicing defects in Arabidopsis
Youheng Wang1, Asuka Hirao2, Mai Mukai2, Seira
Nakatsuka1, Nobuhiro Akiyoshi1, Misato
Ohtani1,2,3 (1Grad Sch Front Sci, Univ Tokyo,
2Grad Sch Sci Technol, NAIST, 3RIKEN, CSRS)

1aE-11
Nicotiana benthamiana における FT様
遺伝子 NbFT1–3 の花成制御機能の解析
古川成雪1，黒谷賢一2，小林括平1，野田口
理孝2，賀屋秀隆1（1愛媛大学・院農学，2京
都大学・院理学）

1aF-11
遺伝子組換え体の奇形回避を目的とし
た DR発現制御系
小山翔平1，井川智子1,2,3（1千葉大・院園
芸，2千葉大・植物分子科学研究セン
ター，3千葉大・宇宙園芸研究センター）

1aG-11
機械学習によるヒメツリガネゴケ仮根
の三次元セグメンテーションと微小重
力影響の解析
八木原直樹1，若林孝尚2，山浦遼平1，玉置
大介3，蒲池浩之3，山内大輔4，峰雪芳宣4，
星野真人5，上杉健太郎5，嶋津徹6，笠原春
夫7，鎌田源司8，鈴木智美9，日渡祐二10，
半場祐子11，久米篤12，藤田知道13，唐原一
郎3（1富山大・院・理工，2富山大・理，3富山
大・学術・理，4兵県大・院・理，5高輝度光
科学研究センター，6日本宇宙フォーラ
ム，7有人宇宙システム，8AES，9JAXA，
10宮城大・食産，11京工繊大・応用生物，
12九大・院・農，13北大・院・理）

1aH-11 仝
Overexpression of the vacuolar H+-
pyrophosphate gene, SvHPP, from a
halophyte Sporovolus virginicus enhances
salt tolerance in Arabidopsis
Roksana Aftab1, Hiromi Suzuki2, Yuichi
Tada2 (1Grad Sch of Bionics, Tokyo Uni of
Tech, 2Sch. of Biosci. and Biotech. Tokyo
Uni of Tech)

12:00

12:15 1aA-12
シアノバクテリアの始原型フィコビリタンパ
ク質 AplAの解析
中辻学人1，玉川璃桜2，河合繁1，広瀬侑1,2（1豊橋
技科大・工，2豊橋技科大・院・工）

1aB-12
糖は窒素欠乏時にホスファチジルグリセロー
ル合成促進を介してクロロフィル合成を制御
する
吉竹悠宇志1，岡崎圭吾2，太田啓之2,3，下嶋美恵2，
深尾陽一朗1（1立命館大・生命，2東京科学大・生
命理工院，3ファイトリピッド・テクノロジーズ）

1aD-12 仝
ABA-Responsive MYB Transcription Factors
Regulate Expression of Allergenic Fra Protein
During Leaf Development in Strawberry
Chonprakun Thagun1, Yoshinori Fukasawa1,
Tomohiro Suzuki1, Takahito Nomura1, Masanori
Okamoto1, Yutaka Kodama1,2 (1C-Bio,
Utsunomiya Univ., 2Grad. Sch. Regional Dev.
Creativity, Utsunomiya Univ.)

1aE-12
トマトリポカリンの機能と組織別発現
解析
小久保祥子1，富安美玖2，松井真宙2，深沢
知加子3，本橋令子1,2,3（1静大・創造院，2静
大・院農学，3静大・農学）

1aF-12
一過的遺伝子発現が可能な植物種の網
羅的検索：14科 30属での GFP発現に
成功
庄司翼1，李貞範2，三浦謙治3（1富山大・和
漢研，2富山大・薬学和漢系（薬学），3筑波
大・生命環境系）

1aG-12
基部陸上植物ヒメツリガネゴケを用い
て重力応答経路の進化を探る
若山健太郎1，末満寛太1，藤田知道2，楢本
悟史2,3（1北大・院生命科学，2北大・院理学
研究，3JSTさきがけ）

1aH-12
気温低下に応答した時計転写因子 CCA1
の翻訳後制御機構の解析
城所聡1，大川直輝2，高橋史憲3,4，溝井順
哉2，刑部祐里子1，篠崎一雄4，篠崎和子2,5

（1東京科学大・生命理工，2東大院・農学生
命科学，3東京理科大・先進工学，4理研・環
境資源科学研究セ，5東京農大・農生命科
学研）

12:15
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11:00 1aA-07
始原紅藻 Cyanidioschyzon merolaeからみたフィ
コビリソームの構造的進化における考察
藤田雄也1,2，関荘一郎1，川本晃大1,2，河合繁3，広
瀬侑3，栗栖源嗣1,2（1大阪大学蛋白質研究所，2大
阪大学大学院工学研究科，3豊橋技術科学大学
大学院工学研究科）

1aB-07
野生シロイヌナズナの低窒素環境克服形質に
関わる主働遺伝子の探索
門田慧奈1，井内聖2，小林正智2，松永浩子3，竹山
春子3,4,5，祢冝淳太郎1，櫻庭康仁6，柳澤修一6，射
場厚1（1九州大・院・理，2理研BRC，3早大・ナノラ
イフ創新研，4早大・院・先進理工，5早大・生命動
態研，6東京大・院・農学生命科学）

1aD-07
シロイヌナズナアクチン脱重合因子によるヒ
ストン修飾の制御を介した遺伝子発現制御機
構の解析
中野史弥1，乾弥生2，東晃大3，吉原静恵3，松永幸
大2，稲田のりこ1（1大公大・院農，2東大・院新領
域，3大公大・院理）

1aE-07
成長相転換の最初期にイネの茎頂メリ
ステムで生じる発生学的変化
本多萌恵1，田中真理1，田中若奈2，辻寛
之1,3（1横浜市大・木原生研，2広島大院・統
合生命，3名大・生物センター）

1aF-07
ペプチド修飾カーボンナノチューブを
利用したミトコンドリアへの効率的な
遺伝子送達
小田原真樹1，Simon Law2，森真愛2，沼田
圭司1,2（1京大・院工，2理研・環境資源）

1aG-07 仝
Molecular mechanisms underlying foliar
urea uptake in Arabidopsis: Insights from
transporter mutants and GWAS
Raj Kishan Agrahari, Toru Fujiwara,
Takehiro Kamiya (Graduate School of
Agricultural and Life Sciences, The
University of Tokyo)

1aH-07
ヒメツリガネゴケにおける SAL1-PAP
レトログレードシグナル経路の機能解析
大塲瑶介，宮部マルコス 武志，大谷知希，
川田絋次郎，伊藤晋作，四井いずみ，太治
輝昭，坂田洋一（東京農大・バイオ）
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11:00

11:15 1aA-08
貝池ケロジェン中に残存する光合成タンパク
質の顕微分光解析
小島理沙1，石川朋宏2，齊藤諒介3，近藤徹1,4（1基
生研，2科学大・生命理工，3山口大・地球科学，4生
命創成探究センター）

1aB-08
LBD型転写因子による個体レベルでの窒素吸
収・代謝最適化のしくみ
木羽隆敏1，高橋花2，Yukino Sada2，門田宏太3，榊
原均2（1岡大・植物研，2名大・院生命農，3島根大・
院自然科学）

1aD-08
浸透圧ストレス誘導性液液相分離を介した新
規 ABA合成制御転写因子の機能解析
佐藤輝1,2，藤本聡3，藤田美紀2，高橋史憲2，桑田
啓子4，松永幸大1,3，篠崎和子5,6，篠崎一雄2（1東
大・新領域，2理研・環境資源科学研究セ，3東理
大・理工，4名大・ITbM，5東大・農学生命科学，6東
京農大・農生命科学研）

1aE-08
花成制御機構における CLAVATA2の機
能解析
桶谷知里，岡本龍史，木下温子（都立大・
院・理）

1aF-08 仝
Automated plant genetic engineering
Matthew Hudson (University of Illinois at
Urbana-Champaign)

1aG-08
果実離層部におけるカルシウム分布と
果実成熟の相関解析
野田祐作，尹永根，榎本一之，山田尚人，
河地有木（QST・高崎量子技術基盤研究
所）

1aH-08
キヌアの塩ストレスへの適応を支える
ゲノムおよび分子生理機構の解析
小林安文1，藤田泰成1,2（1国際農研，2筑波
大・生命環境）

11:15

11:30 1aA-09
極限環境に生息するシアノバクテリアにおけ
る光合成装置の強光順応
河合繁1，高宗奎介1，村上匠2，瀬川高弘3，竹内
望4，広瀬侑1（1豊橋技科大・院工，2東科大・生命，
3山梨大・医，4千葉大・理）

1aB-09
シロイヌナズナの窒素欠乏応答性遺伝子発現
に関わる転写因子 FBH4と新規標的遺伝子の
機能解析
眞木美帆1，小椋円花2，橘朋花2，稲垣宗一3，高木
純平1，佐藤長緒1（1北大院・理，2北大院・生命，3東
大院・理）

1aD-09 仝
H3K9 acetylation dynamics orchestrate early
anti-herbivore defence in Arabidopsis
Ahmed Yusuf1,2, Kota Wakaya2, Takuya
Sakamoto3, Takuya Uemura2, Koudai Okamura2,
Abdelaziz Ramadan2, Akira Nozawa4, Takamasa
Suzuki5, Yayoi Inui6, Sachihiro Matsunaga6,
Tatsuya Sawasaki4, Gen-ichiro Arimura2

(1RIKEN - CSRS - Cambial Stem Cell System
ECL Research Unit, 2Department of Biological
Science and Technology, Faculty of Advanced
Engineering, Tokyo University of Science, Tokyo,
Japan, 3Department of Science, Faculty of
Science, Kanagawa University, Yokohama, Japan,
4Proteo‐ Science Center, Ehime University,
Matsuyama, Japan, 5College of Bioscience and
Biotechnology, Chubu University, Kasugai, Japan,
6Department of Integrated Biosciences, Graduate
School of Frontier Sciences, The University of
Tokyo, Kashiwa, Japan)

1aE-09
シロイヌナズナ花成制御遺伝子 FTの
転写調節に関わる CCAAT1 cis-element
の accession間の機能の違いについて
三木葵葉1，大野奈津美1，原田悟2，根岸克
弥3，遠藤真咲4，小林括平1，土岐精
一4,5,6,7，阿部光知8，賀屋秀隆1（1愛媛大・
院農，2愛媛大・農，3農研機構・果茶研，4農
研機構・生物機能利用，5龍谷大学・農学
部・植物生命，6横浜市大・生命ナノ，7横
浜市大・木原生研，8東京大学・大学院総
合文化）

1aF-09
カーボニュートラルへの貢献に向けた
キャッサバ分子育種の推進
武田智之1，内海好規1,2，田中真帆1，内海
稚佳子1，岩瀬哲3，竹林有理佳3，岡本芳
恵1，三浦謙治4，杉本慶子3，関原明1,5,6（1理
化学研究所CSRS植物ゲノム発現研究
チーム，2福山大学生命工学部 健康栄養
科学科，3理化学研究所CSRS細胞機能研
究チーム，4つくば機能植物イノベーショ
ン研究センター，5横浜市立大学木原生
物学研究所，6埼玉大学理工学研究科）

1aG-09
シロイヌナズナの屈曲誘導性側根形成
におけるカルシウムシグナルとオーキ
シン極大確立
赤荻羽純1，吉田空冬1，高野勇太1，御友
淳2，海老根一生1，豊田正嗣1,3,4（1埼玉大・
院・理工，2埼玉大・理，3SunRiSE・サント
リー生命科学財団，4華中農業大・植物科
学技術学院）

1aH-09
シロイヌナズナ耐塩性における CCX遺
伝子群の機能解析
小山珠実1，長島由布子1，有賀裕剛2，西村
浩二3，堀江智明4，四井いずみ1，坂田洋
一1，太治輝昭1（1東京農大・バイオ，2農研
機構・遺伝資源，3島根大学・生物資源科
学部，4信大・繊維）

11:30

11:45 1aA-10
ユースティグマト藻 Trachydiscus minutus の
LHCにおける赤色励起子の構造的・機能的解析
関荘一郎1，Lorenzo Cupellini2，David Bina3,4，
Elena Betti2，Petra Urajová5，田中秀明1，宮田知
子6,7，難波啓一6,7，栗栖源嗣1,7,8，Tomáš Polívka3，
Radek Litvin3,4，藤井律子9,10（1阪大・蛋白研，
2Dipartimento di Chimica e Chimica Industriale,
Univ. of Pisa，3Faculty of Science, Univ. of South
Bohemia in České Budějovice，4Czech Academy
of Sciences, Biology Centre, Institute of Plant
Molecular Biology，5Centre Algatech, Institute of
Microbiology, Czech Academy of Sciences，6阪
大・生命機能，7阪大・YOKOGUSHI協働研，8阪
大・OTRI，9阪公大・理，10阪公大・ReCAP）

1aB-10
糖欠乏による植物免疫活性の低下に関わる分
子機構の解析
江島早紀1，Linnan Jie2,3，眞木美帆2，安田盛貴4，
山田晃嗣5，杉崎歩美1，高木純平2，野元美佳6，Xiu-
Fung Xin3，多田安臣6，西條雄介4，佐藤長緒2（1北
大院・生命，2北大院・理，3中国科学院植物生理生
態研究所，4奈良先端大・バイオ，5徳大院・理工，
6名大・遺伝子）

1aD-10
ゼニゴケにおける DNAメチル化とヒストン修
飾のクロストーク
久能理子1，Olivier Mathieu2，池田陽子1（1岡山
大・資源植物科学研究所，2クレルモンオーベル
ニュ大学・フランス）

1aE-10
変異型 FTを用いた FT輸送機構の解明
行方安希1，小坂井南実2，阿部光知1（1東
大・院総合文化，2東大・院理）

1aF-10 仝
A tightly regulated copper-inducible
transient gene expression system in
Nicotiana benthamiana incorporating a
suicide exon and Cre recombinase
Bing-Jen Chiang (Institute of Plant and
Microbial Biology, Academia Sinica)

1aG-10
シロイヌナズナにおけるカルシウム依
存的な接触感知応答機構の解析
福井大良1，上村卓矢2，浅川裕紀1，海老根
一生1，豊田正嗣1,3,4（1埼玉大・院・理工，
2東京理科大・生命システム工，
3SunRiSE・サントリー生命科学財団，4華
中農業大・植物科学技術学院）

1aH-10
SALT遺伝子の欠損により高い耐塩性を
獲得したシロイヌナズナ野生系統 Lch-0
の解析
梶野拓磨1，内山佳織1，野田祐作2，西村浩
二3，小西範幸4，長谷純宏2，堀江智明5，山
田尚人2，有賀裕剛6，馬建鋒4，四井いず
み1，坂田洋一1，太治輝明1（1東京農大・バ
イオ，2量子科学技術研究開発機構・高崎
量子技術基盤研究所・量子バイオ基盤研
究部，3島根大学・生物資源科学部・生命
科学科，4岡山大学・資源植物科学研究
所，5信州大学・繊維学部・応用生物科，6農
研機構・遺伝資源研究センター）

11:45

12:00 1aA-11 仝
Exploring Chlorophyll-Dependent Thylakoid
Membrane Biogenesis and Remodeling in The
Cyanobacterium Leptolyngbya Boryana
Ji Won Kim, Kentaro Usui, Haruki Yamamoto,
Yuichi Fujita (Graduate School of Bioagricultural
Sciences, Nagoya University)

1aB-11
C/Nストレスに応じた膜交通制御における
ARF-GEF MIN7/BEN1/BIG5と相互作用因子
HLB1の役割
遠藤海斗1，松井博輝2，江田樹那2，眞木美帆3，高
木純平3，佐藤長緒3（1北大・院生命，2北大・理，3北
大・院理）

1aD-11 仝
Genome-wide R-loop redistribution in response
to pre-mRNA splicing defects in Arabidopsis
Youheng Wang1, Asuka Hirao2, Mai Mukai2, Seira
Nakatsuka1, Nobuhiro Akiyoshi1, Misato
Ohtani1,2,3 (1Grad Sch Front Sci, Univ Tokyo,
2Grad Sch Sci Technol, NAIST, 3RIKEN, CSRS)

1aE-11
Nicotiana benthamiana における FT様
遺伝子 NbFT1–3 の花成制御機能の解析
古川成雪1，黒谷賢一2，小林括平1，野田口
理孝2，賀屋秀隆1（1愛媛大学・院農学，2京
都大学・院理学）

1aF-11
遺伝子組換え体の奇形回避を目的とし
た DR発現制御系
小山翔平1，井川智子1,2,3（1千葉大・院園
芸，2千葉大・植物分子科学研究セン
ター，3千葉大・宇宙園芸研究センター）

1aG-11
機械学習によるヒメツリガネゴケ仮根
の三次元セグメンテーションと微小重
力影響の解析
八木原直樹1，若林孝尚2，山浦遼平1，玉置
大介3，蒲池浩之3，山内大輔4，峰雪芳宣4，
星野真人5，上杉健太郎5，嶋津徹6，笠原春
夫7，鎌田源司8，鈴木智美9，日渡祐二10，
半場祐子11，久米篤12，藤田知道13，唐原一
郎3（1富山大・院・理工，2富山大・理，3富山
大・学術・理，4兵県大・院・理，5高輝度光
科学研究センター，6日本宇宙フォーラ
ム，7有人宇宙システム，8AES，9JAXA，
10宮城大・食産，11京工繊大・応用生物，
12九大・院・農，13北大・院・理）

1aH-11 仝
Overexpression of the vacuolar H+-
pyrophosphate gene, SvHPP, from a
halophyte Sporovolus virginicus enhances
salt tolerance in Arabidopsis
Roksana Aftab1, Hiromi Suzuki2, Yuichi
Tada2 (1Grad Sch of Bionics, Tokyo Uni of
Tech, 2Sch. of Biosci. and Biotech. Tokyo
Uni of Tech)

12:00

12:15 1aA-12
シアノバクテリアの始原型フィコビリタンパ
ク質 AplAの解析
中辻学人1，玉川璃桜2，河合繁1，広瀬侑1,2（1豊橋
技科大・工，2豊橋技科大・院・工）

1aB-12
糖は窒素欠乏時にホスファチジルグリセロー
ル合成促進を介してクロロフィル合成を制御
する
吉竹悠宇志1，岡崎圭吾2，太田啓之2,3，下嶋美恵2，
深尾陽一朗1（1立命館大・生命，2東京科学大・生
命理工院，3ファイトリピッド・テクノロジーズ）

1aD-12 仝
ABA-Responsive MYB Transcription Factors
Regulate Expression of Allergenic Fra Protein
During Leaf Development in Strawberry
Chonprakun Thagun1, Yoshinori Fukasawa1,
Tomohiro Suzuki1, Takahito Nomura1, Masanori
Okamoto1, Yutaka Kodama1,2 (1C-Bio,
Utsunomiya Univ., 2Grad. Sch. Regional Dev.
Creativity, Utsunomiya Univ.)

1aE-12
トマトリポカリンの機能と組織別発現
解析
小久保祥子1，富安美玖2，松井真宙2，深沢
知加子3，本橋令子1,2,3（1静大・創造院，2静
大・院農学，3静大・農学）

1aF-12
一過的遺伝子発現が可能な植物種の網
羅的検索：14科 30属での GFP発現に
成功
庄司翼1，李貞範2，三浦謙治3（1富山大・和
漢研，2富山大・薬学和漢系（薬学），3筑波
大・生命環境系）

1aG-12
基部陸上植物ヒメツリガネゴケを用い
て重力応答経路の進化を探る
若山健太郎1，末満寛太1，藤田知道2，楢本
悟史2,3（1北大・院生命科学，2北大・院理学
研究，3JSTさきがけ）

1aH-12
気温低下に応答した時計転写因子 CCA1
の翻訳後制御機構の解析
城所聡1，大川直輝2，高橋史憲3,4，溝井順
哉2，刑部祐里子1，篠崎一雄4，篠崎和子2,5

（1東京科学大・生命理工，2東大院・農学生
命科学，3東京理科大・先進工学，4理研・環
境資源科学研究セ，5東京農大・農生命科
学研）

12:15
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14:00 1pA-01
ナンキョクカワノリの 11量体遠赤色光吸収型
アンテナ Pc-frLHCの最長波長蛍光はたった一
つのサブユニットに由来するのか？
谷口凜1,2，小杉真貴子3,4，皆川純3,4，叶深1，柴田
穣1（1東北大院・理，2学際高等研究教育院，3基礎
生物学研究所，4総研大）

1pB-01
Synechocystis sp. PCC 6803がつくる脂肪酸のレ
パートリーの再検討
佐藤直樹1，神保晴彦2，西山佳孝2（1東京大・院総
合文化，2埼玉大・院理工）

1pC-01 仝
Decoding Plant Immune Recognition by
Systematic Discovery of PAMP–PRR
Interactions
Yasuhiro Kadota1, Bruno Pok Man Ngou1,
Michele Wyler2, Marc W Schmid2, Takehiro
Suzuki1, Markus Albert3, Naoshi Dohmae1, Ken
Shirasu1,4 (1RIKEN, CSRS, Yokohama, Japan,
2MWSchmid GmbH, Glarus, Switzerland,
3University Erlangen-Nuremberg, Erlangen,
Germany, 4Grad. Sch. Sci., Univ. Tokyo, Tokyo,
Japan)

1pD-01
「なつきらり」と「コシヒカリ」の比較ゲノム解
析による高温登熟関連遺伝子の選抜と機能解析
圓山恭之進1,2，小林麻子3，中岡史裕3，坂井寛章4，
櫻井哲也5（1国際農研，2筑波大・生命産業，3福井
県農業試験場，4農研機構，5高知大・複合領域科
学）

1pE-01 仝
Dissection of the differentiation programs
of two distinct idioblast types through the
FAMA–WSB–SCAP1 network
Yuta Horiuchi1, Hikari Kitani2, Nobutoshi
Yamaguchi2, Toshiro Ito2, Makoto
Shirakawa1 (1Institute of Plant and
Microbial Biology, Academia Sinica, 2Nara
Institute of Science and Technology)

1pF-01
モモのアグロバクテリウム-托葉基部接
種法による効率的な形質転換体の形成
田村勝徳1，深松陽介1，鵜木悠治郎2，小田
賢司1（1岡山県農林水産総合センター生
物科学研究所，2岡山県農林水産総合セ
ンター農業研究所）

1pG-01
褐藻セイヨウハバノリにおける青色光
およびアクチン繊維に依存した葉緑体
運動の解析
日山津奈美1，小亀一弘2，笠原賢洋3，高橋
文雄4，吉川伸哉1（1福井県大・海洋，2北
大・理，3立命館大・生命科学，4東邦大・薬）

1pH-01
ヒメツリガネゴケの低温におけるフィ
トクロムの機能解析
石川凜1，井上誠也1，山田辰之介1，杉森ひ
かる1，江藤奈々1，中愛里1，馬場悠月1，陣
野十萌1，篠澤章久1，竹澤大輔2，四井いず
み1，太治輝昭1，坂田洋一1（1東京農大・バ
イオ，2埼玉大・院理工学）
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14:00

14:15 1pA-02
PSI-NDH超複合体による低温 PSI光阻害の
抑制
竹内航1，播本慎太郎1，佐藤勇斗2，三宅親弘2，伊
福健太郎1（1京大・院農，2神大・院農）

1pB-02
シアノバクテリア Synechococcus elongatus PCC
7942の代謝改変による遊離脂肪酸生産
西本琴羽1，古島翼1，門脇太朗1，神保晴彦1，山本
哲史2，高谷信之3，愛知真木子3，池田和貴4，小俣
達男3，西山佳孝1（1埼玉大院・理工，2大成建設
（株），3中部大・応用生物，4かずさDNA研）

1pC-02 仝
Phylogenomics and structure-guided engineering
of immune receptors in plants
Ngou Bruno Pok Man1, Michele Wyler2, Marc W
Schmid2, Takehiro Suzuki1, Markus Albert3,
Naoshi Dohmae1, Yasuhiro Kadota1, Ken
Shirasu1,4 (1RIKEN, CSRS, Yokohama, Japan,
2MWSchmid GmbH, Glarus, Switzerland,
3University Erlangen-Nuremberg, Erlangen,
Germany, 4Grad. Sch. Sci., Univ. Tokyo, Tokyo,
Japan)

1pD-02
イネ花成抑制遺伝子の発現パターンを決定す
る 2つの遠位シス因子
河内匠1，小郷裕子2，伊藤博紀3，三村真生1，井澤
毅1（1東大・院農学生命科学，2農研機構・野菜花
き研究部門，3農研機構・作物研）

1pE-02
C4種 Flaveria bidentisにおけるオーキシ
ン応答性転写因子 FbDOF1Aの発現パ
ターン解析
藤木海舟，小野知世，奥殿健，谷口幸美，
宗景ゆり（関西学院大・院理工学）

1pF-02 仝
Ethics of GM Biofuels
Tommi Lehtonen (University of Vaasa)

1pG-02
ホスホプロテオミクスによる気孔の青
色光シグナル伝達の解析
榊原拓1，瀧京美1，加藤恭平1，深津孝平1，
林優紀1，松林嘉克1，木下俊則1,2（1名大・
院理，2名大・WPI-ITbM）

1pH-02
ヒメツリガネゴケにおけるフィトクロ
ムを介した低温応答には SnRK2が関与
する
井上誠也1，石川凜1，山田辰之介1，杉森ひ
かる1，江藤奈々1，中愛里1，篠澤章久1，竹
澤大輔2，四井いずみ1，太治輝昭1，坂田洋
一1（1東京農大・バイオ，2埼玉大・理工学
研究科）

14:15

14:30 1pA-03
C4Flaveria bidentisにおいて光化学系 IIのコア
サブユニットの蓄積に関与する NON-
PHOTOCHEMICAL QUENCHING7の解析
宗景ゆり1，石崎亜衣1，孝子紗也佳1，金高壮汰1，
石橋幸大1，高林厚史2，田中亮一2，大井崇生3，伊
福健太郎4（1関学大・生命環境，2北大・低温研，3高
知工科大・理工，4京大・院農）

1pB-03
Nannochloropsis oceanicaの光合成活性維持によ
る細胞増殖および油脂生産の向上
葛運彤1，神保晴彦1，前田真一郎2，岡崎久美子3，
坂本敦3，岩井雅子4，太田啓之4，西山佳孝1（1埼玉
大・院理工学，2マツダ（株），3広島大・院統合生命
科学，4ファイトリピッド・テクノロジーズ（株））

1pC-03 仝
Effector-triggered defense mechanisms
restricting bacterial water-soaking under high
humidity
Shigetaka Yasuda1, Arullthevan Rajendram1,
Taiga Ishihara1, Rahul Sk2,3, Akihisa Shinozawa2,
Yusuke Saijo1 (1Grad. Sch. Sci. Tech., NAIST,
2Dep. Biosci., Tokyo Univ. Agric., 3NGRC, Tokyo
Univ. Agric.)

1pD-03 仝
An Investigation of Multiple Transcription
Initiation Sites of atp9 in Arabidopsis thaliana
Jingxiu Ji1, Akihito Mamiya1, Chang Zhou2, Sachi
Takenaka1, Issei Nakazato2, Shin-ichi Arimura2,
Mizuki Takenaka1 (1Grad. Sch. Sci., Kyoto Univ.,
2Grad. Sch. Agric., Univ. Tokyo)

1pE-03
in vitro イネ初期胚発生過程における
オーキシン寄与の解析
熊倉温香1，佐藤萌子2，辻寛之2,3，楢本悟
史4，岡本龍史1，木下温子1（1東京都立大・
院・生命科学，2横浜市大・木原生研，3名
大・生物センター，4北大・院・理）

1pF-03 仝
Stakeholder Tensions in an Emerging
Field: The case of GM Biofuels
Jouni K Juntunen1, Mehedi Hasan2, Roji
Karki2 (1University of Vaasa, School of
Technology and Innovations, 2Wärtsilä
Oyj)

1pG-03
環境刺激に応答した気孔開閉における
PP2C.Dの機能解析
村上公亮1，林優紀1，高橋洋平1,2，木下大
地1，水谷未耶3，松林嘉克1，木下俊則1,2

（1名古屋大・院理，2名古屋大・ITbM，3奈
良先端大・バイオ）

1pH-03
1,4-ナフトキノン誘導体が低温及び ABA
を介したシロイヌナズナの凍結耐性獲
得に及ぼす影響
稲吉聖七1，北脇耕平1，稲葉靖子1,2，稲葉
丈人1（1宮崎大・農，2東北大院・生命）

14:30

バイオリソース

14:45 1pA-04
紫外励起による mTurquoise2の蛍光を利用し
た PSIIへのエネルギー伝達系の構築
池田瑞妃1，石山颯大2，植野嘉文3，鞆達也2,3（1東
理大・理，2東理大・理学研究科，3東理大・教養教
育研究院）

1pB-04
クリソラミナリン合成関連遺伝子のノックア
ウトによる Nannochloropsis oceanica の脂質生
産性への影響
古橋康弘1，村上博紀2，金子真也3，相澤康則3，太
田啓之1,3,4，櫻井望1（1かずさDNA研究所・先端研
究開発，2静岡大・グローバル共創科学，3東京科
学大・生命理工学，4（株）ファイトリピッド・テ
クノロジーズ）

1pC-04 仝
Differential modulation of pattern-recognition
receptor signaling preserves plant immunity
under phosphate deficiency
Natsuki Tsuchida1, Maxmilyand Leiwakabessy1,
Kota Yamashita2, Taishi Umezawa2, Yusuke Saijo1

(1Grad. Sch. Sci and Tech., NAIST, 2BASE, Tokyo
Univ. Agric. Tech.)

1pD-04
寄生植物と宿主植物との間に原形質連絡を形
成する分子機構の探究
青木考，森長響，丹羽顕寛（大阪公立大・農）

1pE-04
コケ植物ヒメツリガネゴケにおける PIN
依存オーキシン輸送の様式と役割
末満寛太1，藤田知道2，楢本悟史2,3（1北
大・院生命科学，2北大・院理，3JST,
PRESTO）

1pF-04
NBRPトマトによる変異体リソースと
エクソームデータベースの開発
久家徳之1，杉本貢一1,2，川本祥子3，福田
直也1，江面浩1（1筑波大・つくば機能植物
イノベーション研究センター，2農研機
構・高度分析研究センター，3国立遺伝学
研究所・情報研究系）

1pG-04
孔辺細胞における細胞膜H+-ATPaseの
脱リン酸化を仲介する PP2C.Dの
SAURを介した制御
金原誠也1，高橋宏二1，村上公亮1，林優
紀1，木下俊則1,2（1名古屋大・院・理，2名古
屋大・ITbM）

1pH-04 仝
Actin isovariant ACT8 regulates cold
stress response in Arabidopsis through
modulating GNOM-mediated cellular
auxin homeostasis
Rahman Abidur1,2, Aya Hanzawa1,
Rahman Arifa1 (1UGAS, Iwate University,
2Dept. of Life Sciences, Fac. of
Agriculture, Iwate Univ.)

14:45

15:00 1pA-05
還元型酸化グラフェンと生体材料を用いた人
工光合成系の作成
石井大翔1，曽根俊介1，田中奨大1，植野嘉文2，鞆
達也1,2（1東京理科大・院・理学研究科，2東京理科
大・教養教育研究院）

1pB-05 仝
Investigating the role of LDGTS in
Nannochloropsis oceanica stress response
Arif Agung Wibowo1, Hiroki Murakami2, Yasuhiro
Furuhashi1, Hiroyuki Ohta3,4, Nozomu Sakurai1

(1Department of Frontier Research and
Development, Kazusa DNA Research Institute,
2-6-7 Kazusa-kamatari, Kisarazu 292-0818,
Chiba, Japan, 2Faculty of Global Interdisciplinary
Science and Innovation, Shizuoka University, 836
Ohya, Suruga-ku, Shizuoka 422-8529, Shizuoka,
Japan, 3School of Life Science and Technology,
Tokyo Institute of Technology, 4259-B-65
Nagatsuta-cho, Midori-ku, Yokohama 226-8501,
Kanagawa, Japan, 4Phytolipid Technologies Co.,
Ltd. 4259-3 Nagatsuta-cho, Midori-ku, Yokohama
226-8510, Kanagawa, Japan)

1pC-05 仝
Mechanism for Phytocytokine-induced Defense
Sensitization during Phosphate Starvation in
Natural Variation of Arabidopsis thaliana
Maxmilyand Leiwakabessy, Natsuki Tsuchida,
Yusuke Saijo (Nara Institute of Science and
Technology)

1pD-05
異質倍数体寄生植物ネナシカズラのゲノム解析
瀬川天太1，高川仁起2，横山隆亮2，佐藤杏子3，伊
藤武彦4，小埜栄一郎1（1サントリーグローバル
イノベーションセンター株式会社，2東北大・
院・生命科学，3富山大・学術・理，4東京科学大）

1pE-05
ゼニゴケ幹細胞領域におけるオーキシ
ン動態の解析
柚木渓人1，楢本悟史2,3（1北大・院生命科
学，2北大・院理，3JST, PRESTO）

1pG-05
光誘導性の気孔開口における C1 Raf-
like kinase BHPの機能解析
丹下昭憲1，林優紀1，榊原拓1，林真妃2，松
林嘉克1，木下俊則1,3（1名古屋大・院理学，
2東北大・院生命科学，3名古屋大・WPI-
ITbM）

1pH-05
シロイヌナズナ乾燥種子に対する低温
およびプラズマ処理と，発芽能力への影
響についての調査
牧和摩1，栂根一夫2，立松圭3，伊藤秀臣4

（1北海道大学 大学院生命科学院，2自然
科学研究機構 基礎生物学研究所IBBPセ
ンター，3自然科学研究機構 基礎生物学
研究所 研究力強化戦略室，4北海道大学
大学院理学研究院）

15:00

15:15 1pA-06
多周波電子常磁性共鳴（EPR）法によるマンガ
ンクラスター S0状態の磁気構造解析
小﨑慎也，三野広幸（名大・院理）

1pB-06
油脂産生微細藻類 Nannochloropsisがもつ 3つ
の NAD kinaseの同定
大橋そら1，児玉豊2，石川寿樹1，川合真紀1（1埼玉
大・院理工，2宇都宮大・バイオセンター）

1pC-06
2菌株のタバコ野火病菌により誘導されるベン
サミアナタバコの免疫応答の比較解析
中尾有那，加藤新平（信大・院総合医理工）

1pD-06
シロイヌナズナのサーモスペルミンを介した
翻訳制御における RNA修飾の重要性
皿海充，F.M. Tonmoy Chowdhury，高橋卓（岡山
大・院・環境生命自然科学）

1pE-06
シダ植物 Ceratopteris richardiiにおける
ホルモン動態とその作用
花田悠太1，瓦吹英毅1，楢本悟史2（1北大・
院・生命科学，2北大・理）

1pG-06
リン酸化プロテオミクスが明らかにす
る CO2に応答した細胞膜 H+-ATPase
のリン酸化制御とその不可欠な役割
内橋海斗2，松林嘉克2，高橋宏二2，木下俊
則1,2，高橋洋平1,2（1名古屋大・ITbM，2名
古屋大・院理）

1pH-06 仝
Ethanol Application Enhances Freezing
Stress Tolerance in Arabidopsis and
Sugar Beet
Daisuke Todaka1, Kentaro Nakaminami1,
Akihiro Matsui1, Seishi Ikeda2, Thi Nhu
Quynh Do1,4, Maho Tanaka1, Satoshi
Takahashi1, Chieko Torii1, Junko Ishida1,
Atsushi J. Nagano5,6, Motoaki Seki1,3,7

(1Plant Genomic Network Res. Team,
RIKEN CSRS, 2Hokkaido Agri. Res.
Center, NARO, 3KIBR, Yokohama City
Univ., 4AGI, Vietnam, 5Bioscience and
Biotechnology Center, Nagoya Univ.,
6Institute for Advanced Biosciences, Keio
Univ., 7Grad. Sch. Sci. Eng., Saitama Univ.)

15:15
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時間
光合成 一次代謝 植物生物間相互作用A ゲノム機能・遺伝子発現制御 発生・形態形成 新技術開発 環境応答A / 生理反応 環境応答B / 環境ストレス

14:00 1pA-01
ナンキョクカワノリの 11量体遠赤色光吸収型
アンテナ Pc-frLHCの最長波長蛍光はたった一
つのサブユニットに由来するのか？
谷口凜1,2，小杉真貴子3,4，皆川純3,4，叶深1，柴田
穣1（1東北大院・理，2学際高等研究教育院，3基礎
生物学研究所，4総研大）

1pB-01
Synechocystis sp. PCC 6803がつくる脂肪酸のレ
パートリーの再検討
佐藤直樹1，神保晴彦2，西山佳孝2（1東京大・院総
合文化，2埼玉大・院理工）

1pC-01 仝
Decoding Plant Immune Recognition by
Systematic Discovery of PAMP–PRR
Interactions
Yasuhiro Kadota1, Bruno Pok Man Ngou1,
Michele Wyler2, Marc W Schmid2, Takehiro
Suzuki1, Markus Albert3, Naoshi Dohmae1, Ken
Shirasu1,4 (1RIKEN, CSRS, Yokohama, Japan,
2MWSchmid GmbH, Glarus, Switzerland,
3University Erlangen-Nuremberg, Erlangen,
Germany, 4Grad. Sch. Sci., Univ. Tokyo, Tokyo,
Japan)

1pD-01
「なつきらり」と「コシヒカリ」の比較ゲノム解
析による高温登熟関連遺伝子の選抜と機能解析
圓山恭之進1,2，小林麻子3，中岡史裕3，坂井寛章4，
櫻井哲也5（1国際農研，2筑波大・生命産業，3福井
県農業試験場，4農研機構，5高知大・複合領域科
学）

1pE-01 仝
Dissection of the differentiation programs
of two distinct idioblast types through the
FAMA–WSB–SCAP1 network
Yuta Horiuchi1, Hikari Kitani2, Nobutoshi
Yamaguchi2, Toshiro Ito2, Makoto
Shirakawa1 (1Institute of Plant and
Microbial Biology, Academia Sinica, 2Nara
Institute of Science and Technology)

1pF-01
モモのアグロバクテリウム-托葉基部接
種法による効率的な形質転換体の形成
田村勝徳1，深松陽介1，鵜木悠治郎2，小田
賢司1（1岡山県農林水産総合センター生
物科学研究所，2岡山県農林水産総合セ
ンター農業研究所）

1pG-01
褐藻セイヨウハバノリにおける青色光
およびアクチン繊維に依存した葉緑体
運動の解析
日山津奈美1，小亀一弘2，笠原賢洋3，高橋
文雄4，吉川伸哉1（1福井県大・海洋，2北
大・理，3立命館大・生命科学，4東邦大・薬）

1pH-01
ヒメツリガネゴケの低温におけるフィ
トクロムの機能解析
石川凜1，井上誠也1，山田辰之介1，杉森ひ
かる1，江藤奈々1，中愛里1，馬場悠月1，陣
野十萌1，篠澤章久1，竹澤大輔2，四井いず
み1，太治輝昭1，坂田洋一1（1東京農大・バ
イオ，2埼玉大・院理工学）

シ
ン
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ウ
ム
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）

14:00

14:15 1pA-02
PSI-NDH超複合体による低温 PSI光阻害の
抑制
竹内航1，播本慎太郎1，佐藤勇斗2，三宅親弘2，伊
福健太郎1（1京大・院農，2神大・院農）

1pB-02
シアノバクテリア Synechococcus elongatus PCC
7942の代謝改変による遊離脂肪酸生産
西本琴羽1，古島翼1，門脇太朗1，神保晴彦1，山本
哲史2，高谷信之3，愛知真木子3，池田和貴4，小俣
達男3，西山佳孝1（1埼玉大院・理工，2大成建設
（株），3中部大・応用生物，4かずさDNA研）

1pC-02 仝
Phylogenomics and structure-guided engineering
of immune receptors in plants
Ngou Bruno Pok Man1, Michele Wyler2, Marc W
Schmid2, Takehiro Suzuki1, Markus Albert3,
Naoshi Dohmae1, Yasuhiro Kadota1, Ken
Shirasu1,4 (1RIKEN, CSRS, Yokohama, Japan,
2MWSchmid GmbH, Glarus, Switzerland,
3University Erlangen-Nuremberg, Erlangen,
Germany, 4Grad. Sch. Sci., Univ. Tokyo, Tokyo,
Japan)

1pD-02
イネ花成抑制遺伝子の発現パターンを決定す
る 2つの遠位シス因子
河内匠1，小郷裕子2，伊藤博紀3，三村真生1，井澤
毅1（1東大・院農学生命科学，2農研機構・野菜花
き研究部門，3農研機構・作物研）

1pE-02
C4種 Flaveria bidentisにおけるオーキシ
ン応答性転写因子 FbDOF1Aの発現パ
ターン解析
藤木海舟，小野知世，奥殿健，谷口幸美，
宗景ゆり（関西学院大・院理工学）

1pF-02 仝
Ethics of GM Biofuels
Tommi Lehtonen (University of Vaasa)

1pG-02
ホスホプロテオミクスによる気孔の青
色光シグナル伝達の解析
榊原拓1，瀧京美1，加藤恭平1，深津孝平1，
林優紀1，松林嘉克1，木下俊則1,2（1名大・
院理，2名大・WPI-ITbM）

1pH-02
ヒメツリガネゴケにおけるフィトクロ
ムを介した低温応答には SnRK2が関与
する
井上誠也1，石川凜1，山田辰之介1，杉森ひ
かる1，江藤奈々1，中愛里1，篠澤章久1，竹
澤大輔2，四井いずみ1，太治輝昭1，坂田洋
一1（1東京農大・バイオ，2埼玉大・理工学
研究科）

14:15

14:30 1pA-03
C4Flaveria bidentisにおいて光化学系 IIのコア
サブユニットの蓄積に関与する NON-
PHOTOCHEMICAL QUENCHING7の解析
宗景ゆり1，石崎亜衣1，孝子紗也佳1，金高壮汰1，
石橋幸大1，高林厚史2，田中亮一2，大井崇生3，伊
福健太郎4（1関学大・生命環境，2北大・低温研，3高
知工科大・理工，4京大・院農）

1pB-03
Nannochloropsis oceanicaの光合成活性維持によ
る細胞増殖および油脂生産の向上
葛運彤1，神保晴彦1，前田真一郎2，岡崎久美子3，
坂本敦3，岩井雅子4，太田啓之4，西山佳孝1（1埼玉
大・院理工学，2マツダ（株），3広島大・院統合生命
科学，4ファイトリピッド・テクノロジーズ（株））

1pC-03 仝
Effector-triggered defense mechanisms
restricting bacterial water-soaking under high
humidity
Shigetaka Yasuda1, Arullthevan Rajendram1,
Taiga Ishihara1, Rahul Sk2,3, Akihisa Shinozawa2,
Yusuke Saijo1 (1Grad. Sch. Sci. Tech., NAIST,
2Dep. Biosci., Tokyo Univ. Agric., 3NGRC, Tokyo
Univ. Agric.)

1pD-03 仝
An Investigation of Multiple Transcription
Initiation Sites of atp9 in Arabidopsis thaliana
Jingxiu Ji1, Akihito Mamiya1, Chang Zhou2, Sachi
Takenaka1, Issei Nakazato2, Shin-ichi Arimura2,
Mizuki Takenaka1 (1Grad. Sch. Sci., Kyoto Univ.,
2Grad. Sch. Agric., Univ. Tokyo)

1pE-03
in vitro イネ初期胚発生過程における
オーキシン寄与の解析
熊倉温香1，佐藤萌子2，辻寛之2,3，楢本悟
史4，岡本龍史1，木下温子1（1東京都立大・
院・生命科学，2横浜市大・木原生研，3名
大・生物センター，4北大・院・理）

1pF-03 仝
Stakeholder Tensions in an Emerging
Field: The case of GM Biofuels
Jouni K Juntunen1, Mehedi Hasan2, Roji
Karki2 (1University of Vaasa, School of
Technology and Innovations, 2Wärtsilä
Oyj)

1pG-03
環境刺激に応答した気孔開閉における
PP2C.Dの機能解析
村上公亮1，林優紀1，高橋洋平1,2，木下大
地1，水谷未耶3，松林嘉克1，木下俊則1,2

（1名古屋大・院理，2名古屋大・ITbM，3奈
良先端大・バイオ）

1pH-03
1,4-ナフトキノン誘導体が低温及び ABA
を介したシロイヌナズナの凍結耐性獲
得に及ぼす影響
稲吉聖七1，北脇耕平1，稲葉靖子1,2，稲葉
丈人1（1宮崎大・農，2東北大院・生命）

14:30

バイオリソース

14:45 1pA-04
紫外励起による mTurquoise2の蛍光を利用し
た PSIIへのエネルギー伝達系の構築
池田瑞妃1，石山颯大2，植野嘉文3，鞆達也2,3（1東
理大・理，2東理大・理学研究科，3東理大・教養教
育研究院）

1pB-04
クリソラミナリン合成関連遺伝子のノックア
ウトによる Nannochloropsis oceanica の脂質生
産性への影響
古橋康弘1，村上博紀2，金子真也3，相澤康則3，太
田啓之1,3,4，櫻井望1（1かずさDNA研究所・先端研
究開発，2静岡大・グローバル共創科学，3東京科
学大・生命理工学，4（株）ファイトリピッド・テ
クノロジーズ）

1pC-04 仝
Differential modulation of pattern-recognition
receptor signaling preserves plant immunity
under phosphate deficiency
Natsuki Tsuchida1, Maxmilyand Leiwakabessy1,
Kota Yamashita2, Taishi Umezawa2, Yusuke Saijo1

(1Grad. Sch. Sci and Tech., NAIST, 2BASE, Tokyo
Univ. Agric. Tech.)

1pD-04
寄生植物と宿主植物との間に原形質連絡を形
成する分子機構の探究
青木考，森長響，丹羽顕寛（大阪公立大・農）

1pE-04
コケ植物ヒメツリガネゴケにおける PIN
依存オーキシン輸送の様式と役割
末満寛太1，藤田知道2，楢本悟史2,3（1北
大・院生命科学，2北大・院理，3JST,
PRESTO）

1pF-04
NBRPトマトによる変異体リソースと
エクソームデータベースの開発
久家徳之1，杉本貢一1,2，川本祥子3，福田
直也1，江面浩1（1筑波大・つくば機能植物
イノベーション研究センター，2農研機
構・高度分析研究センター，3国立遺伝学
研究所・情報研究系）

1pG-04
孔辺細胞における細胞膜H+-ATPaseの
脱リン酸化を仲介する PP2C.Dの
SAURを介した制御
金原誠也1，高橋宏二1，村上公亮1，林優
紀1，木下俊則1,2（1名古屋大・院・理，2名古
屋大・ITbM）

1pH-04 仝
Actin isovariant ACT8 regulates cold
stress response in Arabidopsis through
modulating GNOM-mediated cellular
auxin homeostasis
Rahman Abidur1,2, Aya Hanzawa1,
Rahman Arifa1 (1UGAS, Iwate University,
2Dept. of Life Sciences, Fac. of
Agriculture, Iwate Univ.)

14:45

15:00 1pA-05
還元型酸化グラフェンと生体材料を用いた人
工光合成系の作成
石井大翔1，曽根俊介1，田中奨大1，植野嘉文2，鞆
達也1,2（1東京理科大・院・理学研究科，2東京理科
大・教養教育研究院）

1pB-05 仝
Investigating the role of LDGTS in
Nannochloropsis oceanica stress response
Arif Agung Wibowo1, Hiroki Murakami2, Yasuhiro
Furuhashi1, Hiroyuki Ohta3,4, Nozomu Sakurai1

(1Department of Frontier Research and
Development, Kazusa DNA Research Institute,
2-6-7 Kazusa-kamatari, Kisarazu 292-0818,
Chiba, Japan, 2Faculty of Global Interdisciplinary
Science and Innovation, Shizuoka University, 836
Ohya, Suruga-ku, Shizuoka 422-8529, Shizuoka,
Japan, 3School of Life Science and Technology,
Tokyo Institute of Technology, 4259-B-65
Nagatsuta-cho, Midori-ku, Yokohama 226-8501,
Kanagawa, Japan, 4Phytolipid Technologies Co.,
Ltd. 4259-3 Nagatsuta-cho, Midori-ku, Yokohama
226-8510, Kanagawa, Japan)

1pC-05 仝
Mechanism for Phytocytokine-induced Defense
Sensitization during Phosphate Starvation in
Natural Variation of Arabidopsis thaliana
Maxmilyand Leiwakabessy, Natsuki Tsuchida,
Yusuke Saijo (Nara Institute of Science and
Technology)

1pD-05
異質倍数体寄生植物ネナシカズラのゲノム解析
瀬川天太1，高川仁起2，横山隆亮2，佐藤杏子3，伊
藤武彦4，小埜栄一郎1（1サントリーグローバル
イノベーションセンター株式会社，2東北大・
院・生命科学，3富山大・学術・理，4東京科学大）

1pE-05
ゼニゴケ幹細胞領域におけるオーキシ
ン動態の解析
柚木渓人1，楢本悟史2,3（1北大・院生命科
学，2北大・院理，3JST, PRESTO）

1pG-05
光誘導性の気孔開口における C1 Raf-
like kinase BHPの機能解析
丹下昭憲1，林優紀1，榊原拓1，林真妃2，松
林嘉克1，木下俊則1,3（1名古屋大・院理学，
2東北大・院生命科学，3名古屋大・WPI-
ITbM）

1pH-05
シロイヌナズナ乾燥種子に対する低温
およびプラズマ処理と，発芽能力への影
響についての調査
牧和摩1，栂根一夫2，立松圭3，伊藤秀臣4

（1北海道大学 大学院生命科学院，2自然
科学研究機構 基礎生物学研究所IBBPセ
ンター，3自然科学研究機構 基礎生物学
研究所 研究力強化戦略室，4北海道大学
大学院理学研究院）

15:00

15:15 1pA-06
多周波電子常磁性共鳴（EPR）法によるマンガ
ンクラスター S0状態の磁気構造解析
小﨑慎也，三野広幸（名大・院理）

1pB-06
油脂産生微細藻類 Nannochloropsisがもつ 3つ
の NAD kinaseの同定
大橋そら1，児玉豊2，石川寿樹1，川合真紀1（1埼玉
大・院理工，2宇都宮大・バイオセンター）

1pC-06
2菌株のタバコ野火病菌により誘導されるベン
サミアナタバコの免疫応答の比較解析
中尾有那，加藤新平（信大・院総合医理工）

1pD-06
シロイヌナズナのサーモスペルミンを介した
翻訳制御における RNA修飾の重要性
皿海充，F.M. Tonmoy Chowdhury，高橋卓（岡山
大・院・環境生命自然科学）

1pE-06
シダ植物 Ceratopteris richardiiにおける
ホルモン動態とその作用
花田悠太1，瓦吹英毅1，楢本悟史2（1北大・
院・生命科学，2北大・理）

1pG-06
リン酸化プロテオミクスが明らかにす
る CO2に応答した細胞膜 H+-ATPase
のリン酸化制御とその不可欠な役割
内橋海斗2，松林嘉克2，高橋宏二2，木下俊
則1,2，高橋洋平1,2（1名古屋大・ITbM，2名
古屋大・院理）

1pH-06 仝
Ethanol Application Enhances Freezing
Stress Tolerance in Arabidopsis and
Sugar Beet
Daisuke Todaka1, Kentaro Nakaminami1,
Akihiro Matsui1, Seishi Ikeda2, Thi Nhu
Quynh Do1,4, Maho Tanaka1, Satoshi
Takahashi1, Chieko Torii1, Junko Ishida1,
Atsushi J. Nagano5,6, Motoaki Seki1,3,7

(1Plant Genomic Network Res. Team,
RIKEN CSRS, 2Hokkaido Agri. Res.
Center, NARO, 3KIBR, Yokohama City
Univ., 4AGI, Vietnam, 5Bioscience and
Biotechnology Center, Nagoya Univ.,
6Institute for Advanced Biosciences, Keio
Univ., 7Grad. Sch. Sci. Eng., Saitama Univ.)

15:15
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15:30 1pA-07 仝
Structural study of monomeric and dimeric
photosystem I-LHCI supercomplexes from a
bryophyte
Pi-Cheng Tsai1, Romain La Rocca1, Hiroyasu
Motose2, Jian-Ren Shen1, Fusamichi Akita1

(1RIIS, Univ. Okayama, 2Grad. Sch. Envir., Life,
Nat. Sci. & Tech., Univ. Okayama)

1pB-07
シロイヌナズナにおけるグルタチオン代謝の
攪乱は防御応答の過剰活性化と栄養成長期の
細胞死を引き起こす
伊藤岳洋1，河原和馬2，神谷岳洋1，藤原徹1，大津
（大鎌）直子3（1東大・院農，2農工大・農，3農工大・
院農）

1pC-07
ヒメツリガネゴケにおけるグループ A MPKの
機能解析
福井莉久，太治輝昭，坂田洋一，四井いずみ（東
京農大・バイオ）

1pD-07
ホウ素輸送体 NIP5;1の mRNA切断に関与す
るリボヌクレアーゼの同定
田中真幸1，サウル ソトマヨール2，反田直之1，藤
原徹1（1大阪公立大・院農，2東大・院農）

1pE-07
ゼニゴケにおける ROP GDP解離阻害
因子の機能解析
宮崎優1，林愛梨2，酒井友希1，中神弘史3，
守屋健太1，相原悠介1，深城英弘1，石崎公
庸1（1神戸大・院・理，2神戸大・理，
3MPIPZ）

1pG-07
気孔 CO2応答が植物の生育やストレス
耐性へ及ぼす影響と環境依存性
中野皓稀1，佐藤伸哉2，加納圭子2，三城恵
美2，木下俊則1,3，高橋洋平1,3（1名古屋大・
院・理，2名古屋大・ITbM・分子構造セン
ター，3名古屋大・ITbM）

1pH-07
エタノール処理による植物の環境スト
レス耐性の向上: ADH1遺伝子の機能
解析
川村亜綺1,4，戸高大輔1，松井章浩1，鳥居
千恵子1，高橋直紀4，関原明1,2,3,4（1理研
CSRS・植物ゲノム発現研究チーム，2横浜
市立大・木原生研，3埼玉大・院・理工，4明
治大・農）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ｓ
０
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ing and M
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ory of Plants in Facing Environm
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（14:00-17:00

）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ｓ
０
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Advances in C
ellular and M

olecular Signaling in R
esponse to Internal and External Stim

uli from
 Algae to Plants

（14:00-17:00

）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ｓ
０
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U
nderlying m

olecular antagonism
s as drivers of plant diversification and ecological adaption

（14:00-17:00

）

15:30

15:45 1pA-08
光阻害修復途上の光化学系 IIの観測を目指し
た網羅的単一分子分光解析
渡辺喬介，叶深，柴田穣（東北大院理）

1pB-08
3種の穀物におけるフィターゼ活性と熱安定性
の比較解析
渋沢莉央子1，加藤悦子2，廣津直樹1（1東洋大・院
生命科学，2東洋大・院食環境科学）

1pC-08
ヒメツリガネゴケ CCD（CHITIN-INDUCED
CELL DEATH）の免疫応答における役割
清野芳史，市橋武，太治輝昭，坂田洋一，四井い
ずみ（東京農大・バイオ）

1pD-08 仝
Elucidating the diversity of plant organellar
RNA editosome
Jingchan Xie, Tenghua Wang, Mizuki Takenaka
(Graduate School of Science, Kyoto University)

1pE-08 仝
A TONNEAU1-Reqruiting Motif (TRM)
protein is required for air chamber
development in Marchantia polymorpha
Ayana Sano1, Airi Hayashi2, Yuuki Sakai3,
Kimitsune Ishizaki3, Yoh Sakuma1,
Hirotaka Kato1 (1Grad. Sch. Sci. Eng.,
Ehime Univ., 2Fac. Sci., Kobe Univ., 3Grad.
Sch. Sci., Kobe Univ.)

1pH-08
ゲノム編集によるコムギフルクタン分
解酵素Wfh-sm3欠損株の創出とフルク
タン蓄積が耐凍性に及ぼす効果の検証
竹元廣大1，佐々木健太郎1，川上顕2，今井
亮三1（1農研機構・生物機能利用研究部
門，2農研機構・北海道農業研究センター）

15:45

16:00 1pA-09
Flaveria属 C2種と C4様種の交雑 F2集団を用
いた C4代謝酵素と NDH複合体の蓄積量の相
関解析
中村明日香，笠井麻菜，石橋幸太，宗景ゆり（関
学大・院理工）

1pB-09
細胞内局在の異なるシロイヌナズナ Ca2+/CaM
依存性 NADキナーゼの機能解析
坂口浩朗1，児玉豊2，石川寿樹1，山口雅利1（1埼玉
大・院理工，2宇都宮大・バイオセンター）

1pC-09 仝
Single-cell-resolved calcium and organelle
dynamics in resistosome-mediated cell death
Yi-Feng Chen1, Kuan-Yu Lin1, Ching-Yi Huang1,
Liang-Yu Hou1, Chin-Wen Chang1, Enoch Lok
Him Yuen2, Wei-Che Sun1, Bing-Jen Chiang1,
Hung-Yu Wang1, Tolga Bozkurt2, Chih-Hang Wu1

(1IPMB, Academia Sinica, 2DoLS, Imperial
College London)

1pD-09
SD5を介した U12型スプライシングはシロイ
ヌナズナの栄養応答性成長を制御する
石橋鴻大1，荒江星拓1，吉積毅2，松井南3，平山隆
志4，大谷美沙都1,3,5（1東京大・院・新領域，2高崎
健康福祉大・農学部，3横浜市立大・木原生物学
研究所，4岡山大・資源植物科学研究所，5東京大・
院・理学系）

1pE-09
ゼニゴケ CSIは気室の離生型細胞間隙
形成を正に制御する
水谷未耶1，井口勲人1，西浜竜一2，石崎公
庸3，河内孝之4，出村拓1（1奈良先端大・バ
イオ，2東京理科大・創域理工・生命生物，
3神戸大・院・理，4京都大・院・生命）

1pH-09
MRIによるツバキ花芽の凍結様式の可
視化解析
石川雅也1，岩崎一馬2，籾山直人2，柳生直
泰2，藤田直人2，工藤舞泉1，Mingyi Zu1，寺
田康彦2，松下範久1，福田健二1（1東大・院
農学生命科学，2筑波大学大学院 理工情
報生命学術院 応用理工学）

16:00

16:15 1pA-10
緑色植物におけるプラスチド ATP合成酵素の
機能及び制御機構の多様化
村岡壮泰1，熊沢穣1,2，伊福健太郎1，上妻馨梨1（1京
大院・農，2北大・低温研）

1pC-10
シロイヌナズナにおいて防御応答活性化シグ
ナルとして機能する植物由来 VOCの生理学的
情報の解読
山内靖雄1，豊田正嗣2，本庄三恵3，工藤洋3，水谷
正治1，杉本幸裕1，高林純示3（1神戸大院・農，2埼
玉大院・理工，3京都大・生態研）

1pD-10
二次的 siRNA生成における SGS3の N末端領
域の機能解析
藤本祐司1，櫻井友理希1，古和田凌佑1,2，庄司佳
祐3，吉川学4，岩川弘宙1（1立教大・理，2東大・院新
領域・メディカル情報生命，3東京農工大・院生
物システム応用科学，4農研機構）

1pE-10 仝
Evolutionary Dynamics of Small Peptide
Signaling Systems in Liverworts
Chihiro Furumizu1,2, Mari Kondo2, Kengo
Matsushita2 (1Inst. Agric. Life Sci.,
Academic Assembly, Shimane Univ., 2Fac.
Life Environ. Sci., Shimane Univ.)

1pH-10
シロイヌナズナにおける温度不感受性
変異体 aco3の解明
舛元萌1，竹内鈴2，多嘉良涼2，古本強1,2

（1龍谷大・院農学，2龍谷大・農学部）

16:15

16:30 1pA-11
シロイヌナズナ crr2-2 pgr5-5変異株の生育阻
害は光化学系 I電子供与体または電子受容体制
御により回復する
桶川友季1，山本宏2，鹿内利治2，坂本亘1（1岡山大
学・植物研，2京都大学・理）

1pC-11
アブシシン酸シグナルによる NPR1依存的サ
リチル酸応答性免疫の活性化機構
篠原百絵1，本多璃奈1，大畑怜未1，堀尾宗正1，森
太志1，野田沙希1，高瀬緋奈乃2，桑田啓子3，木下
俊則1,3，松下智直4，松林嘉克1，梅澤泰史2，野元
美佳1,5,6，多田安臣1,5（1名古屋大・院理，2農工大・
院・BASE，3名古屋大・ITbM，4京大・院理，5名古
屋大・遺伝子，6JST・さきがけ）

1pE-11
ヒメツリガネゴケ IDD5による葉の形
態形成機構の解析
山田蓮1，石川雅樹2，長谷部光泰2，木嵜暁
子1（1静岡大・院生物，2基生研）

1pH-11
シロイヌナズナ属において季節温度応
答性を示す新規遺伝子 STTPの機能解析
守屋健太1,2，清水華子1，湯本原樹1,3，上原
晋4，杉阪次郎1，嶋田知生5，得津隆太郎6，
相原悠介2，深城英弘2，野元美佳4，松林嘉
克7，多田安臣4，石崎公庸2，本庄三恵1，工
藤洋1（1京大・生態研，2神戸大・院理，3信
州大・山岳研，4名古屋大・遺伝子，5京大・
院理，6北里大・獣医，7名古屋大・院理）

16:30

16:45 1pA-12
クラミドモナスにおける PGRL1と PGR5の
関係
高橋拓子1，佐藤鉄斗2，伊藤優希2，吉田啓亮3，桶
川友季4，得津隆太郎5，日原由香子1（1埼玉大学
大学院・理工学研究科，2埼玉大学・理学部・分子
生物，3東京科学大学・総合研究院・化学生命科
学研究所，4岡山大学・資源植物科学研究所，5北
里大学・獣医学部）

1pC-12 仝
Decoding Long-Distance Immune Signaling of
Chitin-Induced Systemic Resistance in Rice
Micah Lagat1, Tomoyuki Furuta1, Naoki Yamaji1,
Hironori Kaminaka2, Hideki Nishimura1, Yoji
Kawano1 (1Institute of Plant Science and
Resources, Okayama University, Okayama,
2Faculty of Agriculture, Tottori University,
Tottori, Japan)

1pE-12 仝
From ER Sheets to Shoots: Membrane
Remodeling and Control in Moss
Prerna Singh1,2, Tomomichi Fujita1

(1Faculty of Science, Hokkaido
University, 2Institute for the
Advancement of Higher Education,
Hokkaido University)

1pH-12
気温の日周変動経験によって生じるコ
ムギの組織特異的なフルクタン応答
菊地拓真1，Jan Felix Gehrke2，小竹敬久1，
高橋大輔1（1埼玉大・院理工，2ウルム大・
生物）

16:45
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15:30 1pA-07 仝
Structural study of monomeric and dimeric
photosystem I-LHCI supercomplexes from a
bryophyte
Pi-Cheng Tsai1, Romain La Rocca1, Hiroyasu
Motose2, Jian-Ren Shen1, Fusamichi Akita1

(1RIIS, Univ. Okayama, 2Grad. Sch. Envir., Life,
Nat. Sci. & Tech., Univ. Okayama)

1pB-07
シロイヌナズナにおけるグルタチオン代謝の
攪乱は防御応答の過剰活性化と栄養成長期の
細胞死を引き起こす
伊藤岳洋1，河原和馬2，神谷岳洋1，藤原徹1，大津
（大鎌）直子3（1東大・院農，2農工大・農，3農工大・
院農）

1pC-07
ヒメツリガネゴケにおけるグループ A MPKの
機能解析
福井莉久，太治輝昭，坂田洋一，四井いずみ（東
京農大・バイオ）

1pD-07
ホウ素輸送体 NIP5;1の mRNA切断に関与す
るリボヌクレアーゼの同定
田中真幸1，サウル ソトマヨール2，反田直之1，藤
原徹1（1大阪公立大・院農，2東大・院農）

1pE-07
ゼニゴケにおける ROP GDP解離阻害
因子の機能解析
宮崎優1，林愛梨2，酒井友希1，中神弘史3，
守屋健太1，相原悠介1，深城英弘1，石崎公
庸1（1神戸大・院・理，2神戸大・理，
3MPIPZ）

1pG-07
気孔 CO2応答が植物の生育やストレス
耐性へ及ぼす影響と環境依存性
中野皓稀1，佐藤伸哉2，加納圭子2，三城恵
美2，木下俊則1,3，高橋洋平1,3（1名古屋大・
院・理，2名古屋大・ITbM・分子構造セン
ター，3名古屋大・ITbM）

1pH-07
エタノール処理による植物の環境スト
レス耐性の向上: ADH1遺伝子の機能
解析
川村亜綺1,4，戸高大輔1，松井章浩1，鳥居
千恵子1，高橋直紀4，関原明1,2,3,4（1理研
CSRS・植物ゲノム発現研究チーム，2横浜
市立大・木原生研，3埼玉大・院・理工，4明
治大・農）
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15:30

15:45 1pA-08
光阻害修復途上の光化学系 IIの観測を目指し
た網羅的単一分子分光解析
渡辺喬介，叶深，柴田穣（東北大院理）

1pB-08
3種の穀物におけるフィターゼ活性と熱安定性
の比較解析
渋沢莉央子1，加藤悦子2，廣津直樹1（1東洋大・院
生命科学，2東洋大・院食環境科学）

1pC-08
ヒメツリガネゴケ CCD（CHITIN-INDUCED
CELL DEATH）の免疫応答における役割
清野芳史，市橋武，太治輝昭，坂田洋一，四井い
ずみ（東京農大・バイオ）

1pD-08 仝
Elucidating the diversity of plant organellar
RNA editosome
Jingchan Xie, Tenghua Wang, Mizuki Takenaka
(Graduate School of Science, Kyoto University)

1pE-08 仝
A TONNEAU1-Reqruiting Motif (TRM)
protein is required for air chamber
development in Marchantia polymorpha
Ayana Sano1, Airi Hayashi2, Yuuki Sakai3,
Kimitsune Ishizaki3, Yoh Sakuma1,
Hirotaka Kato1 (1Grad. Sch. Sci. Eng.,
Ehime Univ., 2Fac. Sci., Kobe Univ., 3Grad.
Sch. Sci., Kobe Univ.)

1pH-08
ゲノム編集によるコムギフルクタン分
解酵素Wfh-sm3欠損株の創出とフルク
タン蓄積が耐凍性に及ぼす効果の検証
竹元廣大1，佐々木健太郎1，川上顕2，今井
亮三1（1農研機構・生物機能利用研究部
門，2農研機構・北海道農業研究センター）

15:45

16:00 1pA-09
Flaveria属 C2種と C4様種の交雑 F2集団を用
いた C4代謝酵素と NDH複合体の蓄積量の相
関解析
中村明日香，笠井麻菜，石橋幸太，宗景ゆり（関
学大・院理工）

1pB-09
細胞内局在の異なるシロイヌナズナ Ca2+/CaM
依存性 NADキナーゼの機能解析
坂口浩朗1，児玉豊2，石川寿樹1，山口雅利1（1埼玉
大・院理工，2宇都宮大・バイオセンター）

1pC-09 仝
Single-cell-resolved calcium and organelle
dynamics in resistosome-mediated cell death
Yi-Feng Chen1, Kuan-Yu Lin1, Ching-Yi Huang1,
Liang-Yu Hou1, Chin-Wen Chang1, Enoch Lok
Him Yuen2, Wei-Che Sun1, Bing-Jen Chiang1,
Hung-Yu Wang1, Tolga Bozkurt2, Chih-Hang Wu1

(1IPMB, Academia Sinica, 2DoLS, Imperial
College London)

1pD-09
SD5を介した U12型スプライシングはシロイ
ヌナズナの栄養応答性成長を制御する
石橋鴻大1，荒江星拓1，吉積毅2，松井南3，平山隆
志4，大谷美沙都1,3,5（1東京大・院・新領域，2高崎
健康福祉大・農学部，3横浜市立大・木原生物学
研究所，4岡山大・資源植物科学研究所，5東京大・
院・理学系）

1pE-09
ゼニゴケ CSIは気室の離生型細胞間隙
形成を正に制御する
水谷未耶1，井口勲人1，西浜竜一2，石崎公
庸3，河内孝之4，出村拓1（1奈良先端大・バ
イオ，2東京理科大・創域理工・生命生物，
3神戸大・院・理，4京都大・院・生命）

1pH-09
MRIによるツバキ花芽の凍結様式の可
視化解析
石川雅也1，岩崎一馬2，籾山直人2，柳生直
泰2，藤田直人2，工藤舞泉1，Mingyi Zu1，寺
田康彦2，松下範久1，福田健二1（1東大・院
農学生命科学，2筑波大学大学院 理工情
報生命学術院 応用理工学）

16:00

16:15 1pA-10
緑色植物におけるプラスチド ATP合成酵素の
機能及び制御機構の多様化
村岡壮泰1，熊沢穣1,2，伊福健太郎1，上妻馨梨1（1京
大院・農，2北大・低温研）

1pC-10
シロイヌナズナにおいて防御応答活性化シグ
ナルとして機能する植物由来 VOCの生理学的
情報の解読
山内靖雄1，豊田正嗣2，本庄三恵3，工藤洋3，水谷
正治1，杉本幸裕1，高林純示3（1神戸大院・農，2埼
玉大院・理工，3京都大・生態研）

1pD-10
二次的 siRNA生成における SGS3の N末端領
域の機能解析
藤本祐司1，櫻井友理希1，古和田凌佑1,2，庄司佳
祐3，吉川学4，岩川弘宙1（1立教大・理，2東大・院新
領域・メディカル情報生命，3東京農工大・院生
物システム応用科学，4農研機構）

1pE-10 仝
Evolutionary Dynamics of Small Peptide
Signaling Systems in Liverworts
Chihiro Furumizu1,2, Mari Kondo2, Kengo
Matsushita2 (1Inst. Agric. Life Sci.,
Academic Assembly, Shimane Univ., 2Fac.
Life Environ. Sci., Shimane Univ.)

1pH-10
シロイヌナズナにおける温度不感受性
変異体 aco3の解明
舛元萌1，竹内鈴2，多嘉良涼2，古本強1,2

（1龍谷大・院農学，2龍谷大・農学部）

16:15

16:30 1pA-11
シロイヌナズナ crr2-2 pgr5-5変異株の生育阻
害は光化学系 I電子供与体または電子受容体制
御により回復する
桶川友季1，山本宏2，鹿内利治2，坂本亘1（1岡山大
学・植物研，2京都大学・理）

1pC-11
アブシシン酸シグナルによる NPR1依存的サ
リチル酸応答性免疫の活性化機構
篠原百絵1，本多璃奈1，大畑怜未1，堀尾宗正1，森
太志1，野田沙希1，高瀬緋奈乃2，桑田啓子3，木下
俊則1,3，松下智直4，松林嘉克1，梅澤泰史2，野元
美佳1,5,6，多田安臣1,5（1名古屋大・院理，2農工大・
院・BASE，3名古屋大・ITbM，4京大・院理，5名古
屋大・遺伝子，6JST・さきがけ）

1pE-11
ヒメツリガネゴケ IDD5による葉の形
態形成機構の解析
山田蓮1，石川雅樹2，長谷部光泰2，木嵜暁
子1（1静岡大・院生物，2基生研）

1pH-11
シロイヌナズナ属において季節温度応
答性を示す新規遺伝子 STTPの機能解析
守屋健太1,2，清水華子1，湯本原樹1,3，上原
晋4，杉阪次郎1，嶋田知生5，得津隆太郎6，
相原悠介2，深城英弘2，野元美佳4，松林嘉
克7，多田安臣4，石崎公庸2，本庄三恵1，工
藤洋1（1京大・生態研，2神戸大・院理，3信
州大・山岳研，4名古屋大・遺伝子，5京大・
院理，6北里大・獣医，7名古屋大・院理）

16:30

16:45 1pA-12
クラミドモナスにおける PGRL1と PGR5の
関係
高橋拓子1，佐藤鉄斗2，伊藤優希2，吉田啓亮3，桶
川友季4，得津隆太郎5，日原由香子1（1埼玉大学
大学院・理工学研究科，2埼玉大学・理学部・分子
生物，3東京科学大学・総合研究院・化学生命科
学研究所，4岡山大学・資源植物科学研究所，5北
里大学・獣医学部）

1pC-12 仝
Decoding Long-Distance Immune Signaling of
Chitin-Induced Systemic Resistance in Rice
Micah Lagat1, Tomoyuki Furuta1, Naoki Yamaji1,
Hironori Kaminaka2, Hideki Nishimura1, Yoji
Kawano1 (1Institute of Plant Science and
Resources, Okayama University, Okayama,
2Faculty of Agriculture, Tottori University,
Tottori, Japan)

1pE-12 仝
From ER Sheets to Shoots: Membrane
Remodeling and Control in Moss
Prerna Singh1,2, Tomomichi Fujita1

(1Faculty of Science, Hokkaido
University, 2Institute for the
Advancement of Higher Education,
Hokkaido University)

1pH-12
気温の日周変動経験によって生じるコ
ムギの組織特異的なフルクタン応答
菊地拓真1，Jan Felix Gehrke2，小竹敬久1，
高橋大輔1（1埼玉大・院理工，2ウルム大・
生物）

16:45
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09:00 2aA-01
リスケタンパク質変異による Photosynthetic
controlの段階的制御変異株
小澤真一郎1，Felix Buchert2，Michael Hippler1,2

（1岡山大学資源植物科学研究所，2IPBB，ミュン
スター大学）

2aB-01 仝
Molecular Characterization and Structural
Insights of SiCAD1 Gene in Indonesian Foxtail
Millet (Setaria italica)
Sintho Wahyuning Ardie1, M Reza Pahlevi2,
Ramadaniarto Rizqullah2, Daisuke Tsugama3

(1Department of Agronomy and Horticulture,
Faculty of Agriculture, IPB University, Indonesia,
2Plant Breeding and Biotechnology Study
Program, Graduate School, IPB University,
Indonesia, 3Asian Research Center for
Bioresource and Environmental Sciences (ARC-
BRES), Graduate School of Agricultural and Life
Sciences, The University of Tokyo, Japan)

2aC-01
ブドウベト病菌 Plasmopara viticolaに対する気
孔免疫の解析
三俣好令1，郑伟1，张雪楠1，张娆1,2，叶文秀1（1北
京大・現代農業研究院，2青島農業大・生命科学）

2aD-01
シロイヌナズナ孔辺細胞における非光合成系
葉緑体タンパク質輸送体 TOC132の機能解析
豊村凌佐，宋普錫，山柿将，西村さくら，成松丈，
射場厚，祢冝淳太郎（九州大・院・理）

2aE-01 仝
The Arabidopsis AN-GRF module
governs body plan establishment through
organ boundary control
Ryoka Tsuru1, Hirokazu Tsukaya2, Gorou
Horiguchi1,3 (1Dept. Biol., Coll. Sci.,
Rikkyo Univ., 2Grad. Sch. Sci., Univ.
Tokyo, 3Cent. Life Sci., Coll. Sci., Rikkyo
Univ.)

2aF-01
寄生植物ネナシカズラの花成における
宿主同調性と自律的制御の分子機構
高川仁起1，横山俊哉2，浅岡真理子2，西谷
和彦2，阿部光知3，横山隆亮1（1東北大・
院・生命科学，2神奈川大・理，3東京大・院
総合文化）

2aG-01
並列グロースチャンバーシステムを用
いた様々な環境条件下におけるイソプ
レン放出の体系的測定
李俊男1，関本奏子2，福山大輔2，斉藤拓
也3，永野惇4,5（1龍大・農，2横浜市立大・
理，3国環研・地球システム領域，4名古屋
大・生物機能開発利用研究センター，5慶
應大・先端生命科学研究所）

2aH-01
無人フェノタイピングによる野生イネ
の干ばつ適応機構の解明
相馬史幸1，川原善浩2，七夕高也3，林篤
司4，木富悠花1，高地伸夫4，山本英司1，田
中伸裕1，根岸美智哉4，徳田献一4，坂井寛
章2，宇賀優作1（1農研機構・作物研究部
門，2農研機構・高度分析研究センター，
3かずさDNA研究所，4農研機構・農業ロボ
ティクス研究センター）
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09:00

09:15 2aA-02 仝
Cytochrome b6f influences linear electron flow
through lateral distribution and modulates STT7
activity via a phosphorylation feedback loop
Michael Hippler1,3, Afifa Zaeem1, Davide
Tamborrini2, Martin Scholz1, Wojciech
Wietrzynski2, Markus Schwarzländer1, Shin-
Ichiro Ozawa3, Ben Engel2, Felix Buchert1

(1Institute of Plant Biology and Biotechnology,
University of Münster, 48143 Münster,
Germany, 2Biozentrum, University of Basel,
Spitalstrasse 41, 4056 Basel, Switzerland.,
3Institute of Plant Science and Resources,
Okayama University, Kurashiki, Japan)

2aB-02
原生木部道管二次壁パターン形成における微
小管プラス端制御の重要性
家門絵理1，Ya Ma2，米田新3，出村拓3,4，大谷美沙
都2,3,4,5（1立命館大・生命，2東大・新領域，3奈良先
端大・バイオ，4理研・CSRS，5東大・理）

2aC-02 仝
Cell death-mediated plant immunity against
hemibiotrophic fungal pathogen infection
Katsuma Yonehara1,2, Naoyoshi Kumakura1,
Benjamin Cole3, Hatsune Morinaka1, Ayako
Kawamura1, Akira Iwase1, Keiko Sugimoto1,
Dongbo Shi1,5, Gitta Coaker4, Ken Shirasu1,2

(1CSRS, RIKEN, Japan, 2Grad. Sch. Sci., Univ.
Tokyo, Japan, 3DOE JGI, Lawrence Berkeley Natl.
Lab., USA, 4Dept. Plant Pathol., Univ. California,
USA, 5Inst. Pioneering Research, RIKEN, Japan)

2aD-02
孔辺細胞における CO2依存的なデンプン顆粒
分解反応の動態解析及びその制御因子の探索
本田智海，大隈玲央奈，成松丈，射場厚，祢冝淳
太郎（九州大・院・理）

2aE-02
TCP転写因子がアポプラスト酸性化を
促進して細胞伸長を駆動する
小山知嗣1，國枝正2,3，豊永宏美1，延原美
香1，光田展隆4，曽我康一5，石田順子6，関
原明6，高橋宏二7,8，木下俊則7,8，別所歩
武2，出村拓2,3，高木優9（1（公財）サント
リー生命科学財団・生有研，2奈良先端
大・バイオサイエンス，3奈良先端大・デ
ジタルグリーンイノベーションセン
ター，4産総研・バイオものづくり研究セ
ンター，5大阪公立大・院理学，6理化学研
究所・環境資源科学研究センター，7名古
屋大・院理学，8名古屋大・トランスフォー
マティブ生命分子研究所，9National
Cheng Kung University, College of
Bioscience and Biotechnology）

2aF-02
シロイヌナズナの蜜腺発達における
MACCHI-BOU4遺伝子の転写制御
太田崚介，山口暢俊，伊藤寿朗（奈良先端
科学技術大学院大学先端科学技術研究
科）

2aG-02 仝
Mobile Glutamate Activates
GLUTAMATE RECEPTOR-LIKE
Channels to Orchestrate Systemic
Wound Signals
Rimsha Ishaq1, Gen Hirohara1, Takuma
Hagihara1, Keitaro Tanoi2,3, Masatsugu
Toyota1,4,5 (1Dept. Biochem. Mol. Biol.,
Saitama Univ., 2Grad. Sch. Agric. Life Sci.,
Univ. Tokyo, 3F-REI, 4SunRiSE, Suntory
Fdn. Life Sci., 5Coll. Plant Sci. Technol.,
Huazhong Agric. Univ.)

2aH-02
水陸両生植物 Rorippa aquatica の水没下
でのガス交換を支えるクチクラ可塑性
池松朱夏1，辻野建貴1，南井啓太1，嶋田叶
夢1，坂本智昭1，信澤岳2，木村成介1（1京産
大 生命科学，2広島大・院統合生命科学）

09:15

09:30 2aA-03
Synechococcus elongatus PCC 7942における
HCO3

-輸送活性の低温応答
高谷信之，小俣達男，愛知真木子（中部大・応用
生物）

2aB-03 仝
Mechanical adaptation of A. thaliana root to
sucrose supply
Liyu Deng1, Yunshu Wang2, Yuta Nakagawa3,
Andres Aguilar Ariza2, Tomomichi Fujita4,
Shumpei Hayashi5, Akihiro Isozaki3, Keisuke
Goda3,6,7, Hirotaka Hida5, Toru Fujiwara2, Marcel
Beier8 (1Grad. Sch. Life Science, Hokkaido
University, 2Dep. Appl. Biol. Chem., Grad. Sch.
Agri. Life Sci., The University of Tokyo, 3Dep.
Chem, Grad. Sch. Sci, The University of Tokyo,
4Fac. Sci. Hokkaido University, 5Dep. Mech. Eng.,
Grad. Sch. Kobe University, 6Dep. Bioeng.
Samueli Sch Eng. University of California, 7Inst.
Tech. Sci., Wuhan University, 8SPMDR Unit, F-
REI)

2aC-03 仝
A novel polyketide biosynthetic enzyme complex
produces dihydroxyhexanoic acid and regulates
turgor pressure in appressoria
Naoyoshi Kumakura1, Takayuki Motoyama1,
Keisuke Miyazawa2,3, Toshihiko Nogawa1,
Katsuma Yonehara1,4, Kaori Sakai5, Nobuaki
Ishihama1, Kaisei Matsumori3,4, Pamela Gan1,
Hiroyuki Koshino1, Takeshi Fukuma2,3, Richard
O’Connell5, Ken Shirasu1,4 (1RIKEN CSRS, 2Inst.
Sci. Eng., Kanazawa Univ., 3WPI-NanoLSI,
Kanazawa Univ., 4Grad. Sch. Sci., Tokyo Univ.,
5Univ. Paris-Saclay, INRAE)

2aD-03
miRNA経路はクラミドモナスにおける母性葉
緑体 DNA遺伝を制御する
西山喜之，松本佳奈，山崎朋人（高知大・理工）

2aE-03 仝
Investigation of the molecular
mechanisms of Arabidopsis petiole
formation based on RNA-seq
Yujie Zhao, Hokuto Nakayama, Hirokazu
Tsukaya (Grad. Sch. Sci., Univ. Tokyo)

2aF-03
EIN3-ORE1経路を介したエチレンによ
る花弁脱離制御機構の解明
古田優生，山口暢俊，伊藤寿朗（奈良先端
大・バイオ）

2aG-03
食虫植物モウセンゴケの活動電位を介
した捕虫運動の分子メカニズム
瀬上紹嗣1,2，落合由裕2，Peng Chen2，Hui
Liu2，松田陸玖3，Liechi Zhang1，大井祥
子1，須田啓4，豊田正嗣4，長谷部光泰1,2

（1基生研，2総研大・基礎生物，3名古屋大・
院理学，4埼玉大・院理工学）

2aH-03 仝
The Conservation of ETR-HK-B3-Raf-
SnRK2 Signaling Framework in Algae
Uncovers Drought Resilience
Mechanisms that Enabled the Transition
from Aquatic to Terrestrial Habitats
Mohammed Arif Sadik Polash1,2, Yuto
Yamazaki1, Hideo Kimura1, Md. Masudul
Karim1,3, Koichi Hori4, Hiroyuki Ohta4,
Jun Minagawa5, Hidetoshi Sakayama6,
Tomoaki Nishiyama7, Yoichi Sakata8,
Daisuke Takezawa1 (1Graduate School of
Science and Engineering, Saitama
University, Shimo-ohkubo 255, Sakura-ku,
Saitama, 338-8570, Japan, 2Department of
Crop Botany, Khulna Agricultural
University, Khulna-9202, Bangladesh,
3Department of Crop Botany, Bangladesh
Agricultural University,
Mymensingh-2202, Bangladesh, 4School
of Life Science and Technology, Institute
of Science Tokyo, 2 Chome-12-1,
Ookayama, Meguro City, Tokyo, 152-8550,
Japan, 5National Institute of Basic Biology,
38 Nishigokana Myodaiji, Okazaki,
444-8585, Japan, 6Graduate School of
Science, Kobe University, 1-1, Rokkodai-
Cho, Nada-ku, Kobe, 657-8501, Japan,
7School of Science, University of Toyama,
2630, Sugitani, Toyama-Shi, Toyama,
930-0194, Japan, 8Department of
Bioscience, Tokyo University of
Agriculture, 1-1-1 Sakuragaoka, Setagaya-
ku, Tokyo 156-8502, Japan)

09:30

09:45 2aA-04
光合成酸素発生速度と光合成電子伝達速度の
解析による水陸両生植物 Hygrophila difformis
における CO2–concentrating mechanismの評価
堀口元気1，野口航2（1東京農工大・農学，2東京薬
科大・生命）

2aB-04
シロイヌナズナ TPFLAタンパク質の構造とエ
キシン形成における機能
熊澤華歩1，西原誠也1，鍋田紗妃1，上木望路1，土
田航平1，國枝正2，上田晴子3，石黒澄衞1（1名大・
生命農，2奈良先端大・バイオサイエンス，3甲南
大・理工）

2aC-04 仝
Transcriptomic Insights into Broad-Spectrum
Resistance of Luffa to Field-Isolated Fusarium
Wilt Isolates in Taiwan
Yu-Xuan Jiang1, Che-Han Chu1, Wen-Hsin
Chung2, Shu-Yun Chen1 (1Department of
Agronomy, Nantional Chung Hsing University,
Taiwan, 2Department of Plant Pathology,
Nantional Chung Hsing University, Taiwan)

2aD-04
ppGppの蓄積量の違いが，植物における転写・
代謝の再プログラミングを介して，生育の違い
を引き起こす
根本岳忠1，尾亦雄斗1，迫田和馬2，小嶋美紀子3，
榊原均3,4，及川彰3,5，今村壮輔2，増田真二1（1東京
科学大学・生命理工，2NTT株式会社 宇宙環境エ
ネルギー研究所，3理研，CSRS，4名大・院・生命農
学，5京大・院・農学）

2aE-04 仝
Inferring cell division events from cell
geometry: A revision of classical cell
division rules
Zining Wang1, Yujie Zhao1, Yasuhiro
Inoue2, Atsushi Mochizuki3, Hirokazu
Tsukaya1 (1Grad. Sch. Sci., Univ. Tokyo,
2Dept. Micro Eng., Kyoto Univ., 3Inst.
Front. Life Med. Sci., Kyoto Univ.)

2aF-04
シロイヌナズナにおける種間生殖障壁
に関連した雌しべ側因子の機能解析
柗浦司1，加藤義宣1，白澤健太2，森桂代1，
高山誠司1，藤井壮太1,3（1東大院・農生，
2かずさDNA研究所，3サントリー
SunRise）

2aG-04
glabrous1は風化促進による生長促進効
果の制御因子である
上田実1，戸高大輔1，高橋聡史1，石田順
子1，田中真帆1，池田時浩2，鈴木恵子3，三
輪美沙子4，内山剛志5，石丸泰寛5，佐山和
弘6，魚住信之5，松山成男4，永野惇7,8，菊
野日出彦9，関原明1,10,11（1理研CSRS，2理
研仁科センター，3理研CEMS，4東北大・
院工・量子，5東北大・院工・バイオ工学，
6産総研GZR，7名大・生物機能センター，
8慶應大・IAB，9東京農大宮古亜熱帯農
場，10横浜市大・木原生研，11埼玉大・院・
理工）

2aH-04
シロイヌナズナ DMP1は細胞外小胞を
介して乾燥応答での長距離シグナルを
制御する
大谷晴香1，井上和奏1，菊地美帆2，佐藤繭
子3，豊岡公徳3，鈴木健裕3，堂前直3，高橋
史憲1,2（1東京理科大・院先進工，2東京理
科大・先進工，3理研・CSRS）

09:45
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09:00 2aA-01
リスケタンパク質変異による Photosynthetic
controlの段階的制御変異株
小澤真一郎1，Felix Buchert2，Michael Hippler1,2

（1岡山大学資源植物科学研究所，2IPBB，ミュン
スター大学）

2aB-01 仝
Molecular Characterization and Structural
Insights of SiCAD1 Gene in Indonesian Foxtail
Millet (Setaria italica)
Sintho Wahyuning Ardie1, M Reza Pahlevi2,
Ramadaniarto Rizqullah2, Daisuke Tsugama3

(1Department of Agronomy and Horticulture,
Faculty of Agriculture, IPB University, Indonesia,
2Plant Breeding and Biotechnology Study
Program, Graduate School, IPB University,
Indonesia, 3Asian Research Center for
Bioresource and Environmental Sciences (ARC-
BRES), Graduate School of Agricultural and Life
Sciences, The University of Tokyo, Japan)

2aC-01
ブドウベト病菌 Plasmopara viticolaに対する気
孔免疫の解析
三俣好令1，郑伟1，张雪楠1，张娆1,2，叶文秀1（1北
京大・現代農業研究院，2青島農業大・生命科学）

2aD-01
シロイヌナズナ孔辺細胞における非光合成系
葉緑体タンパク質輸送体 TOC132の機能解析
豊村凌佐，宋普錫，山柿将，西村さくら，成松丈，
射場厚，祢冝淳太郎（九州大・院・理）

2aE-01 仝
The Arabidopsis AN-GRF module
governs body plan establishment through
organ boundary control
Ryoka Tsuru1, Hirokazu Tsukaya2, Gorou
Horiguchi1,3 (1Dept. Biol., Coll. Sci.,
Rikkyo Univ., 2Grad. Sch. Sci., Univ.
Tokyo, 3Cent. Life Sci., Coll. Sci., Rikkyo
Univ.)

2aF-01
寄生植物ネナシカズラの花成における
宿主同調性と自律的制御の分子機構
高川仁起1，横山俊哉2，浅岡真理子2，西谷
和彦2，阿部光知3，横山隆亮1（1東北大・
院・生命科学，2神奈川大・理，3東京大・院
総合文化）

2aG-01
並列グロースチャンバーシステムを用
いた様々な環境条件下におけるイソプ
レン放出の体系的測定
李俊男1，関本奏子2，福山大輔2，斉藤拓
也3，永野惇4,5（1龍大・農，2横浜市立大・
理，3国環研・地球システム領域，4名古屋
大・生物機能開発利用研究センター，5慶
應大・先端生命科学研究所）

2aH-01
無人フェノタイピングによる野生イネ
の干ばつ適応機構の解明
相馬史幸1，川原善浩2，七夕高也3，林篤
司4，木富悠花1，高地伸夫4，山本英司1，田
中伸裕1，根岸美智哉4，徳田献一4，坂井寛
章2，宇賀優作1（1農研機構・作物研究部
門，2農研機構・高度分析研究センター，
3かずさDNA研究所，4農研機構・農業ロボ
ティクス研究センター）
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09:00

09:15 2aA-02 仝
Cytochrome b6f influences linear electron flow
through lateral distribution and modulates STT7
activity via a phosphorylation feedback loop
Michael Hippler1,3, Afifa Zaeem1, Davide
Tamborrini2, Martin Scholz1, Wojciech
Wietrzynski2, Markus Schwarzländer1, Shin-
Ichiro Ozawa3, Ben Engel2, Felix Buchert1

(1Institute of Plant Biology and Biotechnology,
University of Münster, 48143 Münster,
Germany, 2Biozentrum, University of Basel,
Spitalstrasse 41, 4056 Basel, Switzerland.,
3Institute of Plant Science and Resources,
Okayama University, Kurashiki, Japan)

2aB-02
原生木部道管二次壁パターン形成における微
小管プラス端制御の重要性
家門絵理1，Ya Ma2，米田新3，出村拓3,4，大谷美沙
都2,3,4,5（1立命館大・生命，2東大・新領域，3奈良先
端大・バイオ，4理研・CSRS，5東大・理）

2aC-02 仝
Cell death-mediated plant immunity against
hemibiotrophic fungal pathogen infection
Katsuma Yonehara1,2, Naoyoshi Kumakura1,
Benjamin Cole3, Hatsune Morinaka1, Ayako
Kawamura1, Akira Iwase1, Keiko Sugimoto1,
Dongbo Shi1,5, Gitta Coaker4, Ken Shirasu1,2

(1CSRS, RIKEN, Japan, 2Grad. Sch. Sci., Univ.
Tokyo, Japan, 3DOE JGI, Lawrence Berkeley Natl.
Lab., USA, 4Dept. Plant Pathol., Univ. California,
USA, 5Inst. Pioneering Research, RIKEN, Japan)

2aD-02
孔辺細胞における CO2依存的なデンプン顆粒
分解反応の動態解析及びその制御因子の探索
本田智海，大隈玲央奈，成松丈，射場厚，祢冝淳
太郎（九州大・院・理）

2aE-02
TCP転写因子がアポプラスト酸性化を
促進して細胞伸長を駆動する
小山知嗣1，國枝正2,3，豊永宏美1，延原美
香1，光田展隆4，曽我康一5，石田順子6，関
原明6，高橋宏二7,8，木下俊則7,8，別所歩
武2，出村拓2,3，高木優9（1（公財）サント
リー生命科学財団・生有研，2奈良先端
大・バイオサイエンス，3奈良先端大・デ
ジタルグリーンイノベーションセン
ター，4産総研・バイオものづくり研究セ
ンター，5大阪公立大・院理学，6理化学研
究所・環境資源科学研究センター，7名古
屋大・院理学，8名古屋大・トランスフォー
マティブ生命分子研究所，9National
Cheng Kung University, College of
Bioscience and Biotechnology）

2aF-02
シロイヌナズナの蜜腺発達における
MACCHI-BOU4遺伝子の転写制御
太田崚介，山口暢俊，伊藤寿朗（奈良先端
科学技術大学院大学先端科学技術研究
科）

2aG-02 仝
Mobile Glutamate Activates
GLUTAMATE RECEPTOR-LIKE
Channels to Orchestrate Systemic
Wound Signals
Rimsha Ishaq1, Gen Hirohara1, Takuma
Hagihara1, Keitaro Tanoi2,3, Masatsugu
Toyota1,4,5 (1Dept. Biochem. Mol. Biol.,
Saitama Univ., 2Grad. Sch. Agric. Life Sci.,
Univ. Tokyo, 3F-REI, 4SunRiSE, Suntory
Fdn. Life Sci., 5Coll. Plant Sci. Technol.,
Huazhong Agric. Univ.)

2aH-02
水陸両生植物 Rorippa aquatica の水没下
でのガス交換を支えるクチクラ可塑性
池松朱夏1，辻野建貴1，南井啓太1，嶋田叶
夢1，坂本智昭1，信澤岳2，木村成介1（1京産
大 生命科学，2広島大・院統合生命科学）

09:15

09:30 2aA-03
Synechococcus elongatus PCC 7942における
HCO3

-輸送活性の低温応答
高谷信之，小俣達男，愛知真木子（中部大・応用
生物）

2aB-03 仝
Mechanical adaptation of A. thaliana root to
sucrose supply
Liyu Deng1, Yunshu Wang2, Yuta Nakagawa3,
Andres Aguilar Ariza2, Tomomichi Fujita4,
Shumpei Hayashi5, Akihiro Isozaki3, Keisuke
Goda3,6,7, Hirotaka Hida5, Toru Fujiwara2, Marcel
Beier8 (1Grad. Sch. Life Science, Hokkaido
University, 2Dep. Appl. Biol. Chem., Grad. Sch.
Agri. Life Sci., The University of Tokyo, 3Dep.
Chem, Grad. Sch. Sci, The University of Tokyo,
4Fac. Sci. Hokkaido University, 5Dep. Mech. Eng.,
Grad. Sch. Kobe University, 6Dep. Bioeng.
Samueli Sch Eng. University of California, 7Inst.
Tech. Sci., Wuhan University, 8SPMDR Unit, F-
REI)

2aC-03 仝
A novel polyketide biosynthetic enzyme complex
produces dihydroxyhexanoic acid and regulates
turgor pressure in appressoria
Naoyoshi Kumakura1, Takayuki Motoyama1,
Keisuke Miyazawa2,3, Toshihiko Nogawa1,
Katsuma Yonehara1,4, Kaori Sakai5, Nobuaki
Ishihama1, Kaisei Matsumori3,4, Pamela Gan1,
Hiroyuki Koshino1, Takeshi Fukuma2,3, Richard
O’Connell5, Ken Shirasu1,4 (1RIKEN CSRS, 2Inst.
Sci. Eng., Kanazawa Univ., 3WPI-NanoLSI,
Kanazawa Univ., 4Grad. Sch. Sci., Tokyo Univ.,
5Univ. Paris-Saclay, INRAE)

2aD-03
miRNA経路はクラミドモナスにおける母性葉
緑体 DNA遺伝を制御する
西山喜之，松本佳奈，山崎朋人（高知大・理工）

2aE-03 仝
Investigation of the molecular
mechanisms of Arabidopsis petiole
formation based on RNA-seq
Yujie Zhao, Hokuto Nakayama, Hirokazu
Tsukaya (Grad. Sch. Sci., Univ. Tokyo)

2aF-03
EIN3-ORE1経路を介したエチレンによ
る花弁脱離制御機構の解明
古田優生，山口暢俊，伊藤寿朗（奈良先端
大・バイオ）

2aG-03
食虫植物モウセンゴケの活動電位を介
した捕虫運動の分子メカニズム
瀬上紹嗣1,2，落合由裕2，Peng Chen2，Hui
Liu2，松田陸玖3，Liechi Zhang1，大井祥
子1，須田啓4，豊田正嗣4，長谷部光泰1,2

（1基生研，2総研大・基礎生物，3名古屋大・
院理学，4埼玉大・院理工学）

2aH-03 仝
The Conservation of ETR-HK-B3-Raf-
SnRK2 Signaling Framework in Algae
Uncovers Drought Resilience
Mechanisms that Enabled the Transition
from Aquatic to Terrestrial Habitats
Mohammed Arif Sadik Polash1,2, Yuto
Yamazaki1, Hideo Kimura1, Md. Masudul
Karim1,3, Koichi Hori4, Hiroyuki Ohta4,
Jun Minagawa5, Hidetoshi Sakayama6,
Tomoaki Nishiyama7, Yoichi Sakata8,
Daisuke Takezawa1 (1Graduate School of
Science and Engineering, Saitama
University, Shimo-ohkubo 255, Sakura-ku,
Saitama, 338-8570, Japan, 2Department of
Crop Botany, Khulna Agricultural
University, Khulna-9202, Bangladesh,
3Department of Crop Botany, Bangladesh
Agricultural University,
Mymensingh-2202, Bangladesh, 4School
of Life Science and Technology, Institute
of Science Tokyo, 2 Chome-12-1,
Ookayama, Meguro City, Tokyo, 152-8550,
Japan, 5National Institute of Basic Biology,
38 Nishigokana Myodaiji, Okazaki,
444-8585, Japan, 6Graduate School of
Science, Kobe University, 1-1, Rokkodai-
Cho, Nada-ku, Kobe, 657-8501, Japan,
7School of Science, University of Toyama,
2630, Sugitani, Toyama-Shi, Toyama,
930-0194, Japan, 8Department of
Bioscience, Tokyo University of
Agriculture, 1-1-1 Sakuragaoka, Setagaya-
ku, Tokyo 156-8502, Japan)

09:30

09:45 2aA-04
光合成酸素発生速度と光合成電子伝達速度の
解析による水陸両生植物 Hygrophila difformis
における CO2–concentrating mechanismの評価
堀口元気1，野口航2（1東京農工大・農学，2東京薬
科大・生命）

2aB-04
シロイヌナズナ TPFLAタンパク質の構造とエ
キシン形成における機能
熊澤華歩1，西原誠也1，鍋田紗妃1，上木望路1，土
田航平1，國枝正2，上田晴子3，石黒澄衞1（1名大・
生命農，2奈良先端大・バイオサイエンス，3甲南
大・理工）

2aC-04 仝
Transcriptomic Insights into Broad-Spectrum
Resistance of Luffa to Field-Isolated Fusarium
Wilt Isolates in Taiwan
Yu-Xuan Jiang1, Che-Han Chu1, Wen-Hsin
Chung2, Shu-Yun Chen1 (1Department of
Agronomy, Nantional Chung Hsing University,
Taiwan, 2Department of Plant Pathology,
Nantional Chung Hsing University, Taiwan)

2aD-04
ppGppの蓄積量の違いが，植物における転写・
代謝の再プログラミングを介して，生育の違い
を引き起こす
根本岳忠1，尾亦雄斗1，迫田和馬2，小嶋美紀子3，
榊原均3,4，及川彰3,5，今村壮輔2，増田真二1（1東京
科学大学・生命理工，2NTT株式会社 宇宙環境エ
ネルギー研究所，3理研，CSRS，4名大・院・生命農
学，5京大・院・農学）

2aE-04 仝
Inferring cell division events from cell
geometry: A revision of classical cell
division rules
Zining Wang1, Yujie Zhao1, Yasuhiro
Inoue2, Atsushi Mochizuki3, Hirokazu
Tsukaya1 (1Grad. Sch. Sci., Univ. Tokyo,
2Dept. Micro Eng., Kyoto Univ., 3Inst.
Front. Life Med. Sci., Kyoto Univ.)

2aF-04
シロイヌナズナにおける種間生殖障壁
に関連した雌しべ側因子の機能解析
柗浦司1，加藤義宣1，白澤健太2，森桂代1，
高山誠司1，藤井壮太1,3（1東大院・農生，
2かずさDNA研究所，3サントリー
SunRise）

2aG-04
glabrous1は風化促進による生長促進効
果の制御因子である
上田実1，戸高大輔1，高橋聡史1，石田順
子1，田中真帆1，池田時浩2，鈴木恵子3，三
輪美沙子4，内山剛志5，石丸泰寛5，佐山和
弘6，魚住信之5，松山成男4，永野惇7,8，菊
野日出彦9，関原明1,10,11（1理研CSRS，2理
研仁科センター，3理研CEMS，4東北大・
院工・量子，5東北大・院工・バイオ工学，
6産総研GZR，7名大・生物機能センター，
8慶應大・IAB，9東京農大宮古亜熱帯農
場，10横浜市大・木原生研，11埼玉大・院・
理工）

2aH-04
シロイヌナズナ DMP1は細胞外小胞を
介して乾燥応答での長距離シグナルを
制御する
大谷晴香1，井上和奏1，菊地美帆2，佐藤繭
子3，豊岡公徳3，鈴木健裕3，堂前直3，高橋
史憲1,2（1東京理科大・院先進工，2東京理
科大・先進工，3理研・CSRS）

09:45
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10:00 2aA-05
一葉植物モノフィレアの子葉の運命決定にお
ける光合成の役割
中村駿志1，相馬愛2，田野井慶太朗2，塚谷裕一1

（1東京大・院・理，2東京大・院・農）

2aB-05 仝
In situ cell wall-cuticle continuum analysis of
intact Arabidopsis thaliana organs with attenuated
total reflection Fourier transform infrared
microspectroscopy
Hidemasa Teraoka1, Shota Saito1, Naoki
Numadate2, Yoshimi Oshima3 (1Grad. Sch. Arts &
Sci., Univ. Tokyo, 2Inst. Pure & Applied Sci.,
Tsukuba Univ., 3Biomanufacturing Process Res.
Cent., AIST)

2aC-05 仝
Breaking Defenses: Unraveling Effector
Diversity in Wheat Leaf Rust
Ankita Shree, Priyanka Kumari, Hasnain Raghib
Hassan, Manish Kumar, Kunal Mukhopadhyay
(Birla Institute of Technology)

2aD-05
葉緑体の機械受容チャネルMSL2は孔辺細胞
葉緑体の浸透圧調節に関わる
山花美穂1，東垣温1，田中智佳子1，山崎加奈子1，
石崎陽子1，坂本勇貴2，椎名隆1（1摂南大・院農，2信
州大・理）

2aE-05
表皮において生成される極長鎖脂肪酸
関連物質を介した非細胞自律的な器官
成長調節機構
信澤岳1，加藤壮英2，梅田正明2，森田（寺
尾）美代3，草場信1（1広島大・院統合生命，
2奈良先端大・先端科学技術，3自然科学
研究機構・基生研）

2aF-05
シロイヌナズナの受精前障壁における
雌しべ側因子と相互作用する花粉側因
子の同定
平野和喜1，三浦大樹1，長江拓也2，高山誠
司1，藤井壮太1,3（1東大・院農，2理研・
CSRS，3サントリーSunRiSE）

2aG-05
新奇な時計周期短縮化合物の解析
藤川光衣1，山口潤一郎2，松尾宏美1，中道
範人1（1名古屋大学大学院生命農学研究
科，2早稲田大学理工学術院）

2aH-05 仝
Improving drought stress tolerance of
cotton by using ethanol application
Farhan Aziz1,2, Daisuke Todaka1, Maho
Tanaka1, Satoshi Takahashi1, Khurram
Bashir1,2, Motoaki Seki1,3,4 (1Plant
Genomic Network Research Team,
RIKEN Center for Sustainable Resource
Science, 1-7-22 Suehiro-cho, Tsurumi-ku,
Yokohama, Kanagawa 230-0045, Japan,
2Department of Life Sciences, Lahore
University of Management Sciences,
DHA Phase 5, Lahore 54792, Pakistan,
3Kihara Institute for Biological Research,
Yokohama City University, 641-12
Maioka-cho, Totsuka-ku, Yokohama,
Kanagawa 244-0813, Japan, 4Graduate
School of Science and Engineering,
Saitama University, Saitama, Saitama,
338-8570, Japan)
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10:00

10:15 2aA-06
海洋性珪藻 Phaeodactylum tricornutumの新規
PyShell構成因子の機能解析
豊島正和1，嶋川銀河2，松田祐介1（1関西学院大・
生命環境，2神戸大・院農）

2aB-06
MYB16発現植物における細胞壁–クチクラ連
続体の構造変化：化学構造解析とトランスクリ
プトーム解析
大島良美1,2，羽馬哲也3，谷口創3，瀧口裕子1，坂
本真吾1，津山濯1,4，菅野茂夫1，光田展隆1（1産総
研・バイオものづくり，2科学技術振興機構・さ
きがけ，3東大院・総合文化，4宮崎大・農学部）

2aC-06 仝
Identification and characterization of the effector
for the paired NLRs Pit1 and Pit2
Alfino Sebastian1, Motoki Shimizu2, Nobuko
Yasuda3, Ryohei Terauchi4, Fumi Fukada1, Yoji
Kawano1 (1Institute of Plant Science and
Resources, Okayama University, Japan, 2Iwate
Biotechnology Research Center, Japan, 3National
Agriculture and Food Research Organization,
Japan, 4Laboratory of Crop Evolution, Kyoto
University, Japan)

2aD-06
チラコイド膜脂質合成は葉緑体の光合成関連
遺伝子の発現にどのように関与するのか
野戸康生1，上床理紗2，萩原侑輝1，新井田悟3，山
田くるみ3，高林厚史4，小林康一5，永田典子2，藤
井祥1,3（1弘前大・院農学生命，2日本女子大・院
理，3弘前大・農学生命，4北大・低温研，5大阪公
大・国際基幹教育）

2aE-06
表皮細胞分化とマスター転写因子の活
性抑制
髙田忍1，吉田彩香1，飯田浩行1,2（1大阪大
学・理学部・生物，2へルシンキ大学生物
環境科学部）

2aF-06 仝
A Novel Arabidopsis Protein, POTI, Plays
an Important Role in Maintaining the
Integrity of PollenTubes
Natalia Julia Rzepecka1, Yoko Ito3, Emi
Ito3,4,5, Tomohiro Uemura2 (1Faculty of
Core Research, Ochanomizu Univ.,
2Graduate School of Humanities and
Sciences, Ochanomizu Univ., 3Institute
for Human Life Sciences, Ochanomizu
Univ., 4Division of Cellular Dynamics,
NIBB, 5Basic Biology Program, Graduate
Institute for Advanced Studies,
SOKENDAI)

2aG-06
CKL遺伝子群は高温下での時計の周期
長調節に関わる
中道範人，山田麻祐子，松尾宏美，前田明
里，村中智明（名古屋大・院生命農）

2aH-06
新規の気孔開口阻害剤を用いた光によ
る気孔開口のシグナル伝達経路の解析
と植物への乾燥耐性付与
辛洸徹1，相原悠介2,3，深津孝平1，藤茂雄4，
村上彗5，林優紀1，佐藤綾人2,6，木下俊則1,2

（1名古屋大・院理学，2名古屋大・WPI-
ITbM，3神戸大・院理学，4名城大・農学，5関
西学院大・理学，6名古屋大・COMIT）

10:15

10:30 2aA-07
海洋性珪藻 Phaeodactylum tricornutumの
bestrophinの局在と機能
丹羽賀鈴，仁岸みのり，松田祐介（関学大・院理
工）

2aB-07
細胞形態形成に基づくイネ茎の洪水耐性機構
の組織化学的解析
森孝介1，伊藤里緒2，芦苅基行3，永井啓祐3（1名
大・院生命農学，2名大・農，3名大・生物セ）

2aC-07 仝
Neofunctionalization of the RGF peptide signaling
pathway drives haustorial organogenesis in
parasitic plants
Max Fishman1, Anne Greifenhagen1, Takanori
Wakatake1, Anuphon Laohavisit1, Ryoko
Hiroyama1, Sachiko Masuda1, Arisa Shibata1,
Satoko Yoshida2, Ken Shirasu1,3 (1RIKEN, Center
for Sustainable Resource Science, 2Nara Institute
of Science and Technology, 3Graduate School of
Science, University of Tokyo)

2aD-07
エチオプラスト-葉緑体分化における酸性リン
脂質 PGおよび酸性糖脂質 SQDGの役割
吉原晶子1，上床理紗2，小林啓子2，永田典子2，小
林康一1（1大阪公大・院理，2日本女子大・理学）

2aE-07
HD-ZIP IV型転写因子による葉表皮細
胞運命のバランス制御機構の解析
永田賢司1，宮下貴文2，岩元明敏2,3，髙橋
卓4，阿部光知1（1東大・院総合文化，2神奈
川大・院理，3神奈川大・理・生物，4岡山
大・院自然科学）

2aF-07
シロイヌナズナの精細胞が示すカルシ
ウムスパイクの解析
石田大悟1，杉直也1,2，元村一基3，海老根
一生4，須崎大地1,5，丸山大輔1（1横浜市
大・木原生研，2RDP・ENS-Lyon，3立命館
大・総研，4埼玉大・院理工，5静岡大・理）

2aH-07
低酸素によって誘導されるアブラナ葉
の萎れ回復における根の重要性の調査
高橋奈津美1，横内望美1，髙橋宏和2，中園
幹生2，伊澤かんな1，中村進一1，篠澤章
久1（1東農大・バイオ，2名大院・生命農）

10:30

10:45 2aA-08
海洋性珪藻 Phaeodactylum tricornutumにおける
葉緑体 HCO3

-輸送体候補 PtSLC4-6および
PtSLC4-7の機能解析
二宮水由羽，中島健介，Nawaly Hermanus，松田
祐介（関学大院・理工・生物科学）

2aB-08 仝
Glycosylation-dependent sorting of an
arabinogalactan protein SLEEPING BEAUTY
mediates apical tip growth in Physcomitrium
patens
Chao-Yuan Yu1, Manju Maharjan2, Chao-Hsi Liu3,
Ooi-Kock Teh1 (1Institute of Plant and Microbial
Biology, Academia Sinica, 2Department of Plant
Physiology, Umeå Plant Science Centre, Umeå
University, 3Department of Environmental
Engineering, National Cheng Kung University)

2aC-08
土壌糸状菌類の窒素応答・色素沈着に対するス
トリゴラクトンの影響
杉之尾信吾1，加藤直樹2，長田裕之3，土屋雄一
朗1,4（1名大・院理，2摂南大・農，3理研・CSRS，4名
大・ITbM）

2aD-08
シロイヌナズナの成長制御におけるシアノバ
クテリア FTN2とシロイヌナズナ ARC6の機
能的互換性
小林航太1，宇都僚汰1，稲葉靖子1,2，稲葉丈人1（1宮
崎大・農，2東北大院・生命）

2aE-08 仝
Submergence-Induced Epidermal Cell
Chloroplasts Differentiation in Rorippa
aquatica
Dwi Fajar Sidhiq1, Shuka Ikematsu2,3,
Tomoaki Sakamoto2,3, Seisuke Kimura2,3

(1Grad. Sch. of Life Sci. Kyoto Sangyo
Univ., 2Fac. Life Sci., Kyoto Sangyo Univ.,
3Center for Plant Sci., Kyoto Sangyo
Univ.)

2aF-08
ゼニゴケにおける複数の CNBDを持つ
cAMP受容体 CRMCの機能解析
岩淵蘭々1，中神元希1，山本千愛1，古谷朋
之2，高橋文雄3，笠原賢洋1（1立命館大・
院・生命，2大阪大・院・理，3東邦大・薬）

2aH-08
イネ根における低酸素誘導性の通気組
織形成領域の ABA応答活性解析
小島百香，篠澤章久，伊澤かんな，中村進
一（東農大・院・バイオ）

10:45

11:00 2aA-09
ピレノイド型炭酸脱水酵素の Sorting機構
永松理歩1，嶋川銀河2，松田祐介1（1関学大・院理
工，2神戸大・院農）

2aB-09 仝
Identification of Putative Cell Wall Sensors in
Physcomitrium patens
Chin-Lien Tseng (Institute of Plant and Microbial
Biology, Academia Sinica)

2aC-09
有益糸状菌トリコデルマの根内定着によりシ
ロイヌナズナで発現する誘導全身抵抗性 ISR
には細胞壁完全性の擾乱が関与する
酒井彩衣1，津禰鹿愛花2，大澤薫2，高木桃子2,3，
上中弘典2（1鳥取大・連農，2鳥取大・農，3東大・院
総合文化）

2aD-09
TGN局在型 SNAREである SYP4が制御する
葉緑体機能
田浦愛美1，伊藤容子2，矢守航3，永田典子4，植村
知博1,2,5（1お茶大・院ライフサイエンス，2お茶
大・ヒューマンライフ，3東京大学 大学院農学生
命科学研究科 附属生態調和農学機構，4日本女
子大理学部物質生物科学科，5お茶大基幹研究
院自然科学系）

2aE-09
完全水生植物チシマミズハコベにおけ
る陸生形質の潜在的保持・喪失と水中適
応のゲノム基盤
溝口大樹，古賀皓之，塚谷裕一（東大・院・
理）

2aF-09
ゼニゴケの精子走化性における電位依
存性 Ca2+チャネルホモログ遺伝子
MpVICSPER1の機能解析
森田瑞生1，末次憲之2，河内孝之3，十川太
輔4，大和勝幸4（1近畿大・院生物理工，2東
大・院総合文化，3京都大・院生命科学，4近
畿大・生物理工）

2aH-09
アブラナにおいて低酸素処理により萎
れた葉の回復には ABAが関与する
篠澤章久1，横内望美1，髙橋宏和2，中園幹
生2，伊澤かんな1，中村進一1（1東農大・バ
イオ，2名大院・生命農）

11:00

11:15 2aA-10
NADP-ME型 C4植物でリンゴ酸輸送体として
機能する Bass4タンパク質の同定
横江倫1，東采佳2，伊賀楓花2，古本強1,2（1龍谷大・
院農，2龍谷大・農）

2aB-10 仝
A putative cell wall integrity sensor coordinates
cell cycle progression in Phsycomitrium patens
Ooi-Kock Teh, Yadav Bal Govind (Institute of
Plant and Microbial Biology, Academia Sinica)

2aC-10
根圏常在細菌は細胞外ペプチダーゼを分泌し
て免疫誘導性ペプチドを分解する
稲垣裕介1，島﨑智久1，Ulla Neumann2，牧野由美
子3，森友子3，Sara Christina Stolze4，中神弘史4，
吉田拓也3,5，中野亮平1,4（1北海道大学・院理，
2CeMic, MPIPZ，3基生研・トランスオミクス解
析室，4MPIPZ，5総研大・基礎生物学コース）

2aD-10
Cyanidioschyzon merolaeにおける bZIP型転写
因子の役割
斎藤遥1，田中寛2，岡島俊英3，華岡光正1,4,5（1千葉
大・院園芸・応用生命，2東工大・化生研，3阪大・産
研，4千葉大・植物分子科学研究セ，5千葉大・宇宙
園芸研究セ）

2aE-10
葉肉細胞から道管細胞への分化転換に
おける核小体の発達とその要因
玉木奏哉1，森川龍2，米倉崇晃2，島津舜
治3，近藤侑貴3，杉山宗隆2（1東京大・理・
生物，2東京大・院・理・生物科学，3大阪
大・院・理・生物科学）

2aF-10
REAP1/SWAP70を介した RAB5-ROP
クロストークによる雄性配偶体発生制御
伊藤瑛海1,2,3，ジェペツカ ナタリア4，伊
藤容子3，平野朋子5，海老根一生6，小田祥
久7，佐藤雅彦5，中野明彦8,9，植村知博4,10，
上田貴志1,2（1基生研・細胞動態，2総研大・
基礎生物，3お茶大・ヒューマンライフ，
4お茶大・基幹研究院，5京都府立大学・生
命環境，6埼玉大・院理工，7名古屋大・理・
生命，8東京科学大・総合研究院，9理研・
光量子工学，10お茶大・院ライフサイエ
ンス）

2aH-10
低酸素処理によるアブラナの不定根形
成におけるエチレンの役割調査
松本直樹1，横内望美1，髙橋宏和2，中園幹
生2，伊澤かんな1，中村進一1，篠澤章久1

（1東農大・院・バイオ，2名大院・生命農）

11:15
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10:00 2aA-05
一葉植物モノフィレアの子葉の運命決定にお
ける光合成の役割
中村駿志1，相馬愛2，田野井慶太朗2，塚谷裕一1

（1東京大・院・理，2東京大・院・農）

2aB-05 仝
In situ cell wall-cuticle continuum analysis of
intact Arabidopsis thaliana organs with attenuated
total reflection Fourier transform infrared
microspectroscopy
Hidemasa Teraoka1, Shota Saito1, Naoki
Numadate2, Yoshimi Oshima3 (1Grad. Sch. Arts &
Sci., Univ. Tokyo, 2Inst. Pure & Applied Sci.,
Tsukuba Univ., 3Biomanufacturing Process Res.
Cent., AIST)

2aC-05 仝
Breaking Defenses: Unraveling Effector
Diversity in Wheat Leaf Rust
Ankita Shree, Priyanka Kumari, Hasnain Raghib
Hassan, Manish Kumar, Kunal Mukhopadhyay
(Birla Institute of Technology)

2aD-05
葉緑体の機械受容チャネルMSL2は孔辺細胞
葉緑体の浸透圧調節に関わる
山花美穂1，東垣温1，田中智佳子1，山崎加奈子1，
石崎陽子1，坂本勇貴2，椎名隆1（1摂南大・院農，2信
州大・理）

2aE-05
表皮において生成される極長鎖脂肪酸
関連物質を介した非細胞自律的な器官
成長調節機構
信澤岳1，加藤壮英2，梅田正明2，森田（寺
尾）美代3，草場信1（1広島大・院統合生命，
2奈良先端大・先端科学技術，3自然科学
研究機構・基生研）

2aF-05
シロイヌナズナの受精前障壁における
雌しべ側因子と相互作用する花粉側因
子の同定
平野和喜1，三浦大樹1，長江拓也2，高山誠
司1，藤井壮太1,3（1東大・院農，2理研・
CSRS，3サントリーSunRiSE）

2aG-05
新奇な時計周期短縮化合物の解析
藤川光衣1，山口潤一郎2，松尾宏美1，中道
範人1（1名古屋大学大学院生命農学研究
科，2早稲田大学理工学術院）

2aH-05 仝
Improving drought stress tolerance of
cotton by using ethanol application
Farhan Aziz1,2, Daisuke Todaka1, Maho
Tanaka1, Satoshi Takahashi1, Khurram
Bashir1,2, Motoaki Seki1,3,4 (1Plant
Genomic Network Research Team,
RIKEN Center for Sustainable Resource
Science, 1-7-22 Suehiro-cho, Tsurumi-ku,
Yokohama, Kanagawa 230-0045, Japan,
2Department of Life Sciences, Lahore
University of Management Sciences,
DHA Phase 5, Lahore 54792, Pakistan,
3Kihara Institute for Biological Research,
Yokohama City University, 641-12
Maioka-cho, Totsuka-ku, Yokohama,
Kanagawa 244-0813, Japan, 4Graduate
School of Science and Engineering,
Saitama University, Saitama, Saitama,
338-8570, Japan)
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10:00

10:15 2aA-06
海洋性珪藻 Phaeodactylum tricornutumの新規
PyShell構成因子の機能解析
豊島正和1，嶋川銀河2，松田祐介1（1関西学院大・
生命環境，2神戸大・院農）

2aB-06
MYB16発現植物における細胞壁–クチクラ連
続体の構造変化：化学構造解析とトランスクリ
プトーム解析
大島良美1,2，羽馬哲也3，谷口創3，瀧口裕子1，坂
本真吾1，津山濯1,4，菅野茂夫1，光田展隆1（1産総
研・バイオものづくり，2科学技術振興機構・さ
きがけ，3東大院・総合文化，4宮崎大・農学部）

2aC-06 仝
Identification and characterization of the effector
for the paired NLRs Pit1 and Pit2
Alfino Sebastian1, Motoki Shimizu2, Nobuko
Yasuda3, Ryohei Terauchi4, Fumi Fukada1, Yoji
Kawano1 (1Institute of Plant Science and
Resources, Okayama University, Japan, 2Iwate
Biotechnology Research Center, Japan, 3National
Agriculture and Food Research Organization,
Japan, 4Laboratory of Crop Evolution, Kyoto
University, Japan)

2aD-06
チラコイド膜脂質合成は葉緑体の光合成関連
遺伝子の発現にどのように関与するのか
野戸康生1，上床理紗2，萩原侑輝1，新井田悟3，山
田くるみ3，高林厚史4，小林康一5，永田典子2，藤
井祥1,3（1弘前大・院農学生命，2日本女子大・院
理，3弘前大・農学生命，4北大・低温研，5大阪公
大・国際基幹教育）

2aE-06
表皮細胞分化とマスター転写因子の活
性抑制
髙田忍1，吉田彩香1，飯田浩行1,2（1大阪大
学・理学部・生物，2へルシンキ大学生物
環境科学部）

2aF-06 仝
A Novel Arabidopsis Protein, POTI, Plays
an Important Role in Maintaining the
Integrity of PollenTubes
Natalia Julia Rzepecka1, Yoko Ito3, Emi
Ito3,4,5, Tomohiro Uemura2 (1Faculty of
Core Research, Ochanomizu Univ.,
2Graduate School of Humanities and
Sciences, Ochanomizu Univ., 3Institute
for Human Life Sciences, Ochanomizu
Univ., 4Division of Cellular Dynamics,
NIBB, 5Basic Biology Program, Graduate
Institute for Advanced Studies,
SOKENDAI)

2aG-06
CKL遺伝子群は高温下での時計の周期
長調節に関わる
中道範人，山田麻祐子，松尾宏美，前田明
里，村中智明（名古屋大・院生命農）

2aH-06
新規の気孔開口阻害剤を用いた光によ
る気孔開口のシグナル伝達経路の解析
と植物への乾燥耐性付与
辛洸徹1，相原悠介2,3，深津孝平1，藤茂雄4，
村上彗5，林優紀1，佐藤綾人2,6，木下俊則1,2

（1名古屋大・院理学，2名古屋大・WPI-
ITbM，3神戸大・院理学，4名城大・農学，5関
西学院大・理学，6名古屋大・COMIT）

10:15

10:30 2aA-07
海洋性珪藻 Phaeodactylum tricornutumの
bestrophinの局在と機能
丹羽賀鈴，仁岸みのり，松田祐介（関学大・院理
工）

2aB-07
細胞形態形成に基づくイネ茎の洪水耐性機構
の組織化学的解析
森孝介1，伊藤里緒2，芦苅基行3，永井啓祐3（1名
大・院生命農学，2名大・農，3名大・生物セ）

2aC-07 仝
Neofunctionalization of the RGF peptide signaling
pathway drives haustorial organogenesis in
parasitic plants
Max Fishman1, Anne Greifenhagen1, Takanori
Wakatake1, Anuphon Laohavisit1, Ryoko
Hiroyama1, Sachiko Masuda1, Arisa Shibata1,
Satoko Yoshida2, Ken Shirasu1,3 (1RIKEN, Center
for Sustainable Resource Science, 2Nara Institute
of Science and Technology, 3Graduate School of
Science, University of Tokyo)

2aD-07
エチオプラスト-葉緑体分化における酸性リン
脂質 PGおよび酸性糖脂質 SQDGの役割
吉原晶子1，上床理紗2，小林啓子2，永田典子2，小
林康一1（1大阪公大・院理，2日本女子大・理学）

2aE-07
HD-ZIP IV型転写因子による葉表皮細
胞運命のバランス制御機構の解析
永田賢司1，宮下貴文2，岩元明敏2,3，髙橋
卓4，阿部光知1（1東大・院総合文化，2神奈
川大・院理，3神奈川大・理・生物，4岡山
大・院自然科学）

2aF-07
シロイヌナズナの精細胞が示すカルシ
ウムスパイクの解析
石田大悟1，杉直也1,2，元村一基3，海老根
一生4，須崎大地1,5，丸山大輔1（1横浜市
大・木原生研，2RDP・ENS-Lyon，3立命館
大・総研，4埼玉大・院理工，5静岡大・理）

2aH-07
低酸素によって誘導されるアブラナ葉
の萎れ回復における根の重要性の調査
高橋奈津美1，横内望美1，髙橋宏和2，中園
幹生2，伊澤かんな1，中村進一1，篠澤章
久1（1東農大・バイオ，2名大院・生命農）

10:30

10:45 2aA-08
海洋性珪藻 Phaeodactylum tricornutumにおける
葉緑体 HCO3

-輸送体候補 PtSLC4-6および
PtSLC4-7の機能解析
二宮水由羽，中島健介，Nawaly Hermanus，松田
祐介（関学大院・理工・生物科学）

2aB-08 仝
Glycosylation-dependent sorting of an
arabinogalactan protein SLEEPING BEAUTY
mediates apical tip growth in Physcomitrium
patens
Chao-Yuan Yu1, Manju Maharjan2, Chao-Hsi Liu3,
Ooi-Kock Teh1 (1Institute of Plant and Microbial
Biology, Academia Sinica, 2Department of Plant
Physiology, Umeå Plant Science Centre, Umeå
University, 3Department of Environmental
Engineering, National Cheng Kung University)

2aC-08
土壌糸状菌類の窒素応答・色素沈着に対するス
トリゴラクトンの影響
杉之尾信吾1，加藤直樹2，長田裕之3，土屋雄一
朗1,4（1名大・院理，2摂南大・農，3理研・CSRS，4名
大・ITbM）

2aD-08
シロイヌナズナの成長制御におけるシアノバ
クテリア FTN2とシロイヌナズナ ARC6の機
能的互換性
小林航太1，宇都僚汰1，稲葉靖子1,2，稲葉丈人1（1宮
崎大・農，2東北大院・生命）

2aE-08 仝
Submergence-Induced Epidermal Cell
Chloroplasts Differentiation in Rorippa
aquatica
Dwi Fajar Sidhiq1, Shuka Ikematsu2,3,
Tomoaki Sakamoto2,3, Seisuke Kimura2,3

(1Grad. Sch. of Life Sci. Kyoto Sangyo
Univ., 2Fac. Life Sci., Kyoto Sangyo Univ.,
3Center for Plant Sci., Kyoto Sangyo
Univ.)

2aF-08
ゼニゴケにおける複数の CNBDを持つ
cAMP受容体 CRMCの機能解析
岩淵蘭々1，中神元希1，山本千愛1，古谷朋
之2，高橋文雄3，笠原賢洋1（1立命館大・
院・生命，2大阪大・院・理，3東邦大・薬）

2aH-08
イネ根における低酸素誘導性の通気組
織形成領域の ABA応答活性解析
小島百香，篠澤章久，伊澤かんな，中村進
一（東農大・院・バイオ）

10:45

11:00 2aA-09
ピレノイド型炭酸脱水酵素の Sorting機構
永松理歩1，嶋川銀河2，松田祐介1（1関学大・院理
工，2神戸大・院農）

2aB-09 仝
Identification of Putative Cell Wall Sensors in
Physcomitrium patens
Chin-Lien Tseng (Institute of Plant and Microbial
Biology, Academia Sinica)

2aC-09
有益糸状菌トリコデルマの根内定着によりシ
ロイヌナズナで発現する誘導全身抵抗性 ISR
には細胞壁完全性の擾乱が関与する
酒井彩衣1，津禰鹿愛花2，大澤薫2，高木桃子2,3，
上中弘典2（1鳥取大・連農，2鳥取大・農，3東大・院
総合文化）

2aD-09
TGN局在型 SNAREである SYP4が制御する
葉緑体機能
田浦愛美1，伊藤容子2，矢守航3，永田典子4，植村
知博1,2,5（1お茶大・院ライフサイエンス，2お茶
大・ヒューマンライフ，3東京大学 大学院農学生
命科学研究科 附属生態調和農学機構，4日本女
子大理学部物質生物科学科，5お茶大基幹研究
院自然科学系）

2aE-09
完全水生植物チシマミズハコベにおけ
る陸生形質の潜在的保持・喪失と水中適
応のゲノム基盤
溝口大樹，古賀皓之，塚谷裕一（東大・院・
理）

2aF-09
ゼニゴケの精子走化性における電位依
存性 Ca2+チャネルホモログ遺伝子
MpVICSPER1の機能解析
森田瑞生1，末次憲之2，河内孝之3，十川太
輔4，大和勝幸4（1近畿大・院生物理工，2東
大・院総合文化，3京都大・院生命科学，4近
畿大・生物理工）

2aH-09
アブラナにおいて低酸素処理により萎
れた葉の回復には ABAが関与する
篠澤章久1，横内望美1，髙橋宏和2，中園幹
生2，伊澤かんな1，中村進一1（1東農大・バ
イオ，2名大院・生命農）

11:00

11:15 2aA-10
NADP-ME型 C4植物でリンゴ酸輸送体として
機能する Bass4タンパク質の同定
横江倫1，東采佳2，伊賀楓花2，古本強1,2（1龍谷大・
院農，2龍谷大・農）

2aB-10 仝
A putative cell wall integrity sensor coordinates
cell cycle progression in Phsycomitrium patens
Ooi-Kock Teh, Yadav Bal Govind (Institute of
Plant and Microbial Biology, Academia Sinica)

2aC-10
根圏常在細菌は細胞外ペプチダーゼを分泌し
て免疫誘導性ペプチドを分解する
稲垣裕介1，島﨑智久1，Ulla Neumann2，牧野由美
子3，森友子3，Sara Christina Stolze4，中神弘史4，
吉田拓也3,5，中野亮平1,4（1北海道大学・院理，
2CeMic, MPIPZ，3基生研・トランスオミクス解
析室，4MPIPZ，5総研大・基礎生物学コース）

2aD-10
Cyanidioschyzon merolaeにおける bZIP型転写
因子の役割
斎藤遥1，田中寛2，岡島俊英3，華岡光正1,4,5（1千葉
大・院園芸・応用生命，2東工大・化生研，3阪大・産
研，4千葉大・植物分子科学研究セ，5千葉大・宇宙
園芸研究セ）

2aE-10
葉肉細胞から道管細胞への分化転換に
おける核小体の発達とその要因
玉木奏哉1，森川龍2，米倉崇晃2，島津舜
治3，近藤侑貴3，杉山宗隆2（1東京大・理・
生物，2東京大・院・理・生物科学，3大阪
大・院・理・生物科学）

2aF-10
REAP1/SWAP70を介した RAB5-ROP
クロストークによる雄性配偶体発生制御
伊藤瑛海1,2,3，ジェペツカ ナタリア4，伊
藤容子3，平野朋子5，海老根一生6，小田祥
久7，佐藤雅彦5，中野明彦8,9，植村知博4,10，
上田貴志1,2（1基生研・細胞動態，2総研大・
基礎生物，3お茶大・ヒューマンライフ，
4お茶大・基幹研究院，5京都府立大学・生
命環境，6埼玉大・院理工，7名古屋大・理・
生命，8東京科学大・総合研究院，9理研・
光量子工学，10お茶大・院ライフサイエ
ンス）

2aH-10
低酸素処理によるアブラナの不定根形
成におけるエチレンの役割調査
松本直樹1，横内望美1，髙橋宏和2，中園幹
生2，伊澤かんな1，中村進一1，篠澤章久1

（1東農大・院・バイオ，2名大院・生命農）

11:15
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11:30 2aA-11
シロイヌナズナは葉緑体外のグルタミン合成
酵素でも光呼吸が駆動する
和田慎也1，佐藤勇斗2，石山敬貴1，丸田隆典3，牧
野周1，石田宏幸1，三宅親弘2（1東北大・院農，2神
戸大・院農，3島根大・院自然科学）

2aB-11 仝
Divergent plasmodesmata targeting
mechanisms between Marchantia polymorpha and
Nicotiana benthamiana
Kuan-Ju Lu1,4, Ta Thi Thuy Lihn1, Hui-Yu Chang1,
Sumanth Mutte2,3, Shiuan-Jie Tsai1, Yun-Zhen Li1

(1Graduate Institute of Biotechnology, National
Chung Hsing University, Taiwan, R.O.C., 2MyGen
Informatics Private Limited, India, 3MyGen
Informatics VOF, Netherlands, 4Advanced Plant
and Food Crop Biotechnology Center, National
Chung Hsing University, Taiwan, R. O. C.)

2aC-11 仝
Bacterial methionine metabolism plays a role in
root-commensal interactions
Fiqih Ramadhan1, Zoe Prockl1, Jana
Hucklenbroich2, Silvina Perin2, Tomohisa
Shimasaki1, Ryohei Thomas Nakano1,2 (1Fac of
Sci, Hokkaido Univ, 2MPIPZ)

2aD-11
シロイヌナズナの根における非光合成色素体
の機能制御の解明を目指して
藤井祥1，岩瀬哲2，永田典子3，丸岡龍平1，柿﨑礼
史1，牧野碧穂1（1弘前大・農生，2理研・CSRS，3日
本女子大・理）

2aE-11 仝
Mutual inhibition between EPFL2 and
auxin extends the intervals of periodic
shoot morphogenesis
Momoko Ikeuchi1, Takeshi Tsuchida1,
Koichi Fujimoto2, Toshiaki Tameshige1,3

(1NAIST, 2Hiroshima U., 3KPU)

2aF-11
GCS1細胞内ドメイン欠失変異体の解析
吉村有1，井川智子1,2,3（1千葉大・院園芸，
2千葉大・植物分子科学研究センター，3千
葉大・宇宙園芸研究センター）

2aH-11 仝
Endosymbiotic dinoflagellate Fugacium
kawagutii response to variable iron
availability
Munkhtsetseg Tsednee, Tung-Yuan Ho
(Research Center for Environmental
Changes, Academia Sinica)
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11:30

11:45 2aA-12
主要栄養塩飢餓下における海洋性珪藻の CCM/
ピレノイド制御
天野桃花1，嶋川銀河2，松田祐介1（1関学大・院理
工，2神戸大・院農）

2aC-12 仝
Towards unraveling the role of salicylic acid in
executing hypersensitive cell death
Keisuke Yoshida2, Ai Obayashi2, Keigo
Tokunaga1, Eriko Betsuyaku1, Shunsuke Masuo3,
Shigeyuki Betsuyaku1 (1Fac. of Agr., Ryukoku
Univ., 2Grad. Sch. of Agr., Ryukoku Univ., 3Fac. of
Life & Env. Sci./MiCS, Univ. of Tsukuba)

2aE-12
トコンの不定芽形成初期に発現変動す
る遺伝子群のトランスクリプトーム解析
岡﨑夏鈴1,2，山口勝司3，重信秀治3，杉本
慶子1，下村講一郎2，梅原三貴久2（1理研・
CSRS，2東洋大・院生命科学，3基生研・ト
ランスオミクス）

2aF-12
卵細胞発現を示すシロイヌナズナ
LGM2の機能解析
東はるか1，森稔幸2，井川智子1,3,4（1千葉
大・院園芸，2東京女子医大・医・公衆衛
生・グローバルヘルス，3千葉大・植物分
子科学研究センター，4千葉大・宇宙園芸
研究センター）

2aH-12
ダイズの硫黄欠乏応答遺伝子の代謝制
御機能解析
家田愛菜，小牧伸一郎，峠隆之，渡邉むつ
み（奈良先端大・先端科学技術）

11:45
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光合成 細胞壁 植物生物間相互作用A オルガネラ / 細胞骨格 / 細胞内膜系 発生・形態形成 生殖 環境応答A / 生理反応 環境応答B / 環境ストレス

11:30 2aA-11
シロイヌナズナは葉緑体外のグルタミン合成
酵素でも光呼吸が駆動する
和田慎也1，佐藤勇斗2，石山敬貴1，丸田隆典3，牧
野周1，石田宏幸1，三宅親弘2（1東北大・院農，2神
戸大・院農，3島根大・院自然科学）

2aB-11 仝
Divergent plasmodesmata targeting
mechanisms between Marchantia polymorpha and
Nicotiana benthamiana
Kuan-Ju Lu1,4, Ta Thi Thuy Lihn1, Hui-Yu Chang1,
Sumanth Mutte2,3, Shiuan-Jie Tsai1, Yun-Zhen Li1

(1Graduate Institute of Biotechnology, National
Chung Hsing University, Taiwan, R.O.C., 2MyGen
Informatics Private Limited, India, 3MyGen
Informatics VOF, Netherlands, 4Advanced Plant
and Food Crop Biotechnology Center, National
Chung Hsing University, Taiwan, R. O. C.)

2aC-11 仝
Bacterial methionine metabolism plays a role in
root-commensal interactions
Fiqih Ramadhan1, Zoe Prockl1, Jana
Hucklenbroich2, Silvina Perin2, Tomohisa
Shimasaki1, Ryohei Thomas Nakano1,2 (1Fac of
Sci, Hokkaido Univ, 2MPIPZ)

2aD-11
シロイヌナズナの根における非光合成色素体
の機能制御の解明を目指して
藤井祥1，岩瀬哲2，永田典子3，丸岡龍平1，柿﨑礼
史1，牧野碧穂1（1弘前大・農生，2理研・CSRS，3日
本女子大・理）

2aE-11 仝
Mutual inhibition between EPFL2 and
auxin extends the intervals of periodic
shoot morphogenesis
Momoko Ikeuchi1, Takeshi Tsuchida1,
Koichi Fujimoto2, Toshiaki Tameshige1,3

(1NAIST, 2Hiroshima U., 3KPU)

2aF-11
GCS1細胞内ドメイン欠失変異体の解析
吉村有1，井川智子1,2,3（1千葉大・院園芸，
2千葉大・植物分子科学研究センター，3千
葉大・宇宙園芸研究センター）

2aH-11 仝
Endosymbiotic dinoflagellate Fugacium
kawagutii response to variable iron
availability
Munkhtsetseg Tsednee, Tung-Yuan Ho
(Research Center for Environmental
Changes, Academia Sinica)
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ン
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０
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）

11:30

11:45 2aA-12
主要栄養塩飢餓下における海洋性珪藻の CCM/
ピレノイド制御
天野桃花1，嶋川銀河2，松田祐介1（1関学大・院理
工，2神戸大・院農）

2aC-12 仝
Towards unraveling the role of salicylic acid in
executing hypersensitive cell death
Keisuke Yoshida2, Ai Obayashi2, Keigo
Tokunaga1, Eriko Betsuyaku1, Shunsuke Masuo3,
Shigeyuki Betsuyaku1 (1Fac. of Agr., Ryukoku
Univ., 2Grad. Sch. of Agr., Ryukoku Univ., 3Fac. of
Life & Env. Sci./MiCS, Univ. of Tsukuba)

2aE-12
トコンの不定芽形成初期に発現変動す
る遺伝子群のトランスクリプトーム解析
岡﨑夏鈴1,2，山口勝司3，重信秀治3，杉本
慶子1，下村講一郎2，梅原三貴久2（1理研・
CSRS，2東洋大・院生命科学，3基生研・ト
ランスオミクス）

2aF-12
卵細胞発現を示すシロイヌナズナ
LGM2の機能解析
東はるか1，森稔幸2，井川智子1,3,4（1千葉
大・院園芸，2東京女子医大・医・公衆衛
生・グローバルヘルス，3千葉大・植物分
子科学研究センター，4千葉大・宇宙園芸
研究センター）

2aH-12
ダイズの硫黄欠乏応答遺伝子の代謝制
御機能解析
家田愛菜，小牧伸一郎，峠隆之，渡邉むつ
み（奈良先端大・先端科学技術）

11:45
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時間
A会場 B会場 C会場 D会場 E会場 F会場 G会場 H会場 X
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場

Y
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Z
会
場

時間
光合成 細胞壁 植物生物間相互作用B オルガネラ / 細胞骨格 / 細胞内膜系 発生・形態形成 生殖 植物ホルモン / シグナル伝達物質 環境応答B / 環境ストレス

13:15 2pA-01
シアノバクテリア Acaryochloris marinaでの
CRISPR干渉法の開発
土屋徹（京大・院人間環境）

2pB-01 仝
The essential role of xyloglucan in the formation
and regulation of plasmodesmata in the moss
Physcomitrium patens
Phu Thanh Ngo1, Marcel Pascal Beier2,3,4, Chiyo
Jinno3,5, Tomomichi Fujita3 (1Grad. Sch. Life Sci.,
Hokkaido Univ, 2Inst. Advan. Hi Edu., Hokkaido
Univ., 3Fac. Sci., Hokkaido Univ, 4Fukushima Inst.
Res. Edu. Innov., 5Bio Design Unit, OIST)

2pC-01 仝
Enhancing Soil Microbiome Resilience and
Carbon Sequestration in Pomelo Orchards via Sod
Culture and Biochar Amendments
Chao-Li Huang1,2, Chu-Chun Lin2, Ying-Hsuan
Huang1 (1Institute of Tropical Plant Sciences and
Microbiology, National Cheng Kung University,
Taiwan, 2Graduate Program in Translational
Agricultural Sciences, National Cheng Kung
University and Academia Sinica, Tainan, Taiwan)

2pD-01
葉緑体塩基編集システムを用いたシロイヌナ
ズナの psbE RNA編集の機能解析
Mitsuhiro Matsuo1，垣見優輝1，近藤優多1，小保
方潤一1，佐藤壮一郎2，中里一星3，有村慎一3（1摂
南大・農，2京府大院・生命環境，3東大院・農学生
命）

2pE-01
WOX13はカルスの多能性獲得と側根の
発達を抑制する
大平えり，池内桃子（奈良先端大・バイオ）

2pF-01 仝
EMU genes are conserved regulators of
egg maturation in two bryophyte lineages
Tetsuya Hisanaga1, Yen-Ting Lu1,2, Yihui
Cui1, Fumiaki Tejima1, Emiko Yoro3,4,
Tatsuaki Goh1, Keiko Sakakibara3, Keiji
Nakajima1 (1Grad. Sch. Sci. Tech.,
NAIST, 2Grad. Sch. Arts and Sci., Univ.
Tokyo, 3Dept. Life Sci., Rikkyo Univ.,
4Grad. Sch. Sci., Univ. of Osaka)

2pG-01
新奇サイトカイニン様物質の構造多様
性がもたらす作用機序への影響
吉野実花1，宮田和輝1，Surjana Alicia1，小
嶋美紀子2，幸木謙典1，西川俊夫1，榊原
均1,2（1名大院・生命農，2理研CSRS）

2pH-01
カリウムトランスポーター AtHAK5の
活性型の過剰発現はシロイヌナズナの
低カリウム耐性と耐塩性を向上させる
多田雄一，渡邊公平，渡邉勇貴，板倉愛，
鈴木洋弥（東京工科大・応用生物）

13:15

13:30 2pA-02
捕食性藻類 Poterioochromonas malhamensisに
おける捕食を介した光合成活性制御機構の解明
神保晴彦1，峯村友輝1，戸田成美2，滝澤祐子3，力
石嘉人3，廣田隆一2，西山佳孝1（1埼玉大・院・理
工，2広大・院・統合，3北大・低温研）

2pB-02
接木に関与する β-1,4-グルカナーゼの機能解析
岡田健太郎1，川勝弥一2，黒谷賢一3，小竹敬久4，
野田口理孝1,2,3（1名古屋大 生物機能開発利用研
究センター，2華中農業大 園芸林学部，3京都大
院理学，4埼玉大 院理工学）

2pC-02 仝
Grapevine phyllosphere pan-metagenomics
reveals pan-microbiome structure, diversity, and
functional roles in downy mildew resistance
Jingyun Jin1, Xiangfeng Wang1, Xuenan Zhang1,
Junjie Mei1, Wei Zheng1, Linling Guo1, Haisheng
Sun1, Lili Zhang1, Chonghuai Liu2, Wenxiu Ye1, Li
Guo1 (1Peking University Institute of Advanced
Agricultural Sciences, 2Zhengzhou Fruit
Research Institute, Chinese Academy of
Agricultural Sciences)

2pD-02 仝
PpARC6s Mediate FtsZ-ring Remodeling At The
Division Site In Physcomitrium patens
Thi Huong Do1,2, Marcel Pascal Beier3, Hiroyoshi
Takano4, Tomomichi Fujita1 (1Hokkaido
University, 2Fukushima University, 3Soil and
Plant Multi-Dynamics Research Unit, Fukushima
Institute for Research, Education and Innovation,
4Kumamoto University)

2pE-02
SWI2/SNF2ファミリー因子 BTAF1に
着目したシュート再生の分子遺伝学的
解析
吉田（荻原）雪乃1，森中初音2，間宮章仁3，
岩本訓知1，伊藤（大橋）恭子1，岩瀬哲2，杉
本慶子2，森川龍1，米倉崇晃1，杉山宗隆1

（1東京大・院理，2理研・CSRS，3京都大・院
理）

2pF-02
苔類ゼニゴケの生殖系列分化において
BONOBOは細胞リプログラミング遺
伝子 LAXRを誘導する
熊谷健隆1，吉竹良洋1，梶原智明1，岩野
恵1，川村昇吾1，安居佑季子1，山岡尚平1，
西浜竜一2，河内孝之1（1京大・院生命，2東
京理科大・創域理工・生命生物）

2pG-02
Leafy gall形成を引き起こす植物病原菌
における FAS1の役割と産物
宮田和輝1，吉野実花1，Alicia Surjana1，小
嶋美紀子2，幸木謙典1，西川俊夫1，榊原
均1,2（1名大院・生命農，2理研CSRS）

2pH-02
環境ストレス情報を統合し植物免疫応
答を活性化する分子機構の解明
森太志1，野元美佳1,2,3，岡田絵美1，岡本奎
花1，井上和佳子2，松浦恭和4，児玉豊5，市
川晋太郎5，毛利一葉1，鈴木智子2,6,7，長江
拓也7，斉藤雄1，藤原すみれ8，筒井大貴9，
髙木紘2,10,11，小川尊也12，丸山明子13，東
山哲也14,15，豊岡公徳7，光田展隆8，吉岡博
文12，森泉4，山本義治16，多田安臣1,2（1名
古屋大・院理・生命理，2名古屋大・遺伝
子，3JST・さきがけ，4岡山大・資源植物科
学研究所，5宇都宮大・バイオセンター，
6日本女子大・理，7理研・環境資源科学研，
8産総研・生物プロセス研究部門，9沖縄科
学技術大院大，10名古屋大・生物機能開発
利用研，11名古屋大・高等研，12名古屋大・
院生農，13九州大・農，14名古屋大・ITbM，
15東京大・院理・生物科学，16岐阜大・応用
生物科）

13:30

13:45 2pA-03
シアノバクテリア Synechocystis sp. PCC 6803
における推定パートナースイッチングホスファ
ターゼ Slr2031の役割
丹治奎斗，角田晴南，日原由香子（埼玉大院・理
工）

2pB-03 仝
Xyloglucan endotransglucosylase/hydrolase
family genes enhance plant grafting through
callus proliferation
Mu Xiong1,2, Ting Zhang1, Xin Qian1,
Akebaierjiang Kadeer1, Ken-ichi Kurotani2,3,
Zhilong Bie1, Ling Li1, Changjin Liu1, Xiangshuai
Wu1, Michitaka Notaguchi1,2,3,4, Yuan Huang1

(1Grad. Sch. Hort. For., Univ. Huazhong Agri.,
2Grad. Sch. Bioagri. Sci., Univ. Nagoya, 3Biosci.
Biotech. Center., Univ. Nagoya, 4Grad. Sch. Sci.,
Univ. Kyoto)

2pC-03 仝
A fungal nitrate-assimilation regulator CtAREA is
involved in host protection conferred by plant
endophyte Colletotrichum tofieldiae
Akito Shiina, Kei Hiruma (Grad. Sch. Arts and
Sci., Univ. Tokyo)

2pD-03
シロイヌナズナの第二染色体に存在する
NUMT (Nuclear Mitochondrial DNA) 641kbの
切除
中嶋梨花1，伊藤雄吾1，鍾昱陽1，石井孝佳2,3，有
村慎一1（1東大・院農学生命，2鳥取大・乾燥地研
究センター，3鳥取大・国際乾燥地研究教育機構）

2pE-03
シュート再生における分化体細胞のリ
プログラミング機構を探る
森中初音1，鳥井孝太郎1，石東博1，河村彩
子1，岩瀬哲1，東山哲也2，杉山宗隆2，杉本
慶子1,2（1理研・CSRS，2東京大・院・理・生
物科学）

2pF-03
シロイヌナズナ花粉の雄原細胞分化を
制御する bHLHヘテロ二量体
BONOBO-LRL/DROPの標的遺伝子の
探索
渡辺菜瑚1，冨田由妃1，宮川拓也1，井上佳
祐1，吉竹良洋1，海老根一生2，中野雄司1，
河内孝之1，荒木崇1，山岡尚平1（1京大・院
生命科学，2埼玉大・院理工）

2pG-03 仝
Unravel the physiological role of cZ-type
cytokinin during nitrogen deficiency
stress
Fanny Bellegarde1,2, Graziella Valencia
Cong1, Miki Shibutani1, Hitoshi
Sakakibara1,3 (1Graduate school of
Bioagricultural Sciences, Nagoya
University, 2Institute for Advenced
Research, Nagoya University, 3RIKEN,
CSRS)

2pH-03
植物傷害応答における植物ホルモンお
よび Ca2+シグナルに対する麻酔薬の
影響
岩渕モカ1，平山朔也1，柴田恭美2，湯本絵
美3，宮本皓司1,2,3，陽川憲4，萩原拓真5，豊
田正嗣5,6,7，朝比奈雅志1,2,3（1帝京大院・理
工，2帝京大・総合理工・環境バイオ，3帝京
大・先端機器分析セ，4北見工業大・工，5埼
玉大・院・理工，6SunRiSE・サントリー生
命科学財団，7華中農業大・植物科学技術
学院）

13:45

14:00 2pA-04
転写因子 RpaBの DNA結合活性のレドックス
制御に関わる因子の同定
河原崎康介1，御幡飛鷹2，園池公毅2，日原由香
子1（1埼玉大院・理工，2早稲田大・教育）

2pB-04 仝
Chemical screening identified GPM1 as a novel
compound enhancing graft adhesion in Fabaceae
Qianqian Luo1, Xueyao Shu1, Ayato Sato2,3, Yaichi
Kawakatsu4, Frank Opoku-Agyemang1, Ken-ichi
Kurotani4,5, Michitaka Notaguchi1,2,4,6,7 (1Grad.
Sch. Bioagri. Sci., Univ. Nagoya, 2Inst ITbM.,
Univ. Nagoya, 3COMIT, Univ. Nagoya, 4BB
Center, Univ. Nagoya, 5CSACRA, Univ. Kyoto,
6Dept. Botany, Grad. Sch. Sci., Univ. Kyoto, 7NKL
for Germplasm Innovation, HZAU)

2pC-04
免疫受容体と菌根共生関連シグナルは鉄依存
的な根共生細菌による水稲の成長促進に機能
する
井上加奈子1，藤雅子1，佐藤昌直2，Jewish
Dominguez John1，佐藤豊3，永易将弘1，福本由
貴1，村上匠4,5，小林高範6，南澤究7，経塚淳子7，西
條雄介1（1奈良先端大・バイオ，2北海道大・農，3遺
伝研・ゲノム，4東京理科大・生命，5遺伝研・情報，
6石川県立大・バイオ，7東北大・生命）

2pD-04
ミトコンドリア分裂変異体の形態解析による
シロイヌナズナにおけるミトコンドリア分裂
機構の再評価
橋本将，伊藤雄吾，中里一星，髙梨秀樹，有村慎
一（東京大学大学院農学生命科学研究科）

2pE-04
クロマチンリモデリング因子 BRMが
H3K27me3のプライミングにより器官
再生を準備する
松永幸大1，堀江綾香1，佐藤輝1，ディアッ
ツ マリアナ3，坂本卓也2（1東大・院・新領
域・先端生命，2神奈川大・理・理，3チュー
リッヒ大学・植物微生物学）

2pF-04
ゼニゴケ受精卵の非対称分裂機構から
探る体軸形成機構の進化
木全祐資1，藤森茜1，王越1，岡村陽介2，植
田美那子1（1東北大・院・生命，2東海大・
院・工学）

2pG-04
ゼニゴケの熱形態形成に対するサイト
カイニンシグナルの関与
安喜史織1，西浜竜一2，河内孝之3（1大和
大学 理工学部 生物生命科学専攻，2東京
理科大学 創域理工学部 生命生物科学
科，3京都大学大学院 生命科学研究科）

2pH-04 仝
Unveiling Peculiar Alteration of Iron-
Cadmium Transport and Accumulation in
Rice under Allelopathic L-DOPA Stress
Moh Hari Rusli1,2, Louis Grillet1,2

(1Master Program in Global Agriculture
Technology and Genomic Science,
International College, National Taiwan
University, 2Department of Agricultural
Chemistry, College of Bioresources and
Agriculture, National Taiwan University.)

14:00

14:15 2pA-05 仝
A Light-Responsive Partner-Switching System
Regulating PSI Genes Expression in the
Cyanobacterium Synechococcus elongatus PCC
7942
Xuan Huang1,2, Hitomi Imamitsu1,2, Kan Tanaka2

(1LST, Science Tokyo, 2CLS, IIR, Science Tokyo)

2pC-05 仝
A new bacterial model for mutualism and
sustainable agriculture reveals distinct yet
synergistic roles of immunity and symbiosis
signaling in rice
Yusuke Saijo, Kanako Inoue, John Jewish A.
Dominguez, Sumire Kirita, Masahiro Nagayasu,
Mari Okuda, Fumiaki Inoue (Biol. Sci., Nara
Institute of Science and Technology)

2pD-05
植物ミトコンドリアmRNAの poly(A)付加制御
と細胞生理機能
平山隆志1，海田晴子1，June-Sik Kim1,2，杉山宗
隆3，持田恵一2,4,5，間宮章仁6（1岡山大・植物件，
2理研・環境資源セ，3東大・院理，4横市大・木原
研，5長崎大・情報科学，6京大・院理）

2pE-05
DREAM複合体は 3つの細胞周期遺伝
子群を DNA結合因子 E2F・MYB3R・
TCXで選択的に制御する
岩川秀和1，野本友司1，峯田敬斗1，鈴木孝
征2，伊藤正樹1（1金沢大学・生命理工，2中
部大学・応用生物）

2pF-05
反足細胞と協働する植物新組織の発見
とその機能
岡田健太郎1，松本美樹1，野田口理孝1,2，
笠原竜四郎1（1名大・生物センター，2京
大・院・理）

2pG-05 仝
KL-signaling promotes light-dependent
cell division in the Streptophyte algae
Closterium peracerosum-strigosum-
littorale
Hsiang-ting Lee1, Tomoaki Nishiyama2,3,
Junko Kawai4, Keiko Sakakibara4, Kotaro
Nishiyama5, Suzuki Taiki5, Yusuke Kato5,
Yoshiya Seto5, Junko Kyozuka1 (1Graduate
School of Life Science, Tohoku
University, 2School of Science, Academic
Assembly, University of Toyama,
3Research Center for Experimental
Modeling of Human Disease, Kanazawa
University, 4College of Science, Rikkyo
University, 5Graduate School of
Agriculture, Meiji University)

2pH-05
核局在性 CobW/WWドメイン因子が緑
藻クラミドモナスにおける CO2濃縮機
構を抑制する
嶋村大亮1,2，安田詢子1，山原洋佑1，中野
博文1，小澤真一郎3,4，得津隆太郎5,6，山上
あゆみ1，松下智直5，高橋裕一郎4，中野雄
司1，福澤秀哉1,7，山野隆志1,8（1京大・院生
命，2理研・環境資源科学研究センター，
3岡山大・資源植物科学研究所，4岡山大・
異分野基礎科学研究所，5京大・院理，6北
里大・獣医，7京都女子大・高等教育開発
センター，8京大・生命情報解析教育セン
ター）

14:15
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13:15 2pA-01
シアノバクテリア Acaryochloris marinaでの
CRISPR干渉法の開発
土屋徹（京大・院人間環境）

2pB-01 仝
The essential role of xyloglucan in the formation
and regulation of plasmodesmata in the moss
Physcomitrium patens
Phu Thanh Ngo1, Marcel Pascal Beier2,3,4, Chiyo
Jinno3,5, Tomomichi Fujita3 (1Grad. Sch. Life Sci.,
Hokkaido Univ, 2Inst. Advan. Hi Edu., Hokkaido
Univ., 3Fac. Sci., Hokkaido Univ, 4Fukushima Inst.
Res. Edu. Innov., 5Bio Design Unit, OIST)

2pC-01 仝
Enhancing Soil Microbiome Resilience and
Carbon Sequestration in Pomelo Orchards via Sod
Culture and Biochar Amendments
Chao-Li Huang1,2, Chu-Chun Lin2, Ying-Hsuan
Huang1 (1Institute of Tropical Plant Sciences and
Microbiology, National Cheng Kung University,
Taiwan, 2Graduate Program in Translational
Agricultural Sciences, National Cheng Kung
University and Academia Sinica, Tainan, Taiwan)

2pD-01
葉緑体塩基編集システムを用いたシロイヌナ
ズナの psbE RNA編集の機能解析
Mitsuhiro Matsuo1，垣見優輝1，近藤優多1，小保
方潤一1，佐藤壮一郎2，中里一星3，有村慎一3（1摂
南大・農，2京府大院・生命環境，3東大院・農学生
命）

2pE-01
WOX13はカルスの多能性獲得と側根の
発達を抑制する
大平えり，池内桃子（奈良先端大・バイオ）

2pF-01 仝
EMU genes are conserved regulators of
egg maturation in two bryophyte lineages
Tetsuya Hisanaga1, Yen-Ting Lu1,2, Yihui
Cui1, Fumiaki Tejima1, Emiko Yoro3,4,
Tatsuaki Goh1, Keiko Sakakibara3, Keiji
Nakajima1 (1Grad. Sch. Sci. Tech.,
NAIST, 2Grad. Sch. Arts and Sci., Univ.
Tokyo, 3Dept. Life Sci., Rikkyo Univ.,
4Grad. Sch. Sci., Univ. of Osaka)

2pG-01
新奇サイトカイニン様物質の構造多様
性がもたらす作用機序への影響
吉野実花1，宮田和輝1，Surjana Alicia1，小
嶋美紀子2，幸木謙典1，西川俊夫1，榊原
均1,2（1名大院・生命農，2理研CSRS）

2pH-01
カリウムトランスポーター AtHAK5の
活性型の過剰発現はシロイヌナズナの
低カリウム耐性と耐塩性を向上させる
多田雄一，渡邊公平，渡邉勇貴，板倉愛，
鈴木洋弥（東京工科大・応用生物）

13:15

13:30 2pA-02
捕食性藻類 Poterioochromonas malhamensisに
おける捕食を介した光合成活性制御機構の解明
神保晴彦1，峯村友輝1，戸田成美2，滝澤祐子3，力
石嘉人3，廣田隆一2，西山佳孝1（1埼玉大・院・理
工，2広大・院・統合，3北大・低温研）

2pB-02
接木に関与する β-1,4-グルカナーゼの機能解析
岡田健太郎1，川勝弥一2，黒谷賢一3，小竹敬久4，
野田口理孝1,2,3（1名古屋大 生物機能開発利用研
究センター，2華中農業大 園芸林学部，3京都大
院理学，4埼玉大 院理工学）

2pC-02 仝
Grapevine phyllosphere pan-metagenomics
reveals pan-microbiome structure, diversity, and
functional roles in downy mildew resistance
Jingyun Jin1, Xiangfeng Wang1, Xuenan Zhang1,
Junjie Mei1, Wei Zheng1, Linling Guo1, Haisheng
Sun1, Lili Zhang1, Chonghuai Liu2, Wenxiu Ye1, Li
Guo1 (1Peking University Institute of Advanced
Agricultural Sciences, 2Zhengzhou Fruit
Research Institute, Chinese Academy of
Agricultural Sciences)

2pD-02 仝
PpARC6s Mediate FtsZ-ring Remodeling At The
Division Site In Physcomitrium patens
Thi Huong Do1,2, Marcel Pascal Beier3, Hiroyoshi
Takano4, Tomomichi Fujita1 (1Hokkaido
University, 2Fukushima University, 3Soil and
Plant Multi-Dynamics Research Unit, Fukushima
Institute for Research, Education and Innovation,
4Kumamoto University)

2pE-02
SWI2/SNF2ファミリー因子 BTAF1に
着目したシュート再生の分子遺伝学的
解析
吉田（荻原）雪乃1，森中初音2，間宮章仁3，
岩本訓知1，伊藤（大橋）恭子1，岩瀬哲2，杉
本慶子2，森川龍1，米倉崇晃1，杉山宗隆1

（1東京大・院理，2理研・CSRS，3京都大・院
理）

2pF-02
苔類ゼニゴケの生殖系列分化において
BONOBOは細胞リプログラミング遺
伝子 LAXRを誘導する
熊谷健隆1，吉竹良洋1，梶原智明1，岩野
恵1，川村昇吾1，安居佑季子1，山岡尚平1，
西浜竜一2，河内孝之1（1京大・院生命，2東
京理科大・創域理工・生命生物）

2pG-02
Leafy gall形成を引き起こす植物病原菌
における FAS1の役割と産物
宮田和輝1，吉野実花1，Alicia Surjana1，小
嶋美紀子2，幸木謙典1，西川俊夫1，榊原
均1,2（1名大院・生命農，2理研CSRS）

2pH-02
環境ストレス情報を統合し植物免疫応
答を活性化する分子機構の解明
森太志1，野元美佳1,2,3，岡田絵美1，岡本奎
花1，井上和佳子2，松浦恭和4，児玉豊5，市
川晋太郎5，毛利一葉1，鈴木智子2,6,7，長江
拓也7，斉藤雄1，藤原すみれ8，筒井大貴9，
髙木紘2,10,11，小川尊也12，丸山明子13，東
山哲也14,15，豊岡公徳7，光田展隆8，吉岡博
文12，森泉4，山本義治16，多田安臣1,2（1名
古屋大・院理・生命理，2名古屋大・遺伝
子，3JST・さきがけ，4岡山大・資源植物科
学研究所，5宇都宮大・バイオセンター，
6日本女子大・理，7理研・環境資源科学研，
8産総研・生物プロセス研究部門，9沖縄科
学技術大院大，10名古屋大・生物機能開発
利用研，11名古屋大・高等研，12名古屋大・
院生農，13九州大・農，14名古屋大・ITbM，
15東京大・院理・生物科学，16岐阜大・応用
生物科）

13:30

13:45 2pA-03
シアノバクテリア Synechocystis sp. PCC 6803
における推定パートナースイッチングホスファ
ターゼ Slr2031の役割
丹治奎斗，角田晴南，日原由香子（埼玉大院・理
工）

2pB-03 仝
Xyloglucan endotransglucosylase/hydrolase
family genes enhance plant grafting through
callus proliferation
Mu Xiong1,2, Ting Zhang1, Xin Qian1,
Akebaierjiang Kadeer1, Ken-ichi Kurotani2,3,
Zhilong Bie1, Ling Li1, Changjin Liu1, Xiangshuai
Wu1, Michitaka Notaguchi1,2,3,4, Yuan Huang1

(1Grad. Sch. Hort. For., Univ. Huazhong Agri.,
2Grad. Sch. Bioagri. Sci., Univ. Nagoya, 3Biosci.
Biotech. Center., Univ. Nagoya, 4Grad. Sch. Sci.,
Univ. Kyoto)

2pC-03 仝
A fungal nitrate-assimilation regulator CtAREA is
involved in host protection conferred by plant
endophyte Colletotrichum tofieldiae
Akito Shiina, Kei Hiruma (Grad. Sch. Arts and
Sci., Univ. Tokyo)

2pD-03
シロイヌナズナの第二染色体に存在する
NUMT (Nuclear Mitochondrial DNA) 641kbの
切除
中嶋梨花1，伊藤雄吾1，鍾昱陽1，石井孝佳2,3，有
村慎一1（1東大・院農学生命，2鳥取大・乾燥地研
究センター，3鳥取大・国際乾燥地研究教育機構）

2pE-03
シュート再生における分化体細胞のリ
プログラミング機構を探る
森中初音1，鳥井孝太郎1，石東博1，河村彩
子1，岩瀬哲1，東山哲也2，杉山宗隆2，杉本
慶子1,2（1理研・CSRS，2東京大・院・理・生
物科学）

2pF-03
シロイヌナズナ花粉の雄原細胞分化を
制御する bHLHヘテロ二量体
BONOBO-LRL/DROPの標的遺伝子の
探索
渡辺菜瑚1，冨田由妃1，宮川拓也1，井上佳
祐1，吉竹良洋1，海老根一生2，中野雄司1，
河内孝之1，荒木崇1，山岡尚平1（1京大・院
生命科学，2埼玉大・院理工）

2pG-03 仝
Unravel the physiological role of cZ-type
cytokinin during nitrogen deficiency
stress
Fanny Bellegarde1,2, Graziella Valencia
Cong1, Miki Shibutani1, Hitoshi
Sakakibara1,3 (1Graduate school of
Bioagricultural Sciences, Nagoya
University, 2Institute for Advenced
Research, Nagoya University, 3RIKEN,
CSRS)

2pH-03
植物傷害応答における植物ホルモンお
よび Ca2+シグナルに対する麻酔薬の
影響
岩渕モカ1，平山朔也1，柴田恭美2，湯本絵
美3，宮本皓司1,2,3，陽川憲4，萩原拓真5，豊
田正嗣5,6,7，朝比奈雅志1,2,3（1帝京大院・理
工，2帝京大・総合理工・環境バイオ，3帝京
大・先端機器分析セ，4北見工業大・工，5埼
玉大・院・理工，6SunRiSE・サントリー生
命科学財団，7華中農業大・植物科学技術
学院）

13:45

14:00 2pA-04
転写因子 RpaBの DNA結合活性のレドックス
制御に関わる因子の同定
河原崎康介1，御幡飛鷹2，園池公毅2，日原由香
子1（1埼玉大院・理工，2早稲田大・教育）

2pB-04 仝
Chemical screening identified GPM1 as a novel
compound enhancing graft adhesion in Fabaceae
Qianqian Luo1, Xueyao Shu1, Ayato Sato2,3, Yaichi
Kawakatsu4, Frank Opoku-Agyemang1, Ken-ichi
Kurotani4,5, Michitaka Notaguchi1,2,4,6,7 (1Grad.
Sch. Bioagri. Sci., Univ. Nagoya, 2Inst ITbM.,
Univ. Nagoya, 3COMIT, Univ. Nagoya, 4BB
Center, Univ. Nagoya, 5CSACRA, Univ. Kyoto,
6Dept. Botany, Grad. Sch. Sci., Univ. Kyoto, 7NKL
for Germplasm Innovation, HZAU)

2pC-04
免疫受容体と菌根共生関連シグナルは鉄依存
的な根共生細菌による水稲の成長促進に機能
する
井上加奈子1，藤雅子1，佐藤昌直2，Jewish
Dominguez John1，佐藤豊3，永易将弘1，福本由
貴1，村上匠4,5，小林高範6，南澤究7，経塚淳子7，西
條雄介1（1奈良先端大・バイオ，2北海道大・農，3遺
伝研・ゲノム，4東京理科大・生命，5遺伝研・情報，
6石川県立大・バイオ，7東北大・生命）

2pD-04
ミトコンドリア分裂変異体の形態解析による
シロイヌナズナにおけるミトコンドリア分裂
機構の再評価
橋本将，伊藤雄吾，中里一星，髙梨秀樹，有村慎
一（東京大学大学院農学生命科学研究科）

2pE-04
クロマチンリモデリング因子 BRMが
H3K27me3のプライミングにより器官
再生を準備する
松永幸大1，堀江綾香1，佐藤輝1，ディアッ
ツ マリアナ3，坂本卓也2（1東大・院・新領
域・先端生命，2神奈川大・理・理，3チュー
リッヒ大学・植物微生物学）

2pF-04
ゼニゴケ受精卵の非対称分裂機構から
探る体軸形成機構の進化
木全祐資1，藤森茜1，王越1，岡村陽介2，植
田美那子1（1東北大・院・生命，2東海大・
院・工学）

2pG-04
ゼニゴケの熱形態形成に対するサイト
カイニンシグナルの関与
安喜史織1，西浜竜一2，河内孝之3（1大和
大学 理工学部 生物生命科学専攻，2東京
理科大学 創域理工学部 生命生物科学
科，3京都大学大学院 生命科学研究科）

2pH-04 仝
Unveiling Peculiar Alteration of Iron-
Cadmium Transport and Accumulation in
Rice under Allelopathic L-DOPA Stress
Moh Hari Rusli1,2, Louis Grillet1,2

(1Master Program in Global Agriculture
Technology and Genomic Science,
International College, National Taiwan
University, 2Department of Agricultural
Chemistry, College of Bioresources and
Agriculture, National Taiwan University.)

14:00

14:15 2pA-05 仝
A Light-Responsive Partner-Switching System
Regulating PSI Genes Expression in the
Cyanobacterium Synechococcus elongatus PCC
7942
Xuan Huang1,2, Hitomi Imamitsu1,2, Kan Tanaka2

(1LST, Science Tokyo, 2CLS, IIR, Science Tokyo)

2pC-05 仝
A new bacterial model for mutualism and
sustainable agriculture reveals distinct yet
synergistic roles of immunity and symbiosis
signaling in rice
Yusuke Saijo, Kanako Inoue, John Jewish A.
Dominguez, Sumire Kirita, Masahiro Nagayasu,
Mari Okuda, Fumiaki Inoue (Biol. Sci., Nara
Institute of Science and Technology)

2pD-05
植物ミトコンドリアmRNAの poly(A)付加制御
と細胞生理機能
平山隆志1，海田晴子1，June-Sik Kim1,2，杉山宗
隆3，持田恵一2,4,5，間宮章仁6（1岡山大・植物件，
2理研・環境資源セ，3東大・院理，4横市大・木原
研，5長崎大・情報科学，6京大・院理）

2pE-05
DREAM複合体は 3つの細胞周期遺伝
子群を DNA結合因子 E2F・MYB3R・
TCXで選択的に制御する
岩川秀和1，野本友司1，峯田敬斗1，鈴木孝
征2，伊藤正樹1（1金沢大学・生命理工，2中
部大学・応用生物）

2pF-05
反足細胞と協働する植物新組織の発見
とその機能
岡田健太郎1，松本美樹1，野田口理孝1,2，
笠原竜四郎1（1名大・生物センター，2京
大・院・理）

2pG-05 仝
KL-signaling promotes light-dependent
cell division in the Streptophyte algae
Closterium peracerosum-strigosum-
littorale
Hsiang-ting Lee1, Tomoaki Nishiyama2,3,
Junko Kawai4, Keiko Sakakibara4, Kotaro
Nishiyama5, Suzuki Taiki5, Yusuke Kato5,
Yoshiya Seto5, Junko Kyozuka1 (1Graduate
School of Life Science, Tohoku
University, 2School of Science, Academic
Assembly, University of Toyama,
3Research Center for Experimental
Modeling of Human Disease, Kanazawa
University, 4College of Science, Rikkyo
University, 5Graduate School of
Agriculture, Meiji University)

2pH-05
核局在性 CobW/WWドメイン因子が緑
藻クラミドモナスにおける CO2濃縮機
構を抑制する
嶋村大亮1,2，安田詢子1，山原洋佑1，中野
博文1，小澤真一郎3,4，得津隆太郎5,6，山上
あゆみ1，松下智直5，高橋裕一郎4，中野雄
司1，福澤秀哉1,7，山野隆志1,8（1京大・院生
命，2理研・環境資源科学研究センター，
3岡山大・資源植物科学研究所，4岡山大・
異分野基礎科学研究所，5京大・院理，6北
里大・獣医，7京都女子大・高等教育開発
センター，8京大・生命情報解析教育セン
ター）

14:15
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14:30 2pA-06
シアノバクテリアの強光ストレス応答におけ
る RpaAの関与
西藤琴音1，岩崎秀雄2，田中寛3，華岡光正1,4,5（1千
葉大・院園芸・応用生命，2早稲田大・先進理工，3東
京科学大・化生研，4千葉大・植物分子科学セ，5千
葉大・宇宙園芸研究セ）

2pC-06 仝
Bacterial perception of root-derived signals
mediates mutualistic associations in rice
Zi Tong Heng1, Kanako Inoue1, John Jewish A.
Dominguez1, Masahiro Nagayasu1, Min Fey
Chek1, Taito Matsuda1, Shunsuke Tomita3,
Kiyoshi Mashiguchi2, Shinjiro Yamaguchi2,
Yusuke Saijo1 (1Division of Biological Science,
Nara Institute of Science and Technology,
2Institute for Chemical Research, Kyoto
University, 3Health and Medical Research
Institute, National Institute of Advanced
Industrial Science and Technology)

2pD-06
PI3P合成変異体の解析から見えるリン脂質の
オートファジー・膜輸送制御と植物発生への
関与
後藤（山田）志野1,2，Andisheh Poormassalehgoo3，
Elżbieta Kaniecka3，Xavier Zarza4，及川和聡2,5，
Teun Munnik4，山田健志3，真野昌二1,2（1基生研・
オルガネラ制御，2総合研究大学院大・先端学術
院，3ヤギェウォ大学・MCB，4アムステルダム大
学・SILS，5基生研・細胞生物）

2pE-06
DREAM複合体と FLPによる細胞周期
遺伝子の協調的制御機構の可能性
峯田敬斗1，岩川秀和2，Moussa
Benhamed3，伊藤正樹2（1金沢大・院・自然
科学，2金沢大・理工・生命理工，
3Université Paris-Saclay）

2pF-06
愛知県新城市作手のオハツキイチョウ
の形態
藤井友香1，古橋龍馬1，呂虹橋1，山下博
史2，小林正美3，内田美重1,4，景山伯春4，
井上和仁5,6，内田英伸1,6（1名古屋文理大・
フードビジネス，2京都府大・院・生命環，
3筑波大・物質工学域，4名城大・院・総合
学術，5神奈川大・化学生命，6神奈川大・
総理研）

2pG-06
KL信号伝達タンパク質間相互作用の実
証および in vitro KL検出系への応用
田中慧太1,2，Jiawang Wu1,2，原田悠太郎3，
鈴木泰輝3，Yujiao Yan1,2，瀬戸義哉3，亀岡
啓1,2（1中科院・分子植物卓越中心，2CAS-
JIC CEPAMS，3明大・農）

2pH-06
プラズマ照射によるイネの発芽促進機
構の解明
永松太陽1，奥村賢直2，佐々木渉太3，曾維
琛4，家門絵理1，石水毅1,8，小竹敬久5，野
村真未6，國枝正7，小野亮4，金子俊郎3，古
閑一憲2，石川和也8（1立命館大学，生命科
学部，2九州大学，システム情報科学研究
院，3東北大学，工学研究科，4東京大学，新
領域創成科学研究科，5埼玉大学，院理
工，6山形大学，理学部，7奈良先端大，バイ
オ，8立命館大学，R-GIRO）

14:30
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A会場 B会場 C会場 D会場 E会場 F会場 G会場 H会場 X
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Z
会
場

時間
光合成 細胞壁 植物生物間相互作用B オルガネラ / 細胞骨格 / 細胞内膜系 発生・形態形成 生殖 植物ホルモン / シグナル伝達物質 環境応答B / 環境ストレス

14:30 2pA-06
シアノバクテリアの強光ストレス応答におけ
る RpaAの関与
西藤琴音1，岩崎秀雄2，田中寛3，華岡光正1,4,5（1千
葉大・院園芸・応用生命，2早稲田大・先進理工，3東
京科学大・化生研，4千葉大・植物分子科学セ，5千
葉大・宇宙園芸研究セ）

2pC-06 仝
Bacterial perception of root-derived signals
mediates mutualistic associations in rice
Zi Tong Heng1, Kanako Inoue1, John Jewish A.
Dominguez1, Masahiro Nagayasu1, Min Fey
Chek1, Taito Matsuda1, Shunsuke Tomita3,
Kiyoshi Mashiguchi2, Shinjiro Yamaguchi2,
Yusuke Saijo1 (1Division of Biological Science,
Nara Institute of Science and Technology,
2Institute for Chemical Research, Kyoto
University, 3Health and Medical Research
Institute, National Institute of Advanced
Industrial Science and Technology)

2pD-06
PI3P合成変異体の解析から見えるリン脂質の
オートファジー・膜輸送制御と植物発生への
関与
後藤（山田）志野1,2，Andisheh Poormassalehgoo3，
Elżbieta Kaniecka3，Xavier Zarza4，及川和聡2,5，
Teun Munnik4，山田健志3，真野昌二1,2（1基生研・
オルガネラ制御，2総合研究大学院大・先端学術
院，3ヤギェウォ大学・MCB，4アムステルダム大
学・SILS，5基生研・細胞生物）

2pE-06
DREAM複合体と FLPによる細胞周期
遺伝子の協調的制御機構の可能性
峯田敬斗1，岩川秀和2，Moussa
Benhamed3，伊藤正樹2（1金沢大・院・自然
科学，2金沢大・理工・生命理工，
3Université Paris-Saclay）

2pF-06
愛知県新城市作手のオハツキイチョウ
の形態
藤井友香1，古橋龍馬1，呂虹橋1，山下博
史2，小林正美3，内田美重1,4，景山伯春4，
井上和仁5,6，内田英伸1,6（1名古屋文理大・
フードビジネス，2京都府大・院・生命環，
3筑波大・物質工学域，4名城大・院・総合
学術，5神奈川大・化学生命，6神奈川大・
総理研）

2pG-06
KL信号伝達タンパク質間相互作用の実
証および in vitro KL検出系への応用
田中慧太1,2，Jiawang Wu1,2，原田悠太郎3，
鈴木泰輝3，Yujiao Yan1,2，瀬戸義哉3，亀岡
啓1,2（1中科院・分子植物卓越中心，2CAS-
JIC CEPAMS，3明大・農）

2pH-06
プラズマ照射によるイネの発芽促進機
構の解明
永松太陽1，奥村賢直2，佐々木渉太3，曾維
琛4，家門絵理1，石水毅1,8，小竹敬久5，野
村真未6，國枝正7，小野亮4，金子俊郎3，古
閑一憲2，石川和也8（1立命館大学，生命科
学部，2九州大学，システム情報科学研究
院，3東北大学，工学研究科，4東京大学，新
領域創成科学研究科，5埼玉大学，院理
工，6山形大学，理学部，7奈良先端大，バイ
オ，8立命館大学，R-GIRO）

14:30
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時間
A会場 B会場 C会場 D会場 E会場 F会場 G会場 H会場 X

会
場

Y
会
場

Z
会
場

時間
システム生物学 生体膜・イオン・物質輸送 植物生物間相互作用B オルガネラ / 細胞骨格 / 細胞内膜系 発生・形態形成 光受容体 / 光応答 植物ホルモン / シグナル伝達物質 環境応答B / 環境ストレス

09:00 3aA-01
高精度ゲノム解読に基づく AM菌の種間比較
ゲノムと非共生培養における胞子内振動
小林裕樹1，前田太郎2，田中幸子3，江沢辰広4，山
口勝司5，尾納隆大6，西本裕希7，重信秀治5，川口
正代司3（1東京農大・総研，2慶應大・政策メディ
ア，3基生研・共生システム，4北大・院農学，5基生
研・トランスオミクス，6基生研・光物理生物，7基
生研・クロマチン制御）

3aB-01
種々の刺激により誘発されるゼニゴケの活動
電位を介した高速長距離シグナル伝達系の分
子機構の解析
朽津和幸1，岩本有宇1，渡邉健志郎1，橋西慶果1，
Mateusz Koselski2，Renata Welc-Stanowska2，
Piotr Wasko2，Kazimierz Trębacz2（1東京理科大・
創域理工・生命生物科学，2Maria Curie-
Sklodowska Univ., Poland）

3aC-01
共生不和合性を利用した N2O削減根粒菌の根
粒占有率向上技術の構築
西田帆那1，板倉学2，Khin Thuzar Win1，李鋒3，柿
崎芳里2，鈴木敦夫2，大久保智司2，Luong Van
Duc2，菅原雅之4，髙橋浩司3，Matthew Shenton3，
増田幸子5，柴田ありさ5，白須賢5，藤澤由紀子1，
坪倉美紗6，秋山博子6，下田宜司1，南澤究2，今泉
（安楽）温子1（1農研機構・生物研，2東北大院・生
命科学，3農研機構・作物研，4帯広畜産大・生命・
食料科学，5理研CSRS，6農研機構・農環研）

3aD-01
植物における細胞核内アクチン繊維について
松本朋子1，尾崎敦哉1，檜垣匠2，稲田のりこ1（1大
阪公大・院農，2熊本大・院先端科学）

3aE-01 仝
Multi-trait phenotypic plasticity of root
and its molecular regulatory mechanism
in amphibious plant Callitriche palustris
Tomo Sato, Hiroyuki Koga, Hirokazu
Tsukaya (Grad. Sch. Sci., Univ. Tokyo)

3aF-01
シロイヌナズナの根毛形成は SPA1を
介した根の光応答によって調節される
市川晴雪，陽川憲（北見工大）

3aG-01
受容体様キナーゼ GREKとペクチンに
よる老化開始制御機構
船橋大輔1，肥後あすか2，打田直行1,2（1名
古屋大・院生命理学，2名古屋大・遺伝子
実験施設）

3aH-01 仝
Extreme Environmental Tolerance of
Physcomitrium patens Spores in ISS
Exposure: A First Step Toward Moss-
Based Terraforming
Changhyun Maeng1, Yuji Hiwatashi2,
Keita Nakamura3, Osamu Matsuda4,
Hajime Mita5, Kaori Yokotani6, Shin-ichi
Yokobori7, Akihiko Yamagishi7, Atsushi
Kume8, Tomomichi Fujita1 (1Faculty of
Science, Hokkaido University, 2School of
Food Industrial Sciences, Miyagi
University, 3Graduate School of Food,
Agricultural and Environmental Sciences,
Miyagi University, 4Faculty of Science,
Kyushu University, 5Department of Life,
Environment, and Applied Chemistry,
Fukuoka Institute of Technology, 6Faculty
of Life and Environmental Sciences,
University of Tsukuba, 7School of Life
Sciences, Tokyo University of Pharmacy
and Life Sciences, 8Faculty of Agriculture,
Kyushu University)
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ASPB-JSPP Joint Sym
posium

—
Plant resilience and plasticity pow

ered by dynam
ic cellular responses

（9:00–11:00

）

09:00

09:15 3aA-02
時系列トランスクリプトームと Cell-Type
Deconvolutionを組み合わせた維管束分化動態
解析プラットフォームの構築
西村勇輝1，鹿島誠2，島津舜治1,3，伊藤佑1，近藤
侑貴1（1大阪大・院理学，2東邦大・理学，3ゲント
大・VIB）

3aB-02
維管束に特異的に発現する Ca2+センサータン
パク質による気孔開閉制御メカニズム
齋藤俊也1，内山剛志1，竹林昂亮1，三輪美沙子2，
遠山翔2，杉浦広峻3，加田渉2，松山成男2，新井史
人3，Jörg Kudla4，辻井雅1，石丸泰寛1，魚住信之1

（1東北大学　工学研究科　バイオ工学専攻　
応用生物物理化学分野　〒 980-8579 仙台市
青葉区荒巻字青葉 6-6-07，2東北大学　工学研
究科　量子エネルギー工学専攻　加速器・原子
炉システム工学分野　〒 980-8579 仙台市青
葉区荒巻字青葉 6-6-01-2，3東京大学 工学系研
究科　機械工学専攻　産業システム工学講座　
〒 113-8656 東京都文京区本郷 7-3-1，
4Institut für Biologie und Biotechnologie der
Pflanzen (IBBP), Universität Münster,
Schlossplatz 7, 48149 Münster, Germany）

3aC-02
AM菌接種ミヤコグサ AON欠損変異体におけ
るシュートの成長解析
深瀬百恵1，川出健介2（1埼玉大・理，2埼玉大・院・
理工）

3aD-02
高速型キメラミオシン XIの異種発現によるト
マトの原形質流動および植物成長の促進
小原惇1，原口武士2，伊藤光二2，野中聡子3,4，富
永基樹1,5（1早稲田大・院・先進理工，2千葉大・院・
理・生物，3筑波大・T-PIRC，4筑波大・生命環境
系，5早稲田大・教育総合科学・生物）

3aE-02
側根創始細胞の極性形成におけるオー
キシン極性輸送の役割
金田紗苗，柿本辰男（阪大・院理）

3aF-02
青色光受容体 LLPと VTC2の光依存的
な結合と解離の解析
井川侑香1，立川勇介1，浦野裕貴1，古谷朋
之2，高橋文雄3，岩田達也3，伊関峰生3，末
次憲之4，河内孝之5，笠原賢洋1（1立命館
大・院・生命科学，2大阪大・院・理，3東邦
大・薬，4東京大・院・総合文化，5京都大・
院・生命科学）

3aG-02
ROSを起点とする器官間コミュニケー
ションを介した胚軸成長制御メカニズ
ムの提唱
川端康暉1,2，村尾瑞基2，肥後あすか2，打
田直行2（1名大・院理，2名大・遺伝子）

3aH-02
カタバミの葉色を決める遺伝子の同定
飯村秀明1，佐藤光彦1，青柳優太1，深野祐
也2，菊池真司2，白澤健太1（1かずさDNA
研・植物ゲノム生物学，2千葉大・院園芸
学）

09:15

09:30 3aA-03
SA/JA応答状態を独立に推定するトランスクリ
プトームバイオマーカーの開発と自然の植食
者群集下の植物への適用
冨田敦幹1,2，前田太郎1，森山（毛利）奈津美3，野
村康之3，栗田悠子4，鹿島誠5，別役重之6，佐藤安
弘7，永野惇1,8（1慶應大・IAB，2慶應大・政メ，3龍
谷大・食農研，4東大・農，5東邦大・理，6龍谷大・
農，7北大・ 環境，8名大・生物機能開発利用研究
センター）

3aB-03
キナーゼ阻害剤 AG126と誘導体の特性評価を
通じた孔辺細胞 PM H+-ATPaseリン酸化制御
機構の解析
桑山翔悟1，高橋宏二1，林真妃2，林優紀1，深津孝
平1，相原悠介3，佐藤伸哉4，加納圭子4，三城恵
美4，佐藤綾人4，木下俊則1,4（1名古屋大・院理，2東
北大・院生命，3神戸大・院理，4名古屋大・ITbM）

3aC-03
アーバスキュラー菌根菌に感染したミヤコグ
サ AON欠損変異体における炭素動態
大澤愛花1，川出健介2（1埼玉大・理，2埼玉大・院・
理工）

3aD-03
アクチン-ミオシン相互作用による原形質流動
が道管構造の均一性に寄与する
貴嶋紗久1，上田晴子2，光田展隆1，小田祥久3（1産
総研・バイオものづくり，2甲南大・理工，3名古屋
大・院・理）

3aE-03 仝
Polymerization-mediated SRFR1
condensation in upper lateral root cap
cells regulates root growth
Jianbin Su, Walter Gassmann (University
of Missouri)

3aF-03
フォトトロピンは自己リン酸化様式の
切り換えを介して葉緑体定位運動を制
御する実温度センサーである
野口穂1，福島竜志1,2，若杉早紀1,2，児玉
豊1,2（1宇都宮大・バイオセンター，2宇都
宮大院・地域創生科学）

3aG-03
植物暗所芽生えの胚軸伸長を阻害する
低分子化合物の解析
中川彩美1，桑田啓子1，山田柊哉1，竹林裕
美子2，廣田毅1，佐藤綾人1，打田直行3，榊
原均2,4，下遠野明恵1，伊丹健一郎1,2,5，村
上慧6，鳥居啓子1,7,8（1名古屋大・ITbM，
2理研・CSRS，3名古屋大・遺伝子実験施
設，4名古屋大院・農学研究科，5理研・開
拓研究所，6関西学院大・理，7テキサス大
オースティン校・分子生物，8ハワード・
ヒューズ医学研究所）

3aH-03
シロイヌナズナの短期高温耐性獲得変
異株の解析
小川明日香1，柳原美来1，増田悟郎2，四井
いずみ1，坂田洋一1，太治輝昭1（1東京農
大・バイオ，2東京農大・ゲノムセンター）

09:30

09:45 3aA-04
大規模野外トランスクリプトームデータを活
用した深層学習による頑健な遺伝子発現予測
モデルの構築
永壽暖1,2，本田爽太郎3，大久保智司4，安達俊輔5，
岩山幸治6，永野惇1,7（1慶應大・IAB，2慶應大・政
メ，3東京農工大学・農学，4東北大・生命科学，5農
工大・グローバルイノベーション，6滋賀大・デー
タサイエンス，7名大・生物機能開発利用研究セ
ンター）

3aB-04
カリウム輸送体を介した気体湿度応答機構の
解析
山梨太郎1，内山剛志1，髙木智子2，齋藤俊也1，三
輪美沙子1，遠山翔1，松山成男1，横北卓也3，菊永
英寿3，清水未崎4，斎藤芳郎4，鈴木孝征5，永田典
子2，山上睦6，石丸泰寛1，魚住信之1（1東北大・院
工学研究科，2日本女子大・化学生命科学科，3東
北大・先端量子ビーム科学研究センター，4東北
大・院薬学研究科，5中部大・応用生物学部，6公益
財団法人環境科学技術研究所）

3aC-04 仝
Investigation of the role of CRINKLE during
rhizobial infection in Lotus japonicus
Akira Akamatsu1, Aya Shimomura1,2, Tsuneo
Hakoyama1, Shusei Sato3, Masayoshi
Kawaguchi4, Makoto Hayashi1 (1CSRS • RIKEN,
2Fac. Agri., Saga Univ., 3Grad. Sch. Life Sci.,
Tohoku Univ., 4NIBB)

3aD-04
微小管－小胞体相互作用を促進する新規因子
の機能解析
土井翠，佐々木武馬，小田祥久（名古屋大・院理・
生命理学）

3aE-04
再構築された概日リズムが調節する側
根発達制御メカニズム解明
野本颯汰1，大名門拓実1，間瀨皓介1，前田
明里2，坂岡里実1，鈴木孝征3，稲垣宗一4，
Todd Michael5，中道範人2，塚越啓央1（1名
城大・農，2名古屋大・院理，3中部大・応用
生物，4東京大・院・理・生物，5ソーク研究
所）

3aF-04
葉緑体集合反応を制御する JAC1の機能
解析
井上祐輝1，入枝泰樹2，末次憲之1（1東大・
院総合文化，2信大・学術院農）

3aG-04
寄生植物ストライガにおけるストリゴ
ラクトン受容体の進化の軌跡
出口真由1，Jia Xin Yap2，土屋雄一朗1,2（1名
大院・理，2名大・ITbM）

3aH-04
シロイヌナズナ長期高温感受性変異株
sloh12の原因遺伝子同定
木下暖斗1，増田悟郎2，四井いずみ1，坂田
洋一1，太治輝昭1（1東京農大・バイオ，2東
京農大・ゲノムセンター）

09:45

10:00 3aA-05 仝
ATTED-II v13: Expanded Species and PCA-
Based Condition Summaries
Daffa Aprilio1, Dalia Khatun1, Takeshi Obayashi1,2

(1Grad. Sch. Info. Sci., Tohoku Univ., 2WPI-
AIMEC, Tohoku Univ.)

3aB-05 仝
Proline-2'-Deoxymugineic Acid, a synthetic
phytosiderophore, facilitates the rapid recovery of
poplar trees from iron deficiency during early
growth
May Sann Aung1, Motofumi Suzuki2, Kyoko
Toyofuku1, Atsushi Ogawa1, Hiroshi Masuda1

(1Akita Prefectural University, 2Aichi Steel
Corporation)

3aC-05
陸上植物の菌根共生に共通する宿主側・菌根菌
側の因子
山崎明広1，Hector Montero1，Alexandra
Dallaire1,2，岩瀬哲1，河村彩子1，竹林有理佳1，杉
本慶子1，Uta Paszkowski1,3（1理研・環境資源科学
研究センター，2ラヴァル大学，3ケンブリッジ大
学）

3aD-05
道管の壁孔形成を制御する新規 ROPシグナル
経路の解析
小林恒，佐々木武馬，小田祥久（名古屋大・院理・
生命理学）

3aE-05
RGF8は側根原基の初期発達における
分裂方向の転換を促進する
野田光希1，金田紗苗2，柿本辰男2（1大阪
大・理，2大阪大・院・理）

3aF-05
葉緑体光定位運動制御因子 KACの暗条
件依存的凝集体形成
比嘉毅，末次憲之（東京大院・総合文化）

3aG-05 仝
Exploring the natural variations in
strigolactone perception among different
Striga hermonthica ecotypes
Wen Wei Loh1, Jia Xin Yap2, Kakeru
Shioya1, Yuichiro Tsuchiya1,2 (1Grad. Sch.
Sci., Nagoya Univ., 2ITbM, Nagoya Univ.)

3aH-05
シロイヌナズナ長期高温感受性変異株
sloh2の原因遺伝子同定
芳野晴臣1，村越祐介1，山口凌1，細井昴
人2，増田悟郎2，鈴木孝征3，四井いずみ1，
坂田洋一1，太治輝昭1（1東京農大・バイ
オ，2東京農大・ゲノムセンター，3中部大・
応生）

10:00
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09:00 3aA-01
高精度ゲノム解読に基づく AM菌の種間比較
ゲノムと非共生培養における胞子内振動
小林裕樹1，前田太郎2，田中幸子3，江沢辰広4，山
口勝司5，尾納隆大6，西本裕希7，重信秀治5，川口
正代司3（1東京農大・総研，2慶應大・政策メディ
ア，3基生研・共生システム，4北大・院農学，5基生
研・トランスオミクス，6基生研・光物理生物，7基
生研・クロマチン制御）

3aB-01
種々の刺激により誘発されるゼニゴケの活動
電位を介した高速長距離シグナル伝達系の分
子機構の解析
朽津和幸1，岩本有宇1，渡邉健志郎1，橋西慶果1，
Mateusz Koselski2，Renata Welc-Stanowska2，
Piotr Wasko2，Kazimierz Trębacz2（1東京理科大・
創域理工・生命生物科学，2Maria Curie-
Sklodowska Univ., Poland）

3aC-01
共生不和合性を利用した N2O削減根粒菌の根
粒占有率向上技術の構築
西田帆那1，板倉学2，Khin Thuzar Win1，李鋒3，柿
崎芳里2，鈴木敦夫2，大久保智司2，Luong Van
Duc2，菅原雅之4，髙橋浩司3，Matthew Shenton3，
増田幸子5，柴田ありさ5，白須賢5，藤澤由紀子1，
坪倉美紗6，秋山博子6，下田宜司1，南澤究2，今泉
（安楽）温子1（1農研機構・生物研，2東北大院・生
命科学，3農研機構・作物研，4帯広畜産大・生命・
食料科学，5理研CSRS，6農研機構・農環研）

3aD-01
植物における細胞核内アクチン繊維について
松本朋子1，尾崎敦哉1，檜垣匠2，稲田のりこ1（1大
阪公大・院農，2熊本大・院先端科学）

3aE-01 仝
Multi-trait phenotypic plasticity of root
and its molecular regulatory mechanism
in amphibious plant Callitriche palustris
Tomo Sato, Hiroyuki Koga, Hirokazu
Tsukaya (Grad. Sch. Sci., Univ. Tokyo)

3aF-01
シロイヌナズナの根毛形成は SPA1を
介した根の光応答によって調節される
市川晴雪，陽川憲（北見工大）

3aG-01
受容体様キナーゼ GREKとペクチンに
よる老化開始制御機構
船橋大輔1，肥後あすか2，打田直行1,2（1名
古屋大・院生命理学，2名古屋大・遺伝子
実験施設）

3aH-01 仝
Extreme Environmental Tolerance of
Physcomitrium patens Spores in ISS
Exposure: A First Step Toward Moss-
Based Terraforming
Changhyun Maeng1, Yuji Hiwatashi2,
Keita Nakamura3, Osamu Matsuda4,
Hajime Mita5, Kaori Yokotani6, Shin-ichi
Yokobori7, Akihiko Yamagishi7, Atsushi
Kume8, Tomomichi Fujita1 (1Faculty of
Science, Hokkaido University, 2School of
Food Industrial Sciences, Miyagi
University, 3Graduate School of Food,
Agricultural and Environmental Sciences,
Miyagi University, 4Faculty of Science,
Kyushu University, 5Department of Life,
Environment, and Applied Chemistry,
Fukuoka Institute of Technology, 6Faculty
of Life and Environmental Sciences,
University of Tsukuba, 7School of Life
Sciences, Tokyo University of Pharmacy
and Life Sciences, 8Faculty of Agriculture,
Kyushu University)
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）

09:00

09:15 3aA-02
時系列トランスクリプトームと Cell-Type
Deconvolutionを組み合わせた維管束分化動態
解析プラットフォームの構築
西村勇輝1，鹿島誠2，島津舜治1,3，伊藤佑1，近藤
侑貴1（1大阪大・院理学，2東邦大・理学，3ゲント
大・VIB）

3aB-02
維管束に特異的に発現する Ca2+センサータン
パク質による気孔開閉制御メカニズム
齋藤俊也1，内山剛志1，竹林昂亮1，三輪美沙子2，
遠山翔2，杉浦広峻3，加田渉2，松山成男2，新井史
人3，Jörg Kudla4，辻井雅1，石丸泰寛1，魚住信之1

（1東北大学　工学研究科　バイオ工学専攻　
応用生物物理化学分野　〒 980-8579 仙台市
青葉区荒巻字青葉 6-6-07，2東北大学　工学研
究科　量子エネルギー工学専攻　加速器・原子
炉システム工学分野　〒 980-8579 仙台市青
葉区荒巻字青葉 6-6-01-2，3東京大学 工学系研
究科　機械工学専攻　産業システム工学講座　
〒 113-8656 東京都文京区本郷 7-3-1，
4Institut für Biologie und Biotechnologie der
Pflanzen (IBBP), Universität Münster,
Schlossplatz 7, 48149 Münster, Germany）

3aC-02
AM菌接種ミヤコグサ AON欠損変異体におけ
るシュートの成長解析
深瀬百恵1，川出健介2（1埼玉大・理，2埼玉大・院・
理工）

3aD-02
高速型キメラミオシン XIの異種発現によるト
マトの原形質流動および植物成長の促進
小原惇1，原口武士2，伊藤光二2，野中聡子3,4，富
永基樹1,5（1早稲田大・院・先進理工，2千葉大・院・
理・生物，3筑波大・T-PIRC，4筑波大・生命環境
系，5早稲田大・教育総合科学・生物）

3aE-02
側根創始細胞の極性形成におけるオー
キシン極性輸送の役割
金田紗苗，柿本辰男（阪大・院理）

3aF-02
青色光受容体 LLPと VTC2の光依存的
な結合と解離の解析
井川侑香1，立川勇介1，浦野裕貴1，古谷朋
之2，高橋文雄3，岩田達也3，伊関峰生3，末
次憲之4，河内孝之5，笠原賢洋1（1立命館
大・院・生命科学，2大阪大・院・理，3東邦
大・薬，4東京大・院・総合文化，5京都大・
院・生命科学）

3aG-02
ROSを起点とする器官間コミュニケー
ションを介した胚軸成長制御メカニズ
ムの提唱
川端康暉1,2，村尾瑞基2，肥後あすか2，打
田直行2（1名大・院理，2名大・遺伝子）

3aH-02
カタバミの葉色を決める遺伝子の同定
飯村秀明1，佐藤光彦1，青柳優太1，深野祐
也2，菊池真司2，白澤健太1（1かずさDNA
研・植物ゲノム生物学，2千葉大・院園芸
学）

09:15

09:30 3aA-03
SA/JA応答状態を独立に推定するトランスクリ
プトームバイオマーカーの開発と自然の植食
者群集下の植物への適用
冨田敦幹1,2，前田太郎1，森山（毛利）奈津美3，野
村康之3，栗田悠子4，鹿島誠5，別役重之6，佐藤安
弘7，永野惇1,8（1慶應大・IAB，2慶應大・政メ，3龍
谷大・食農研，4東大・農，5東邦大・理，6龍谷大・
農，7北大・ 環境，8名大・生物機能開発利用研究
センター）

3aB-03
キナーゼ阻害剤 AG126と誘導体の特性評価を
通じた孔辺細胞 PM H+-ATPaseリン酸化制御
機構の解析
桑山翔悟1，高橋宏二1，林真妃2，林優紀1，深津孝
平1，相原悠介3，佐藤伸哉4，加納圭子4，三城恵
美4，佐藤綾人4，木下俊則1,4（1名古屋大・院理，2東
北大・院生命，3神戸大・院理，4名古屋大・ITbM）

3aC-03
アーバスキュラー菌根菌に感染したミヤコグ
サ AON欠損変異体における炭素動態
大澤愛花1，川出健介2（1埼玉大・理，2埼玉大・院・
理工）

3aD-03
アクチン-ミオシン相互作用による原形質流動
が道管構造の均一性に寄与する
貴嶋紗久1，上田晴子2，光田展隆1，小田祥久3（1産
総研・バイオものづくり，2甲南大・理工，3名古屋
大・院・理）

3aE-03 仝
Polymerization-mediated SRFR1
condensation in upper lateral root cap
cells regulates root growth
Jianbin Su, Walter Gassmann (University
of Missouri)

3aF-03
フォトトロピンは自己リン酸化様式の
切り換えを介して葉緑体定位運動を制
御する実温度センサーである
野口穂1，福島竜志1,2，若杉早紀1,2，児玉
豊1,2（1宇都宮大・バイオセンター，2宇都
宮大院・地域創生科学）

3aG-03
植物暗所芽生えの胚軸伸長を阻害する
低分子化合物の解析
中川彩美1，桑田啓子1，山田柊哉1，竹林裕
美子2，廣田毅1，佐藤綾人1，打田直行3，榊
原均2,4，下遠野明恵1，伊丹健一郎1,2,5，村
上慧6，鳥居啓子1,7,8（1名古屋大・ITbM，
2理研・CSRS，3名古屋大・遺伝子実験施
設，4名古屋大院・農学研究科，5理研・開
拓研究所，6関西学院大・理，7テキサス大
オースティン校・分子生物，8ハワード・
ヒューズ医学研究所）

3aH-03
シロイヌナズナの短期高温耐性獲得変
異株の解析
小川明日香1，柳原美来1，増田悟郎2，四井
いずみ1，坂田洋一1，太治輝昭1（1東京農
大・バイオ，2東京農大・ゲノムセンター）

09:30

09:45 3aA-04
大規模野外トランスクリプトームデータを活
用した深層学習による頑健な遺伝子発現予測
モデルの構築
永壽暖1,2，本田爽太郎3，大久保智司4，安達俊輔5，
岩山幸治6，永野惇1,7（1慶應大・IAB，2慶應大・政
メ，3東京農工大学・農学，4東北大・生命科学，5農
工大・グローバルイノベーション，6滋賀大・デー
タサイエンス，7名大・生物機能開発利用研究セ
ンター）

3aB-04
カリウム輸送体を介した気体湿度応答機構の
解析
山梨太郎1，内山剛志1，髙木智子2，齋藤俊也1，三
輪美沙子1，遠山翔1，松山成男1，横北卓也3，菊永
英寿3，清水未崎4，斎藤芳郎4，鈴木孝征5，永田典
子2，山上睦6，石丸泰寛1，魚住信之1（1東北大・院
工学研究科，2日本女子大・化学生命科学科，3東
北大・先端量子ビーム科学研究センター，4東北
大・院薬学研究科，5中部大・応用生物学部，6公益
財団法人環境科学技術研究所）

3aC-04 仝
Investigation of the role of CRINKLE during
rhizobial infection in Lotus japonicus
Akira Akamatsu1, Aya Shimomura1,2, Tsuneo
Hakoyama1, Shusei Sato3, Masayoshi
Kawaguchi4, Makoto Hayashi1 (1CSRS • RIKEN,
2Fac. Agri., Saga Univ., 3Grad. Sch. Life Sci.,
Tohoku Univ., 4NIBB)

3aD-04
微小管－小胞体相互作用を促進する新規因子
の機能解析
土井翠，佐々木武馬，小田祥久（名古屋大・院理・
生命理学）

3aE-04
再構築された概日リズムが調節する側
根発達制御メカニズム解明
野本颯汰1，大名門拓実1，間瀨皓介1，前田
明里2，坂岡里実1，鈴木孝征3，稲垣宗一4，
Todd Michael5，中道範人2，塚越啓央1（1名
城大・農，2名古屋大・院理，3中部大・応用
生物，4東京大・院・理・生物，5ソーク研究
所）

3aF-04
葉緑体集合反応を制御する JAC1の機能
解析
井上祐輝1，入枝泰樹2，末次憲之1（1東大・
院総合文化，2信大・学術院農）

3aG-04
寄生植物ストライガにおけるストリゴ
ラクトン受容体の進化の軌跡
出口真由1，Jia Xin Yap2，土屋雄一朗1,2（1名
大院・理，2名大・ITbM）

3aH-04
シロイヌナズナ長期高温感受性変異株
sloh12の原因遺伝子同定
木下暖斗1，増田悟郎2，四井いずみ1，坂田
洋一1，太治輝昭1（1東京農大・バイオ，2東
京農大・ゲノムセンター）

09:45

10:00 3aA-05 仝
ATTED-II v13: Expanded Species and PCA-
Based Condition Summaries
Daffa Aprilio1, Dalia Khatun1, Takeshi Obayashi1,2

(1Grad. Sch. Info. Sci., Tohoku Univ., 2WPI-
AIMEC, Tohoku Univ.)

3aB-05 仝
Proline-2'-Deoxymugineic Acid, a synthetic
phytosiderophore, facilitates the rapid recovery of
poplar trees from iron deficiency during early
growth
May Sann Aung1, Motofumi Suzuki2, Kyoko
Toyofuku1, Atsushi Ogawa1, Hiroshi Masuda1

(1Akita Prefectural University, 2Aichi Steel
Corporation)

3aC-05
陸上植物の菌根共生に共通する宿主側・菌根菌
側の因子
山崎明広1，Hector Montero1，Alexandra
Dallaire1,2，岩瀬哲1，河村彩子1，竹林有理佳1，杉
本慶子1，Uta Paszkowski1,3（1理研・環境資源科学
研究センター，2ラヴァル大学，3ケンブリッジ大
学）

3aD-05
道管の壁孔形成を制御する新規 ROPシグナル
経路の解析
小林恒，佐々木武馬，小田祥久（名古屋大・院理・
生命理学）

3aE-05
RGF8は側根原基の初期発達における
分裂方向の転換を促進する
野田光希1，金田紗苗2，柿本辰男2（1大阪
大・理，2大阪大・院・理）

3aF-05
葉緑体光定位運動制御因子 KACの暗条
件依存的凝集体形成
比嘉毅，末次憲之（東京大院・総合文化）

3aG-05 仝
Exploring the natural variations in
strigolactone perception among different
Striga hermonthica ecotypes
Wen Wei Loh1, Jia Xin Yap2, Kakeru
Shioya1, Yuichiro Tsuchiya1,2 (1Grad. Sch.
Sci., Nagoya Univ., 2ITbM, Nagoya Univ.)

3aH-05
シロイヌナズナ長期高温感受性変異株
sloh2の原因遺伝子同定
芳野晴臣1，村越祐介1，山口凌1，細井昴
人2，増田悟郎2，鈴木孝征3，四井いずみ1，
坂田洋一1，太治輝昭1（1東京農大・バイ
オ，2東京農大・ゲノムセンター，3中部大・
応生）

10:00
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10:15 3aA-06 仝
Charaterization of prion-like domain-containing
proteins in diverse phytoplankton groups
Matthew Brown, Yusuke Matsuda (Department
of Biosciences, Kwansei Gakuin University)

3aB-06
金属輸送体遺伝子，OsVIT1または OsYSL9の
ゲノム編集によりイネ（あきたこまち）の白米
の鉄含有量が増加する
増田寛志1，髙橋克巳1，荒川真穂1，高橋建宇1，小
林高範2，頼泰樹1，松本武彦1，神谷岳洋3，アウン
メイサン1（1秋田県立大，2石川県立大，3東大院・
農生研）

3aC-06
アーバスキュラー菌根共生とそれ以外の過程
で二重の機能を持つ遺伝子
Zijie Li1,2，福島健児3，亀岡啓1,2（1中国科学院・植
物科学卓越創新中心，2CAS–JIC CEPAMS，3遺伝
研）

3aD-06
篩要素におけるオルガネラ・細胞骨格・細胞内
膜系の再編成機構の探索
杉山友希1,2，小田祥久2（1名古屋大・高等研究院，
2名古屋大・院理・生命理学）

3aE-06
根冠外層特異的なシロイヌナズナ
BEARSKIN1/2遺伝子の発現維持機構
郷達明1，山本真誠1，片岡佑理1，上野皓
輝1，藤本晃範1，山口暢俊1，宮島俊介1,2，
中島敬二1（1奈良先端大・先端科学技術，
2石川県立大・生資工研）

3aF-06
青色光に応答した気孔開口の必須因子
BLUS1の孔辺細胞特異的な発現制御機
構の解析
山口歩莉1，野元美佳2,3，Hassan
Nadeem4，Diwaker Shukla4，多田安臣2,3，
祢宜淳太郎5，白川一6,7，武宮淳史8（1山口
大・理，2名大・院・理，3名大・遺伝子，
4Dept. Bioeng.・UIUC，5九州大・院・理，
6奈良先端大・バイオ，7Academia Sinica，
8山口大・院・創成科学）

3aG-06
フタバネゼニゴケにおける PHR転写因
子を介したストリゴラクトン生合成の
制御
依田彬義1，児玉恭一1，野村崇人2，経塚淳
子1（1東北大・生命科学，2宇都宮大・バイ
オ）

3aH-06
シロイヌナズナ長期高温感受性変異株
sloh7の機能解析
野菅梨々香1，細井昂人2，鈴木孝征3，四井
いずみ1，坂田洋一1，太治輝昭1（1東京農
大・バイオ，2東京農大・ゲノムセンター，
3中部大・応生）
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10:15

10:30 3aA-07
AIによる構造予測に基づいた変異導入による
転写因子の活性上昇
古林健太郎1，淀屋賢亮2，永田宏次1，篠崎和子1,3，
溝井順哉1（1東大院・農生命科学，2カゴメ（株），
3東京農大・農生命科学研）

3aB-07
鉄の分配を担うイネ節の排出輸送体 OsIET1
車景1，黄勝2，Yuting Qu1，Yuma Yoshioka3，
Chiyuri Tomita3，Takaaki Miyaji3，Zhenyang Liu1，
Renfang Shen1，山地直樹2，馬建鋒2（1中国科学院
南京土壌研究所，2岡山大学資源植物科学研究
所，3岡山大学自然生命科学研究支援センター
ゲノム・プロテオーム解析部門）

3aC-07
寄生植物の宿主侵入を支える細胞壁成分の動
的変化
伊藤千陽1，國枝正1，Songkui Cui2，出村拓1，吉田
聡子1（1奈良先端大・バイオ，2昆明植物研究所）

3aD-07
CDKAが光応答を制御する新たな仕組みの解明
宮崎朔多1，井上夏実2，石川雅樹3，長谷部光泰3，
関根政実4，藤田知道2（1北大・院生命科学，2北
大・院理，3基生研・生物進化，4石川県大・生物資
源環境）

3aE-07 仝
Regulatory mechanisms underlying stem
cell maintenance in the Arabidopsis root
cap
Paktraporn Mekloy1,2, Akie Shimotohno1,
Ye Zhang2, Masaaki Umeda2 (1ITbM,
Nagoya Univ., 2Grad. Sch. Sci. Tech.,
NAIST)

3aF-07
葉肉シグナルとしての糖による光合成
依存的な気孔開口の制御機構の解明
安藤英伍1，林優紀1，木下俊則1,2（1名大
院・理・生命，2名大・WPI-ITbM）

3aG-07
mRNAの長距離移行性に関わる移行性
塩基配列の研究
岩田拓巳1，岡田健太郎2，永原史織1，黒谷
賢一1，望月伸悦1，野田口理孝1,2（1京大・
院・理，2名大・生物機能開発利用研究セ）

3aH-07
植物プロゲステロン受容体候補 AmPR
の花器官におけるストレス耐性機構の
解明
衣笠有夏1，山上あゆみ1，大坊りら1，上林
綾加2,3，嶋田勢津子2，飯野真由美2，野村
崇人4，作田正明3，浅見忠男5，横田孝雄6，
中野雄司1（1京大院・生命，2理研・CSRS，
3お茶大院・創成科学，4宇都宮大・バイオ，
5横浜市大・木原生研，6帝京大・バイオ）

10:30

10:45 3aA-08 仝
Multi-Pipeline Iterations and Multi-Omics
Resolve Annotation Stochasticity and Uncover
Extensive Gene Repertoire in Angiosperms
Chang-Hung Chen1, Chia-Chang Lin2, Meng-Ting
Tsai1,3, Shang-Che Kuo4, Chia-Chen Chu1,2, Yung-
Chu Yang1, Yi-Chen Wu1, Jhong-He Yu1, Pin-
Chien Liou1, Chen-Wei Hu1,2, Jung-Chen Su5,
Ying-Hsuan Sun6, Jo-Wei Allison Hsieh7, Te-Lun
Mai2, Ying-Lan Chen3,8, Ying-Chung Jimmy
Lin1,2,4 (1Institute of Plant Biology, College of Life
Science, National Taiwan University, Taipei,
Taiwan, 2Department of Life Science, College of
Life Science, National Taiwan University, Taipei ,
Taiwan, 3Department of Biotechnology and
Bioindustry Sciences, College of Bioscience and
Biotechnology, National Cheng Kung University,
4Genome and Systems Biology Degree Program,
College of Life Science, Academia Sinica and
National Taiwan University, Taipei, Taiwan,
5Department of Pharmacy, College of
Pharmaceutical Sciences, National Yang Ming
Chiao Tung University, Taipei, Taiwan,
6Department of Forestry, College of Agriculture
and Natural Resources , National Chung Hsing
University, Taichung , Taiwan, 7Genome Center,
University of California, Davis, Davis, CA, USA,
8University Center of Bioscience and
Biotechnology, National Cheng Kung University,
Tainan, Taiwan)

3aC-08 仝
Identification of the Master Regulator Controlling
Haustorium Development in the Hemiparasite
Phtheirospermum japonicum
Ninghui Zhao, Yanmei Li, Lei Xiang, Satoko
Yoshida (Graduate School of Science and
Technology, NAIST)

3aD-08
動物由来 EML2-Lを用いた植物細胞の微小管
脱重合端の可視化
北島幸美1，小野華歌1，南野尚紀2，堀田崇3，檜垣
匠1（1熊本大・院・自然科学，2福岡大・理，3ニュー
メキシコ大・総合がんセンター）

3aE-08
半数体化がシロイヌナズナの成長に及
ぼす影響の解析
宮下貴文1，菊池涼夏2，杉山宗隆3，岩元明
敏1,4（1神奈川大・院・理・生物科学，2山口
大・院・創成科学，3東京大・院・理・生物科
学，4神奈川大・理・生物）

3aF-08  仝
Analysis of evolutionary conservation of
photosynthesis signaling mechanisms
dependent on B4-Raf-like kinases in land
plants
Shota Yamauchi1, Hayato Watanabe1,
Tomoki Kuribayashi1, Hinano Takase2,
Kota Yamashita2, Taishi Umezawa2,
Ryuichi Nishihama1 (1Fac. Sci. Tech.,
Tokyo Univ. Sci., 2Grad. Sch. BASE, Tokyo
Univ. Agri. Tech.)

3aG-08
ABA生合成酵素 ABA2が触媒する反応
機構の解明と真の反応生成物の同定
藤山敬介1，山田彩加2，小笹祐吏2，佐藤光
羽2，小嶋美紀子1，竹林裕美子1，菅野裕
理1，竹内純3,4，大西利幸3,4，轟泰司3，岡本
昌憲1（1理研・CSRS，2静大・院総科技，3静
大・農，4静大・グリーン）

3aH-08 仝
The U1 snRNP component RBP45D
regulates thermomorphogenesis through
alternative splicing in Arabidopsis
Geeng-Loo Chong, Ping Chang, Hsin-Yu
Hsieh, Shih-Long Tu (Institute of Plant
and Microbial Biology, Academia Sinica)

10:45
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10:15 3aA-06 仝
Charaterization of prion-like domain-containing
proteins in diverse phytoplankton groups
Matthew Brown, Yusuke Matsuda (Department
of Biosciences, Kwansei Gakuin University)

3aB-06
金属輸送体遺伝子，OsVIT1または OsYSL9の
ゲノム編集によりイネ（あきたこまち）の白米
の鉄含有量が増加する
増田寛志1，髙橋克巳1，荒川真穂1，高橋建宇1，小
林高範2，頼泰樹1，松本武彦1，神谷岳洋3，アウン
メイサン1（1秋田県立大，2石川県立大，3東大院・
農生研）

3aC-06
アーバスキュラー菌根共生とそれ以外の過程
で二重の機能を持つ遺伝子
Zijie Li1,2，福島健児3，亀岡啓1,2（1中国科学院・植
物科学卓越創新中心，2CAS–JIC CEPAMS，3遺伝
研）

3aD-06
篩要素におけるオルガネラ・細胞骨格・細胞内
膜系の再編成機構の探索
杉山友希1,2，小田祥久2（1名古屋大・高等研究院，
2名古屋大・院理・生命理学）

3aE-06
根冠外層特異的なシロイヌナズナ
BEARSKIN1/2遺伝子の発現維持機構
郷達明1，山本真誠1，片岡佑理1，上野皓
輝1，藤本晃範1，山口暢俊1，宮島俊介1,2，
中島敬二1（1奈良先端大・先端科学技術，
2石川県立大・生資工研）

3aF-06
青色光に応答した気孔開口の必須因子
BLUS1の孔辺細胞特異的な発現制御機
構の解析
山口歩莉1，野元美佳2,3，Hassan
Nadeem4，Diwaker Shukla4，多田安臣2,3，
祢宜淳太郎5，白川一6,7，武宮淳史8（1山口
大・理，2名大・院・理，3名大・遺伝子，
4Dept. Bioeng.・UIUC，5九州大・院・理，
6奈良先端大・バイオ，7Academia Sinica，
8山口大・院・創成科学）

3aG-06
フタバネゼニゴケにおける PHR転写因
子を介したストリゴラクトン生合成の
制御
依田彬義1，児玉恭一1，野村崇人2，経塚淳
子1（1東北大・生命科学，2宇都宮大・バイ
オ）

3aH-06
シロイヌナズナ長期高温感受性変異株
sloh7の機能解析
野菅梨々香1，細井昂人2，鈴木孝征3，四井
いずみ1，坂田洋一1，太治輝昭1（1東京農
大・バイオ，2東京農大・ゲノムセンター，
3中部大・応生）
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10:30 3aA-07
AIによる構造予測に基づいた変異導入による
転写因子の活性上昇
古林健太郎1，淀屋賢亮2，永田宏次1，篠崎和子1,3，
溝井順哉1（1東大院・農生命科学，2カゴメ（株），
3東京農大・農生命科学研）

3aB-07
鉄の分配を担うイネ節の排出輸送体 OsIET1
車景1，黄勝2，Yuting Qu1，Yuma Yoshioka3，
Chiyuri Tomita3，Takaaki Miyaji3，Zhenyang Liu1，
Renfang Shen1，山地直樹2，馬建鋒2（1中国科学院
南京土壌研究所，2岡山大学資源植物科学研究
所，3岡山大学自然生命科学研究支援センター
ゲノム・プロテオーム解析部門）

3aC-07
寄生植物の宿主侵入を支える細胞壁成分の動
的変化
伊藤千陽1，國枝正1，Songkui Cui2，出村拓1，吉田
聡子1（1奈良先端大・バイオ，2昆明植物研究所）

3aD-07
CDKAが光応答を制御する新たな仕組みの解明
宮崎朔多1，井上夏実2，石川雅樹3，長谷部光泰3，
関根政実4，藤田知道2（1北大・院生命科学，2北
大・院理，3基生研・生物進化，4石川県大・生物資
源環境）

3aE-07 仝
Regulatory mechanisms underlying stem
cell maintenance in the Arabidopsis root
cap
Paktraporn Mekloy1,2, Akie Shimotohno1,
Ye Zhang2, Masaaki Umeda2 (1ITbM,
Nagoya Univ., 2Grad. Sch. Sci. Tech.,
NAIST)

3aF-07
葉肉シグナルとしての糖による光合成
依存的な気孔開口の制御機構の解明
安藤英伍1，林優紀1，木下俊則1,2（1名大
院・理・生命，2名大・WPI-ITbM）

3aG-07
mRNAの長距離移行性に関わる移行性
塩基配列の研究
岩田拓巳1，岡田健太郎2，永原史織1，黒谷
賢一1，望月伸悦1，野田口理孝1,2（1京大・
院・理，2名大・生物機能開発利用研究セ）

3aH-07
植物プロゲステロン受容体候補 AmPR
の花器官におけるストレス耐性機構の
解明
衣笠有夏1，山上あゆみ1，大坊りら1，上林
綾加2,3，嶋田勢津子2，飯野真由美2，野村
崇人4，作田正明3，浅見忠男5，横田孝雄6，
中野雄司1（1京大院・生命，2理研・CSRS，
3お茶大院・創成科学，4宇都宮大・バイオ，
5横浜市大・木原生研，6帝京大・バイオ）

10:30

10:45 3aA-08 仝
Multi-Pipeline Iterations and Multi-Omics
Resolve Annotation Stochasticity and Uncover
Extensive Gene Repertoire in Angiosperms
Chang-Hung Chen1, Chia-Chang Lin2, Meng-Ting
Tsai1,3, Shang-Che Kuo4, Chia-Chen Chu1,2, Yung-
Chu Yang1, Yi-Chen Wu1, Jhong-He Yu1, Pin-
Chien Liou1, Chen-Wei Hu1,2, Jung-Chen Su5,
Ying-Hsuan Sun6, Jo-Wei Allison Hsieh7, Te-Lun
Mai2, Ying-Lan Chen3,8, Ying-Chung Jimmy
Lin1,2,4 (1Institute of Plant Biology, College of Life
Science, National Taiwan University, Taipei,
Taiwan, 2Department of Life Science, College of
Life Science, National Taiwan University, Taipei ,
Taiwan, 3Department of Biotechnology and
Bioindustry Sciences, College of Bioscience and
Biotechnology, National Cheng Kung University,
4Genome and Systems Biology Degree Program,
College of Life Science, Academia Sinica and
National Taiwan University, Taipei, Taiwan,
5Department of Pharmacy, College of
Pharmaceutical Sciences, National Yang Ming
Chiao Tung University, Taipei, Taiwan,
6Department of Forestry, College of Agriculture
and Natural Resources , National Chung Hsing
University, Taichung , Taiwan, 7Genome Center,
University of California, Davis, Davis, CA, USA,
8University Center of Bioscience and
Biotechnology, National Cheng Kung University,
Tainan, Taiwan)

3aC-08 仝
Identification of the Master Regulator Controlling
Haustorium Development in the Hemiparasite
Phtheirospermum japonicum
Ninghui Zhao, Yanmei Li, Lei Xiang, Satoko
Yoshida (Graduate School of Science and
Technology, NAIST)

3aD-08
動物由来 EML2-Lを用いた植物細胞の微小管
脱重合端の可視化
北島幸美1，小野華歌1，南野尚紀2，堀田崇3，檜垣
匠1（1熊本大・院・自然科学，2福岡大・理，3ニュー
メキシコ大・総合がんセンター）

3aE-08
半数体化がシロイヌナズナの成長に及
ぼす影響の解析
宮下貴文1，菊池涼夏2，杉山宗隆3，岩元明
敏1,4（1神奈川大・院・理・生物科学，2山口
大・院・創成科学，3東京大・院・理・生物科
学，4神奈川大・理・生物）

3aF-08  仝
Analysis of evolutionary conservation of
photosynthesis signaling mechanisms
dependent on B4-Raf-like kinases in land
plants
Shota Yamauchi1, Hayato Watanabe1,
Tomoki Kuribayashi1, Hinano Takase2,
Kota Yamashita2, Taishi Umezawa2,
Ryuichi Nishihama1 (1Fac. Sci. Tech.,
Tokyo Univ. Sci., 2Grad. Sch. BASE, Tokyo
Univ. Agri. Tech.)

3aG-08
ABA生合成酵素 ABA2が触媒する反応
機構の解明と真の反応生成物の同定
藤山敬介1，山田彩加2，小笹祐吏2，佐藤光
羽2，小嶋美紀子1，竹林裕美子1，菅野裕
理1，竹内純3,4，大西利幸3,4，轟泰司3，岡本
昌憲1（1理研・CSRS，2静大・院総科技，3静
大・農，4静大・グリーン）

3aH-08 仝
The U1 snRNP component RBP45D
regulates thermomorphogenesis through
alternative splicing in Arabidopsis
Geeng-Loo Chong, Ping Chang, Hsin-Yu
Hsieh, Shih-Long Tu (Institute of Plant
and Microbial Biology, Academia Sinica)

10:45
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13:30 3pA-01 仝
Bootstrap-Like Degradome Profiling and
Quantum Computing for Accurate Plant
microRNA Target and Precursor Predictions
Chih-Ling Huang, Yu-Ling Hung, Jia-Zhen Yu,
Shih-Shun Lin (Institute of biotechnology,
National Taiwan University)

3pB-01
イネマンガン輸送体 OsNramp5の偏在に必要
な残基の同定
小西範幸，馬建鋒（岡山大・植物研）

3pD-01
ミオシン XIによる NIP5;1局在制御とホウ素
輸送機構
劉海洋1，室啓太2，千島陸1，高野順平2，富永基
樹1,3（1早稲田大・院・先進理工，2大阪公立大・院・
農学，3早稲田大・教育総合科学・生物）

3pG-01
DELLA-GAF1複合体を介した ABAと
GAのクロストーク機構の解析
小此木のぞみ，谷永悠季，中林誠太朗，高
橋陽介，深澤壽太郎（広島大・院統合生命）

3pH-01
大腸菌における C末端欠失型 PICLタ
ンパク質の発現による温度感知タンパ
ク質 PICLの構造解析
今田周太1，松本崇杜1，中村有紗2，古本
強1,2（1龍谷大・農学，2龍谷大・院農学）
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R
ecent Advances in the R

egulation of Photosynthetic Electron Transport and the R
oles of Alternative Electron Flow

s (13:30-16:30)

13:30

13:45 3pA-02 仝
Transposable elements drive evolution and
perturb gene expression in Brassica rapa and B.
oleracea
Yao-Cheng Lin1, Po-Xing Zheng1, Chia-Ying Ko1,
Jheng-Yang Ou1, Andrea Zuccolo2 (1Agricultural
Biotechnology Research Center, Academia
Sinica, Taiwan, 2Manash Kozybayev North
Kazakhstan University, Kazakhstan)

3pB-02
シロイヌナズナの ZIP3と ZIP5は亜鉛の取り
込みに働き，亜鉛依存的なエンドサイトーシス
と分解による制御を受ける
根木雅弥1，堀川和花2，並木綾音3，西田翔4,5，高
野順平1,2,3（1大阪公立大学農学部応用生物科学
科，2大阪府立大学大学院生命環境科学研究科，
3大阪府立大学生命環境科学域，4佐賀大学農学
部生物資源科学科，5鹿児島大学大学院連合農
学研究科）

3pD-02
シロイヌナズナ RABH1 GTPaseの機能解析
岩下明日香1，大堀智博2，伊藤容子3，伊藤瑛海6,7，
中野明彦4,5，上田貴志6,7，植村知博1,2（1お茶大・
理・生物，2お茶大・院・ライフサイエンス，3お茶
大・ヒューマンライフ，4東京科学大・総合研究
院，5理研・光量子光学，6基生研・細胞動態，7総研
大・基礎生物）

3pG-02
ヒストン修飾を介した DELLAによる
転写活性化および生長抑制機構の解明
安藤広記1，野澤彰2，小迫英尊3，澤崎達
也2，高橋陽介1，深澤壽太郎1（1広島大・院
統合生命，2愛媛大・PROS，3徳島大・先端
酵素研）

3pH-02
新たな温度センサータンパク質である
PICLは，細胞質内の酸化還元比と温度
情報を統合し感知する
松本崇杜，古本強（龍谷大・院・農学）

13:45

14:00 3pB-03
シロイヌナズナにおけるホウ酸チャネル構造
変異体の ERAD経路による分解機構の解析
張哲1,2，Sheliang Wang2,3，高野順平1,2（1大阪公
大・院農，2大阪府大・院生環科，3華中農大・院資
環）

3pD-03
TGNにおける脂質シグナルの解析 – ホスファ
チジルイノシトール 4-リン酸（PI4P）は植物内
膜系においてどのように機能するのか？
長谷川陽子1，Nelson Serre1，Lise Noack1，
Matthieu Platre1，Amélie Bernard2，Yohann
Boutté2，Yvon Jaillais1（1Laboratoire
Reproduction et Développement des Plantes
(RDP), Université de Lyon, ENS de Lyon, UCB
Lyon 1, CNRS, INRAE - France，2Laboratory of
Membrane Biogenesis (LBM), CNRS/Université
de Bordeaux - France）

3pG-03 仝
Role of NITRATE TRANSPORTER 1.5 in
regulating auxin distribution in
Arabidopsis roots
Rubaet Sharmin Ema1, Hayato
Shinonaga1, Ken-ichiro Hayashi2,
Masaaki Umeda1 (1Grad. Sch. Sci. &
Tech., NAIST, 2Department of
Bioscience, Okayama Univ. Sci.)

14:00

14:15 3pB-04 仝
Functional characterization of a tonoplast-
localized aquaporin, OsTP2;1 in rice
Jun Ge, Namiki Mitani, Jian Feng Ma (IPSR,
Okayama Univ.)

3pD-04
葉の油滴に局在する新規タンパク質群の同定
とその機能的意義
島田貴士1,2，尾亦雄斗1，岩井裕也2，三城恵美3，
加納圭子3，上田晴子4，西村いくこ4（1千葉大・園
芸，2千葉大・院・園芸，3名古屋大，4甲南大）

3pG-04
新規因子 BIL7によるブラシノステロイ
ド応答性転写誘導機構の解析
西田快世1，仲村友介1，山上あゆみ1，宮川
拓也1，浅見忠男2，中野雄司1（1京大院・生
命，2横浜市大・木原生研）

14:15

14:30 3pB-05
イネ OsHKT1;1スプライシングバリアントの
輸送特性と遺伝子発現プロファイル
Shahin Imran1，小野峻太郎1，堀江理絵2，且原真
木1，堀江智明2（1岡山大学・資源植物科学研究
所，2信州大学・繊維学部）

3pD-05
機械学習と遺伝学の融合が解き明かすピレノ
イド相分離の物理法則
松尾光治良1，山野隆志1,2（1京大・院・生命，2京
大・生命情報解析教育センター）

3pG-05
ヒメツリガネゴケにおける転写因子
TGAの機能解析
高魚裕規，太治輝昭，坂田洋一，四井いず
み（東京農大・バイオ）

14:30

14:45 3pB-06 仝
Functional Role of an Ion-Conducting Aquaporin,
OsPIP2;4, in Ion Homeostasis and Salt Stress
Response in Rice Plants
Newton Chandra Paul1, Tomoaki Horie2, Maki
Katsuhara1 (1Institute of Plant Science and
Resources, Okayama University, 2Faculty of
Textile Science and Technology, Shinshu
University)

3pD-06
核の細胞内配置を規定する核膜孔複合体サブ
ユニット
田村謙太郎1，岩野真奈1，河原直也2，荒平悠衣1，
嶋田知生2（1静岡県大・食品栄養科学，2京大・院
理学）

3pG-06 仝
Hyperactivated jasmonic acid signaling
enforces plant–microbiome feedbacks in
Arabidopsis
Tung Tse Lu1, Miguelito Isip1, Chiao Jung
Han1, Hung Jui Shih1, Lai Loi Trinh1,
Silvina Perin2, Yu Chun Lin3, Po An Lin3,
Ka-Wai Ma1,3 (1Institute of Plant and
Microbial Biology, Academia Sinica,
Taipei, Taiwan., 2Department of Plant
Microbe Interactions, Max Planck
Institute for Plant Breeding Research,
Cologne, Germany., 3Department of
Entomology, National Taiwan University,
Taipei, Taiwan.)

14:45

15:00 3pB-07 仝
Water and Ion Pathways in Ion-Conducting/
Channel Aquaporins in Tomato PIP2s
Fakhar Uddin Talukder, Maki Katsuhara
(Institute of Plant Science and Resources,
Okayama University)

3pD-07
接木誘導性 Germin-Like Proteinの道管形成過
程における原形質連絡封鎖機構の解析
永原史織1，金崟崋2，森萌恵2，岡田健太郎3，望月
伸悦1，黒谷賢一1，野田口理孝1,2,3（1京都大・院・
理，2名古屋大・院・生命農，3名古屋大・生物機能
開発利用研究センター）

15:00

15:15 3pD-08
遺伝子ネットワーク解析による新規原形質連
絡関連遺伝子の探索
大山泰生1，黒谷賢一1，永原史織1，野田口理孝1,2

（1京都大・院・理，2名大・生物機能開発研セ）

15:15
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時間
A会場 B会場 C会場 D会場 E会場 F会場 G会場 H会場 X

会
場

Y
会
場

Z
会
場

時間
システム生物学 生体膜・イオン・物質輸送 オルガネラ / 細胞骨格 / 細胞内膜系 植物ホルモン / シグナル伝達物質 環境応答B / 環境ストレス

13:30 3pA-01 仝
Bootstrap-Like Degradome Profiling and
Quantum Computing for Accurate Plant
microRNA Target and Precursor Predictions
Chih-Ling Huang, Yu-Ling Hung, Jia-Zhen Yu,
Shih-Shun Lin (Institute of biotechnology,
National Taiwan University)

3pB-01
イネマンガン輸送体 OsNramp5の偏在に必要
な残基の同定
小西範幸，馬建鋒（岡山大・植物研）

3pD-01
ミオシン XIによる NIP5;1局在制御とホウ素
輸送機構
劉海洋1，室啓太2，千島陸1，高野順平2，富永基
樹1,3（1早稲田大・院・先進理工，2大阪公立大・院・
農学，3早稲田大・教育総合科学・生物）

3pG-01
DELLA-GAF1複合体を介した ABAと
GAのクロストーク機構の解析
小此木のぞみ，谷永悠季，中林誠太朗，高
橋陽介，深澤壽太郎（広島大・院統合生命）

3pH-01
大腸菌における C末端欠失型 PICLタ
ンパク質の発現による温度感知タンパ
ク質 PICLの構造解析
今田周太1，松本崇杜1，中村有紗2，古本
強1,2（1龍谷大・農学，2龍谷大・院農学）
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egulation of Photosynthetic Electron Transport and the R
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s (13:30-16:30)
13:30

13:45 3pA-02 仝
Transposable elements drive evolution and
perturb gene expression in Brassica rapa and B.
oleracea
Yao-Cheng Lin1, Po-Xing Zheng1, Chia-Ying Ko1,
Jheng-Yang Ou1, Andrea Zuccolo2 (1Agricultural
Biotechnology Research Center, Academia
Sinica, Taiwan, 2Manash Kozybayev North
Kazakhstan University, Kazakhstan)

3pB-02
シロイヌナズナの ZIP3と ZIP5は亜鉛の取り
込みに働き，亜鉛依存的なエンドサイトーシス
と分解による制御を受ける
根木雅弥1，堀川和花2，並木綾音3，西田翔4,5，高
野順平1,2,3（1大阪公立大学農学部応用生物科学
科，2大阪府立大学大学院生命環境科学研究科，
3大阪府立大学生命環境科学域，4佐賀大学農学
部生物資源科学科，5鹿児島大学大学院連合農
学研究科）

3pD-02
シロイヌナズナ RABH1 GTPaseの機能解析
岩下明日香1，大堀智博2，伊藤容子3，伊藤瑛海6,7，
中野明彦4,5，上田貴志6,7，植村知博1,2（1お茶大・
理・生物，2お茶大・院・ライフサイエンス，3お茶
大・ヒューマンライフ，4東京科学大・総合研究
院，5理研・光量子光学，6基生研・細胞動態，7総研
大・基礎生物）

3pG-02
ヒストン修飾を介した DELLAによる
転写活性化および生長抑制機構の解明
安藤広記1，野澤彰2，小迫英尊3，澤崎達
也2，高橋陽介1，深澤壽太郎1（1広島大・院
統合生命，2愛媛大・PROS，3徳島大・先端
酵素研）

3pH-02
新たな温度センサータンパク質である
PICLは，細胞質内の酸化還元比と温度
情報を統合し感知する
松本崇杜，古本強（龍谷大・院・農学）

13:45

14:00 3pB-03
シロイヌナズナにおけるホウ酸チャネル構造
変異体の ERAD経路による分解機構の解析
張哲1,2，Sheliang Wang2,3，高野順平1,2（1大阪公
大・院農，2大阪府大・院生環科，3華中農大・院資
環）

3pD-03
TGNにおける脂質シグナルの解析 – ホスファ
チジルイノシトール 4-リン酸（PI4P）は植物内
膜系においてどのように機能するのか？
長谷川陽子1，Nelson Serre1，Lise Noack1，
Matthieu Platre1，Amélie Bernard2，Yohann
Boutté2，Yvon Jaillais1（1Laboratoire
Reproduction et Développement des Plantes
(RDP), Université de Lyon, ENS de Lyon, UCB
Lyon 1, CNRS, INRAE - France，2Laboratory of
Membrane Biogenesis (LBM), CNRS/Université
de Bordeaux - France）

3pG-03 仝
Role of NITRATE TRANSPORTER 1.5 in
regulating auxin distribution in
Arabidopsis roots
Rubaet Sharmin Ema1, Hayato
Shinonaga1, Ken-ichiro Hayashi2,
Masaaki Umeda1 (1Grad. Sch. Sci. &
Tech., NAIST, 2Department of
Bioscience, Okayama Univ. Sci.)

14:00

14:15 3pB-04 仝
Functional characterization of a tonoplast-
localized aquaporin, OsTP2;1 in rice
Jun Ge, Namiki Mitani, Jian Feng Ma (IPSR,
Okayama Univ.)

3pD-04
葉の油滴に局在する新規タンパク質群の同定
とその機能的意義
島田貴士1,2，尾亦雄斗1，岩井裕也2，三城恵美3，
加納圭子3，上田晴子4，西村いくこ4（1千葉大・園
芸，2千葉大・院・園芸，3名古屋大，4甲南大）

3pG-04
新規因子 BIL7によるブラシノステロイ
ド応答性転写誘導機構の解析
西田快世1，仲村友介1，山上あゆみ1，宮川
拓也1，浅見忠男2，中野雄司1（1京大院・生
命，2横浜市大・木原生研）

14:15

14:30 3pB-05
イネ OsHKT1;1スプライシングバリアントの
輸送特性と遺伝子発現プロファイル
Shahin Imran1，小野峻太郎1，堀江理絵2，且原真
木1，堀江智明2（1岡山大学・資源植物科学研究
所，2信州大学・繊維学部）

3pD-05
機械学習と遺伝学の融合が解き明かすピレノ
イド相分離の物理法則
松尾光治良1，山野隆志1,2（1京大・院・生命，2京
大・生命情報解析教育センター）

3pG-05
ヒメツリガネゴケにおける転写因子
TGAの機能解析
高魚裕規，太治輝昭，坂田洋一，四井いず
み（東京農大・バイオ）

14:30

14:45 3pB-06 仝
Functional Role of an Ion-Conducting Aquaporin,
OsPIP2;4, in Ion Homeostasis and Salt Stress
Response in Rice Plants
Newton Chandra Paul1, Tomoaki Horie2, Maki
Katsuhara1 (1Institute of Plant Science and
Resources, Okayama University, 2Faculty of
Textile Science and Technology, Shinshu
University)

3pD-06
核の細胞内配置を規定する核膜孔複合体サブ
ユニット
田村謙太郎1，岩野真奈1，河原直也2，荒平悠衣1，
嶋田知生2（1静岡県大・食品栄養科学，2京大・院
理学）

3pG-06 仝
Hyperactivated jasmonic acid signaling
enforces plant–microbiome feedbacks in
Arabidopsis
Tung Tse Lu1, Miguelito Isip1, Chiao Jung
Han1, Hung Jui Shih1, Lai Loi Trinh1,
Silvina Perin2, Yu Chun Lin3, Po An Lin3,
Ka-Wai Ma1,3 (1Institute of Plant and
Microbial Biology, Academia Sinica,
Taipei, Taiwan., 2Department of Plant
Microbe Interactions, Max Planck
Institute for Plant Breeding Research,
Cologne, Germany., 3Department of
Entomology, National Taiwan University,
Taipei, Taiwan.)

14:45

15:00 3pB-07 仝
Water and Ion Pathways in Ion-Conducting/
Channel Aquaporins in Tomato PIP2s
Fakhar Uddin Talukder, Maki Katsuhara
(Institute of Plant Science and Resources,
Okayama University)

3pD-07
接木誘導性 Germin-Like Proteinの道管形成過
程における原形質連絡封鎖機構の解析
永原史織1，金崟崋2，森萌恵2，岡田健太郎3，望月
伸悦1，黒谷賢一1，野田口理孝1,2,3（1京都大・院・
理，2名古屋大・院・生命農，3名古屋大・生物機能
開発利用研究センター）

15:00

15:15 3pD-08
遺伝子ネットワーク解析による新規原形質連
絡関連遺伝子の探索
大山泰生1，黒谷賢一1，永原史織1，野田口理孝1,2

（1京都大・院・理，2名大・生物機能開発研セ）

15:15
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一般講演・口頭発表 座長一覧

1日目 3月13日（金）午前

1aA-01-1aA-12 光合成 山本　治樹
  藤井　律子
  藤田　祐一

1aB-01-1aB-12 一次代謝 吉竹　悠宇志
  小島　創一
  宮城　敦子

1aC-01-1aC-06 特化（二次）代謝 相原　悠介
  平井　優美

1aD-01-1aD-12 ゲノム機能・遺伝子発現制御
  中村　光希
  坂本　卓也
  佐々木　江理子

1aE-01-1aE-12 発生・形態形成 森中　初音
  古賀　皓之
  木下　温子

1aF-01-1aF-12 新技術開発 須田　啓
  高塚　歩
  小田原　真樹

1aG-01-1aG-12 環境応答A/生理反応 赤羽根　健生
  小川　健一
  下遠野　明恵

1aH-01-1aH-12 環境応答B/環境ストレス 高橋　史憲
  藤田　泰成
  溝井　順哉

1日目 3月13日（金）午後

1pA-01-1pA-12 光合成 伊福　健太郎
  桶川　友季
  植野　嘉文

1pB-01-1pB-09 一次代謝 櫻井　望
  中村　友輝
  鹿内　勇佑

1pC-01-1pC-12 植物生物間相互作用A 多田　安臣
  熊倉　直祐
  三俣　好令

1pD-01-1pD-10 ゲノム機能・遺伝子発現制御
  川勝　泰二
  圓山　恭之進
  栗原　志夫

1pE-01-1pE-12 発生・形態形成 池内　桃子
  安居　佑季子
  水谷　未耶

1pF-01-1pF-04 新技術開発，バイオリソース
  庄司　翼

1pG-01-1pG-07 環境応答A/生理反応 吉川　伸哉
  高橋　宏二

1pH-01-1pH-12 環境応答B/環境ストレス 戸高　大輔
  稲葉　丈人
  伊藤　秀臣

2日目 3月14日（土）午前

2aA-01-2aA-12 光合成 愛知　真木子
  松田　祐介
  野口　航

2aB-01-2aB-11 細胞壁 家門　絵理
  栗原（大窪）恵美子
  小竹　敬久

2aC-01-2aC-12 植物生物間相互作用A 別役　重之
  安田　盛貴
  門田　康弘

2aD-01-2aD-11 オルガネラ / 細胞骨格 / 細胞内膜系
  藤井　祥
  祢冝　淳太郎
  山崎　朋人

2aE-01-2aE-12 発生・形態形成 杉山　宗隆
  郷　達明
  酒井　友希
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2aF-01-2aF-12 生殖 横山　隆亮
  井川　智子
  大和　勝幸

2aG-01-2aG-06 環境応答A/生理反応 中道　範人
  瀬上　紹嗣

2aH-01-2aH-12 環境応答B/環境ストレス 篠澤　章久
  木下　俊則
  相馬　史幸

2日目 3月14日（土）午後

2pA-01-2pA-06 光合成 西山　佳孝
  日原　由香子

2pB-01-2pB-04 細胞壁 岡田　健太郎

2pC-01-2pC-06 植物生物間相互作用B 山﨑　明広
  亀岡　啓

2pD-01-2pD-06 オルガネラ / 細胞骨格 / 細胞内膜系
  松尾　充啓
  平山　隆志
  真野　昌二

2pE-01-2pE-06 発生・形態形成 加藤　大貴
  池田　陽子

2pF-01-2pF-06 生殖 久永　哲也
  木全　祐資

2pG-01-2pG-06 植物ホルモン / シグナル伝達物質
  安喜　史織
  池松　朱夏
  古水　千尋

2pH-01-2pH-06 環境応答B/環境ストレス 嶋村　大亮
  山本　義治

3日目 3月15日（日）午前

3aA-01-3aA-08 システム生物学 青木　考
  小林　裕樹
  大林　武

3aB-01-3aB-07 生体膜・イオン・物質輸送 且原　真木
  小西　範幸

3aC-01-3aC-08 植物生物間相互作用B 高木　桃子
  上中　弘典
  西田　帆那

3aD-01-3aD-08 オルガネラ / 細胞骨格 / 細胞内膜系
  稲田　のりこ
  檜垣　匠
  杉山　友希

3aE-01-3aE-08 発生・形態形成 松永　幸大
  古谷　朋之
  信澤　岳

3aF-01-3aF-08 光受容体 /光応答 安藤　英伍
  山内　翔太
  比嘉　毅

3aG-01-3aG-08 植物ホルモン / シグナル伝達物質
  田中　慧太
  小塚　俊明
  岡本　昌憲

3aH-01-3aH-08 環境応答B/環境ストレス 飯村　秀明
  鈴木　孝征

3日目 3月15日（日）午後

3pA-01-3pA-02 システム生物学 福島　敦史

3pB-01-3pB-07 生体膜・イオン・物質輸送 丸山　明子
  吉成　晃

3pD-01-3pD-08 オルガネラ / 細胞骨格 / 細胞内膜系
  永原　史織
  山野　隆志
  田村　謙太郎

3pG-01-3pG-06 植物ホルモン / シグナル伝達物質
  四井　いずみ
  深澤　壽太郎

3pH-01-3pH-02 環境応答B/環境ストレス 城所　聡


